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　　　　１




　夏の名残なごりのように眩まぶしい陽光が、あたりを照らし出している。

　月げつ都と大陸にある国家の一つ、ウィアーム王国の首都であるアレイラ。

　初代国王の宮きゆう殿でんは宝玉のみで造られたとの伝説のあるこの国で、首都の家屋は石と煉れん瓦がで造られている。高温になる夏でも涼すずしく過ごしやすい構造となっているが、今年は雨がなかなか降らなかったために乾かん燥そうが激しく、砂すな埃ぼこりが舞まっていた。

　埃っぽいのは、道路の舗ほ装そうが行き届いていないせいもあるだろう。先王の時代に舗装された道は傷いたみが激しく、ところどころ崩くずれかけている。

　それでも首都だけあって人通りは多く、街はそれなりに活気に溢あふれている。愛馬の黒くろ疾風はやてに揺ゆられていたイサール・マクラブを見つけ、道みち端ばたの露ろ店てんで雑貨を売っていた幼子が「わあ」と声を上げた。

「見て見て、母さん。騎き士し様だよ！」

「あら、本当だわ。お城に行かれるのねえ」

　そんなやり取りが耳に届き、イサールはいくばくの面おも映はゆさを覚える。

　己おのれの外見が人並み以上に整っており、その華か麗れいな騎士姿が人目を惹ひくのは自覚していたからだ。

　都で一、二を争う裁さい縫ほう師しが丹たん誠せい込めて縫ぬい上げたシャツに、華はなやかな刺し繡しゆうを施ほどこした上着。細身のズボンと磨みがき上げたブーツ。

　騎士の証あかしである真しん紅くのマントは折からの風にたなびき、金糸で意い匠しよう化された植物の刺繡された豪ごう奢しやな衣装を引き立てる。腰こしに下げた剣けんは現王のカスディール三世から直々に拝領したもので、その重さが騎士としての責任の重大さを意味すると思っていた。

　これで戦時ともなれば甲かつ冑ちゆうを身につけるが、長らく続いた戦争が昨年ようやく終結したばかりなので、次の戦いくさは当分ないだろうと誰だれもが思っている。何よりも国民全体が疲ひ弊へいしきっており、民たみは争いに飽あいていた。それは騎士であるイサールも同じだ。

「僕も大きくなったら騎士様になりたいなあ」

「馬ば鹿かね、騎士様は貴族の子しかなれないの。おまえは下っ端ぱの兵士だろうよ」

「死んだ父ちゃんみたいに？」

　そんなやり取りを聞いてか、馬の口を取る供は誇ほこらしげに胸を張っている。

　王城は高台にあり、人々を常に見下ろしている。出仕は月に一度と決まっており、先週行った領地の視察を王に報告することになっていた。

「騎士様、今日こそうちのお店に寄っていかない？」

「馬鹿だねえ。あれはマクラブ家の御おん曹ぞう司しだよ。場末の女なんて相手にするもんかい」

「じゃあ、七騎士の……？」

「そうそう」

　この国において騎士──特に選ばれた『七騎士』は王を守る大事な存在で、人々から憧あこがれと賞賛をもって見つめられる。イサールはこのような視線には慣れていたとはいえ、それは同時に心の奥深く突つき刺ささる刃やいばのようなものだ。

「いやあ、さすがに注目の的ですねえ」

　相変わらずにまにまと嬉うれしそうな下男を注意したくもなったが、少しにやけたくらいで水を差すまい。

　黒くろ髪かみに黒目のイサールは勇ゆう猛もう果か敢かんで知られ、『ウィアームの黒くろ豹ひよう』とも讃たたえられている。

　くっきりとした二ふた重えの目に、凜り々りしい眉まゆ。引き締しめられた口くち許もとに、尖とがった鼻び梁りよう。撫なでつけられた艶つややかな黒髪。

　普ふ段だんは冷静そのものだが、ひとたび剣を取れば獅し子し奮ふん迅じんの如ごとき働きで、十六歳で初うい陣じんに出てからというもの、イサールが討うち取った敵の数は十や二十ではくだらない。

　しかし、そのイサールであっても本日のカスディール三世のお召めしは気が重くてならない。

　今日もまた、『あのこと』について問われるのはわかっていた。

　イサールは三か月前に二十歳はたちになった。

　それからというもの、王の自分に対する風当たりがきつくなった。

　マクラブ家の家長である父は年老い、跡あと継つぎと目されていた長ちよう兄けいは、子細はわからぬが王を守って二年前に戦場で命を落とした。

　ウィアームの七騎士とは、王を守る七つの古い家いえ柄がらに与あたえられた特別な称しよう号ごうだ。

　多神教のウィアームの神話によると、神々を束ねる全知全能の主神は王にこの土地を与え、王を守るために七つの黄金の実を渡わたした。王に選ばれて黄金の実を与えられた騎士たちとその子孫はそれぞれ特とく殊しゆな能力を備え、戦争に自みずから赴おもむく勇ゆう敢かんな王を守護する存在として不可欠になった。そのうちの一つであるマクラブ家は、代々優すぐれた騎士を輩はい出しゆつしてきた。

　能力はある程度成長すると、突とつ然ぜん発揮できるようになる。父も亡なくなった兄も同様だと聞くが、イサールは未いまだにその能力の発現がない。

　表面上は冷静沈ちん着ちやくを気取りながらも、その事実に不安を覚えていた。

　このままでは、イサールはマクラブ家を継ぐことはできない。つまり、王を守るという一族の男に課せられたさだめすら果たせないのではないか。

　馬を下りたイサールはそれを所定の場所に繫つないで待機するよう供に命じ、自分は宮殿の内部に足を踏ふみ入れた。

　ブーツで一歩踏み出すたびに、天てん井じようが高い場内にその足音が響ひびき渡る。天井も壁かべも壮そう麗れいな天地創造の絵で埋うめ尽つくされたこの宮殿は、建設を意図してからできあがるまでじつに二十年の歳月を要したのだという。

　大理石のタイルが貼はられた床ゆかは、塵ちり一つ落ちていない。

　長靴ブーツの足音を響かせながら謁えつ見けんの間に近づいたそのとき、前方に人ひと影かげが見えた。

「よう、イサール」

　長くうねる金きん髪ぱつの持ち主であるシグは、イサールを見て皮肉めいた笑いを口許に浮うかべた。同じく七騎士の一族に生まれたシグは、幼い頃ころから何かとイサールに張り合ってくる。それが煩わずらわしいのだが、何もこの男と同列になって喧けん嘩かをする必要はない。そうした態度がお高くとまって感じられるようで、シグはますます自分を毛け嫌ぎらいするのだ。

「久しぶりだな、シグ」

「おまえ、調子はどうなんだ？　このところは領地で祈き禱とうなんぞしていたらしいが」

　やけに楽しそうに尋ねてくる理由は、シグがイサールの弱みを知っているからだ。

　すなわち、マクラブ家の跡取りとして、必ずやイサールが持ち合わせなくてはいけないものを未いまだに手にしてはいないことを。

「ただの視察だ。このところ雨が少なく、収しゆう穫かくが心配だ。場合によっては今から税の徴ちよう収しゆう率を変へん更こうしなくてはいけない」

　そうなればマクラブ家の収入が減るため、何かしらで埋め合わせをする必要がある。

　領民の生活に責任がある身の上では、宮きゆう廷ていでのくだらない諍いさかいなど些さ事じでしかなかった。

「ははっ、相変わらずの優等生ぶりだな。本当は心の中では焦あせってるんじゃないのか？」

「当然だ。不作となれば民は飢うえ、国王陛下にもご迷めい惑わくがかかる」

「そういうことを言ってるんじゃねえよ」

　いっこうに挑ちよう発はつに乗らないイサールに対し、シグは不ふ機き嫌げんに言ってのけたが、それくらいまるで気にならなかった。

「おまえは本当に真ま面じ目めすぎてつまらないやつだよな。人形みたいで、血が通ってない。俺たちのことだって、虫けらとしか思ってないんだろ？」

「常に冷静でなくては騎士の務めが果たせない」

「冷静、ね。無感情の間ま違ちがいだろ」

　憎にく々にくしげにシグが吐はき捨てたところで、二人のあいだに割って入る声があった。

「何をしている、おまえたち」

　重々しい声が響き、シグは一歩下がる。同時にイサールも頭こうべを垂れ、相手に敬意を表した。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅう、宰さい相しよう閣下」

「挨あい拶さつはよい、イサール」

　宰相のゴードは嗄しわがれた声で制し、イサールをちらと見やる。中年のこの男は王に対して絶対の忠誠を誓ちかい、それが行き過ぎていると噂うわさされ貴族たちからも煙けむたがられていた。

「おまえたちは王の七つの命のうちの二つ。それがいがみあってどうするというのだ」

　ウィアームの王は七つの命を持つ──昔から知られる流行はやり歌でそう謳うたわれる七つの命とは、代々の王が長命であることと七騎士のことをかけているのだろう。長ちよう寿じゆである王の命にも等しい存在。それほどまでに、七騎士の存在は重要なのだ。

「下がれ、シグ。おまえの謁見は終わったであろう」

「は」

　シグは気まずそうな顔で一礼し、その場から去っていった。

「イサール。おまえはまだ、力が出ていないそうだな」

「恥はずかしながら……申し訳ありません」

「あの力があってこそ初めて、七騎士として認められる。兆きざしすらないのか」

　ゴードの言葉に、イサールは掌てのひらをぎゅっと握にぎり込む。兆しというものが何かすら、己にはわからないのだ。

「──重ね重ね申し訳ありませんが、未だ」

「では、王との謁見は叶かなわぬ」

「なぜですか！」

「王に拝はい謁えつできるのは、七騎士と侯こう爵しやく以上の上級貴族と決まっているからだ」

「……しかし」

　ぐうの音も出ないほどの正論に、イサールは声を振ふり絞しぼる。

　自分とて、好きで能力を持たずに生まれてきたわけではないのだ。

「そもそも、力がないおまえは七騎士としての誓せい約やくが済んでいない。それではただの偽にせ物ものだ」

「まあよい、ゴード。そうイサールを虐いじめるな」

　唐とう突とつに前方から聞こえてきた声にはっとすると、王が廊ろう下かから静かに歩いてくるところだった。イサールはその場に膝ひざを突き、宰相は頭を下げて敬意を表する。

「国王陛下、本日の謁見は……」

「ゴードが今言ったであろう。私と拝謁できるのは七騎士と侯爵以上の貴族だと」

「では、この場でお聞きいただけませんか。今年の税収見込みに関しての報告がございます」

「最も早はや、マクラブ家はあてになどしておらぬ」

　ぴしゃりと言われ、イサールははっとした。

「そなたは王など尊敬に値あたいするものではないと思っているのであろう。腹の底でそう考えているからこそ、力が出ないのではないか」

「滅めつ相そうもございません！」

　王への叛はん意いがあると思われるのは、心外だ。

　イサールは力を込めて己おのれの潔白を説明しようとしたが、七騎士でないと否定されてしまえば発言するのは不敬に当たる。

「ならば、なぜ能力は出てこない？　マクラブ家に与えられた神の恩おん寵ちようを失ったのか？」

「それは……」

　自分にわかることなら、とっくに解決しているとイサールは悔くやしさに手を握り込む。

「いずれにせよ、そなたが能力を手に入れなくてはマクラブ家を騎士の家柄として認めるわけにはいかぬ。覚えておけ、イサール」

　歩きだした国王はイサールの前を素す通どおりし、振り向きもせずに立ち去ってしまう。

　その場に立ち尽くしたイサールは、我が身の情けなさに打ち震ふるえる。

　七騎士が持つべき能力、それは治ち癒ゆ能力だ。

　騎士としての強きよう[image: 靭]じんさに加え、病と傷を治癒する能力を備えた七騎士はそれゆえに完かん璧ぺきなのだ。とはいえ、それは国王にのみ使うべき大切な力であり、力が現れた騎士はそこで初めて、王と七騎士としての誓約を交かわす。

　──だが。

　本来ならば二十歳を前に顕けん現げんするはずのイサールの能力は、未だに出てきていない。早熟な兄は十二で、父は十五で使えるようになったと聞かされているのに、イサールにはその気配はまったくなかった。







　帰宅したイサールは愛馬の黒疾風を馬番に託たくすと、早々に自室へ戻もどった。

　自室の椅い子すに腰こしを下ろしたイサールは、いらいらと窓の外を眺ながめる。庭師が真面目な顔で植木の手入れをしており、己の職務に精せい励れいすることさえできぬ自分の惨みじめさに嫌いや気けが差した。

「くそ！」

　苛いら立だちに任せてどんと机を叩たたくと、水差しを持ってやってきた女中が入り口のあたりでびくりと身を震わせた。

「ああ……何でもない。すまぬな」

「いえ」

　逃にげるように立ち去った女中に悪いことをしたと反省しつつ、イサールは王との謁見を思い返していた。

　イサールにとって王は王であり、彼が尊敬に値する人物かと言われても考えたこともなかった。王は代々ずば抜けて長命なため、イサールよりも十は年上の人物で、やや短たん慮りよで成功を急ぎすぎるきらいがあるけれども、多少の欠点はあっても自ら戦場に立つのに図抜けて長命なのは、王として優れている証だ。

　現に、自ら血を流すことも厭いとわない勇猛な王は国民からはそれなりに支持されている。

　騎士の本分は主君への献けん身しん。

　たとえどんな人物であろうと、イサールは王を支えねばならない。

　公衆の面前で侮ぶ辱じよくされなかっただけましだと思うべきではないのか。

　考え込んでいるうちに再び人の気配がし、イサールはその黒い目で部屋の入り口を見やる。

「母上」

　足首まであるドレスを身につけた母は四十を過ぎたばかりの女盛りで、装そう飾しよく品は控ひかえめであるもののいかにも貴族の奥方といういでたちだ。母の姿にイサールは居住まいを正した。

「苛いら々いらしているようで、あなたらしくもありませんね。マクラブ家の跡あと取とりに相応ふさわしく、度量の広い男と評判ですのに」

「あの女中には悪いことをしました。それで、どうしてこんなところまで？」

　社交を愛する母は珍めずらしく屋や敷しきにいるときは東の離はなれに籠こもるのが常で、食事のとき以外は顔を合わせない。

「縁えん談だんです。あなたのように賢かしこく強い若者は引く手あまたですのよ」

「生憎あいにく、私には良人おつとの役割を果たせるとは思えません。断っていただけませんか」

「何ですって？」

　どれほど条件のよい見合いが来たとしても、七騎士として認められていないイサールには妻を幸せにできる可能性は薄うすい。

「私にあの力がないのは母上もお気づきでしょう」

　黒々とした美しい髪かみの持ち主である母は、「……ええ」と淋さびしげに頷うなずく。イサールのこの髪と目の色は母譲ゆずりで、金きん髪ぱつに碧へき眼がんの父とはまた違ちがった容姿でもあった。

「いくら何でもこの歳になっても何も使えないのでは、遅おそすぎます。父上も弱くとも、まだ力をお持ちだというのに」

　母は不承不承といった様子で首しゆ肯こうし、同意を示した。

「しかし、力の入手方法など見当もつかない。どうすれば手に入れられるのか……」

　珍しく弱音を吐いたイサールを見下ろし、母は目を伏ふせる。

「──でしたら、占うらない師に相談してはどうかしら」

「占い？」

「ええ。腕うでの良い占い師がいるとの噂を聞いたことがありますわ」

　母の言葉にイサールは眉まゆ根ねを寄せる。

　だが、このまま手をこまねいていても望みのものは手に入らないというのなら、藁わらにも縋すがる気分ですべてを試ためしてみる必要がある。

「詳くわしく話を聞かせてはいただけないでしょうか」







　翌日、イサールは目立たない服に着き替がえて城下の繁はん華か街がいを訪おとずれた。

　川辺に近い陋ろう屋おくはじめじめし、座り込んだ床ゆかから湿しつ気けが直じかに伝わるようだ。このあたりは違い法ほうに住みついたものも多く、この占い師もその手合いだろう。

　そもそも月都大陸はその名のとおり、月を崇すう拝はいする民族が多い。月の満ち欠けによって農耕を行い、太たい陰いん暦れきを使っている。安らかな休息を与あたえてくれる月と星、夜の優やさしさこそが人を癒いやすと信じているためだ。

　従って、国王に仕える宮きゆう廷てい占い師も星を読むので、こうした水すい晶しよう占いの手合いはあやしげな連中と目されている。とはいえ民たみの中には昔ながらの水晶占いを行う連中を信用するものも多かった。

　この老いた女占い師も、よく当たると評判なのだとか。

　もともとの色合いなのかそれとも汚よごれきった末なのかわからぬ黒い衣ころもを身にまとい、ずるずると長い袖そでからは骨と皮ばかりの手が伸のびている。

　大昔、戯たわむれに王を占ったことが伝わりその勘かん気きに触ふれ、地位も財産も取り上げられたとか。

「話をお聞かせいただけませんか」

「俺の身の上を知らずとも、占えるだろう」

　七騎士の家系を知られたくないイサールがそう主張すると、占い師は特に不ふ機き嫌げんにもならずに口を開いた。

「無論、占えます。ですが、占いとは水晶に現れたものを読み解く。あなたが商人であればそう解かい釈しやくし、農民であれば別の解釈をいたしましょう」

「……そうか」

　納なつ得とくしたイサールが渋しぶ々しぶ相談の内容を告げると、占い師は大きく頷いた。

「それで読めました。あなたの中にあるものは大いなる喪そう失しつ──あるべきものが、あなたの中にはない。つまり、奪うばわれたのでございますな」

　水すい晶しよう玉だまを眺めていた占い師の言葉に、我に返ったイサールは眉根を寄せた。

「何だと？」

「水晶にその結果が出ております」

　とん、と老女は水晶の一点を長い爪つめでつついた。

　イサールから見れば、その水晶はあくまでただの丸い石だ。

　しかし、彼女らはそこに何かが映ると信じている。イサールも半信半疑ではあったものの、頼たよるものがなくなった末に仕方なくこの老ろう婆ばのもとへやって来たのだ。

「あなたが大切になさっているものは、あなたを……いや、違う。何らかの強い感情を抱いだくものによって盗ぬすまれた。心当たりがおありでは？」

「強い感情とは、恨うらみか何かか？」

「あなたがそう思われるのなら、それでしょう。たとえばご両親が不仲で、母君が父君に何らかの復ふく讐しゆうをしようとしているとか、兄弟仲が悪いとか。何かあるはずですが」

「──確かに夫ふう婦ふ仲はお世辞にもよいとはいえないし、妾めかけが何人もいる。しかし、俺の力を奪うと一族にとって不利益にあたることは、母上もいやというほどご存じだ」

　そもそもマクラブ家の正妻の座に君臨する母は、七騎士であるがゆえに人々から尊敬されると熟知している。一族に不利になる行動をするとは到とう底てい思えない。そのうえ、この国において力ある男が妾を抱かかえることは逞たくましさの象しよう徴ちようであり、誉ほまれであって不満を持つようなことではない。従って、嫉しつ妬とのあまり母がそんな方法を採ることは考えられない。

　また、イサールが能力を失ったからといって、弟てい妹まいにその力が移るわけではない。能力は直系の男子ならば誰だれもが持ち得るもので、同族婚こんが基本となる七騎士の家系では、その子に力がないというのは考えられないのだ。

　これ以上の言葉は引き出せないと悟さとり、イサールは諦あきらめることに決めた。

「もう一度、家族に相談してみることにする。ありがとう」

　占い師には布ぬの袋ぶくろいっぱいに詰つまった銅貨を渡わたし、礼を告げてイサールは小屋から出る。

　陽ひ射ざしが眩まぶしく、目が慣れるまでしばしの時間を要した。

　せっかくこのような場所まで来たのだから、もう少し歩き回ろうか。

　そう考えているうちに、路上で遊んでいる二人連れの兄弟に目が留まった。歳の離れた弟は兄の後ろをちょこちょこと歩いているが、兄は幼い弟を疎うとんじているのか、いきなり足を速めて通りを横切った。

　幼い兄と弟……何だろう、この感覚は。

　置き去りにされまいと弟が走りだしたところで、そこを通りかかった荷馬車の馬が急に暴れだした。

　撥はねられる……！

　駆かけだしたイサールは、泡あわを吹ふいた馬の前で呆ぼう然ぜんと座り込む少年の首根っこを摑つかんで引き寄せる。勢いで路上に倒たおれたものの、少年を庇かばうように受け身を取るのは朝飯前だ。

　イサールの胸に抱き込まれた少年は、そのまま硬こう直ちよくしている。身を起こしたイサールが彼を座らせて「怪け我がはないか？」と聞いてやると、やがて、わあんと大声で泣きだした。

「すみません！」

　馬車が行き過ぎてから慌ててその兄が飛んできて、弟を小こ突づいた。

「馬ば鹿か、貴族様に何やってるんだよ！」

「だって……だって……」

「すみません。服が泥どろだらけになってしまって……どうやって弁べん償しようすればいいか……」

　たとえ質素な身なりをしていたとしても、イサールの身分が高いことに気づいたらしく口くち籠ごもる兄に対して首を振ふってやる。

「気にしなくていい。俺が勝手にやったことだ」

　それよりも、彼らを見ていてとても気になる幻が脳のう裏りを過よぎったことのほうが問題だった。

　──おにいちゃん。

　舌足らずな甘い発音。

　──おにいちゃん……。

　瞬まばたきをすると、透すけるような銀の髪が目の前に現れるようだった。

　その髪を摑むようにして、昔の記き憶おくが意外なほど鮮せん明めいに手た繰ぐり寄せられていく。

　銀色の髪に、サファイアのような蒼あおい目。

　イサールは自分の少年時代のことをよく覚えていないのだが、それをさしておかしいと思ったことはない。学習したことは記憶しているし、不自由もなかったからだ。

　なのに、あたかも封ふうじ込められたかのようにぼやけて霞かすんでいるものの、確かにその少年のことは記憶の内側にある。

　もしかしたら、奪われた力は失った記憶と関係しているのかもしれない。

　そう考えたイサールは、抜ぬけるように青い空を見上げた。







「私は反対でございます」

　執しつ事じは丁てい寧ねいな口ぶりで、けれども、明確に反対を示した。

「そうは言われても、これは俺自身に関かかわることだ。ほかの者に押しつけることはできん」

「お気持ちは重々承知です。騎士に相応ふさわしい冷静さと武技を備えたイサール様は、七騎士にこそ相応しいお方。あの力がないだけで、それが阻はばまれるのはさぞや悔くやしいことでしょう。ですが、ヴォラスは辺境の地。お一人で行かれるなど……」

　いつもは落ち着いた執事の熱弁に、旅支じ度たくを調ととのえたイサールは申し訳なさすら覚えた。

「ベルカ様のことをお教えしなければよかった……てっきり誰か人をやるとばかり、思っていました」

　占うらない師に『力を奪われた』と聞いてから、イサールが何とか思い出したのは、十数年前に邸てい宅たくで暮らしていた美しい親子のことだった。

　あれが誰かは、明確に聞いたことはない。だが、妾の子なのだろうと薄うす々うす感じていた。

　ウィアームは一夫一妻制を標ひよう榜ぼうするが、裕ゆう福ふくな貴族の家庭なら妾の一人二人がいるのは当たり前だ。そうしなくては、戦乱があるとすぐに騎士の家系は絶えてしまうからだ。ただ、血が薄まると七騎士としての力は発現しにくくなるので、妾の子が七騎士の家系の当主になったという話は聞いたことがない。無論、イサールにもほかに腹はら違ちがいの兄や弟はいるものの、弟たちはまだ幼かった。

　いずれにせよ、銀ぎん髪ぱつの少年は自分を『おにいちゃん』と呼んだし、イサールはそれに疑問を持たなかった。

　印象的な透けるような銀髪に蒼い目。細ほそ面おもての美しい子供だったのを覚えている。確かイサールとはそう年ねん齢れいは違ちがわないはずだ。

　ある日、彼らは突とつ然ぜん姿を消した。

　そこにどんな事情があるのか、イサールは知らない。

　殊ことに二年前に長男を失って以来すっかり気き概がいをなくし、日々を失意のうちに過ごす父に今いま更さらそれを問うつもりもなかった。おまけに自分は出で来き損そこないなのだ。

　仕方なく遠回しに母に聞いてみたところ、確かにその親子を追い出したのだという。何でも、イサールが記憶を失うほどの大病をしたのは彼らが原因だったからだとか。

　ただ、いくら追い出された妾の子とはいえ、マクラブの血を引いている以上は完全に関係を絶ってしまうわけにはいかない。特に、男子であればなにがしかの使い道はある。そのため、イサールが執事に彼らの行方ゆくえを問うと、執事はあっさりと親子の住すみ処かを教えてくれた。

　とにもかくにもその親子の元へ旅出つことにしたのだが、執事の反対という思わぬ横よこ槍やりが入った。

「私も反対だよ、イサール」

　不意に別の声が聞こえ、イサールははっと顔を上げる。昔からの親友のナハラが戸口に立ち、イサールを見み据すえた。

「ナハラ、どうしてここに」

　ずんぐりしたナハラは丸顔で、いかにも人の好よさそうな顔つきの男だ。中級貴族の生まれで一族はイサールの邸宅とは斜ななめ前に屋や敷しきを構え、同い年だったことも手伝い、昔から兄弟のように仲良く育った。

「そこにいる主人思いの執事に頼たのまれたんだ。君が危険な旅に出ようとしているから、頼むから止めてくれってね」

「そうか……」

　長いつき合いの幼おさな馴な染じみにまで応おう援えんを頼むとは、執事の必死さが窺うかがえる。長ちよう兄けい亡き今、イサールはマクラブ家の跡あと取とりだ。ほかに二人の弟がいるとはいえ、十代前半の彼らが当主の役割を果たすのはまだ難しいだろう。けれども、イサールが七騎士になれないと、弟たちにも不利益があるはずだ。

「少し、二人で話をしてくる。外してくれ」

「は……」

　イサールの命令に対し、執事はもの言いたげな顔つきで頷うなずく。二人きりで玄げん関かんに残され、イサールはナハラに「こちらへ」と誘さそった。

　マクラブ家の庭園は優すぐれた造形で、特に中央にある噴ふん水すいが知られている。

「何度見ても立派な庭だなあ。私もこういう庭を設計してみたいよ」

「おまえの夢は庭園技師か……貴族にしては、つくづく変わっているよ」

　ナハラの家系は中級官かん僚りようで代々国庫の金庫番として活かつ躍やくしていたが、三男の彼は趣しゆ味みで庭造りに執しゆう念ねんを燃やしている。最近は城外の珍めずらしい植物を使った庭園造りを試み、新しい観光地として人気を博していた。

「昔、よく庭で君と剣けん士しごっこをしたな。君は全然手加減してくれなくって……私はいつも青あざだらけだった」

「それはおまえが弱すぎるんだ。騎士にならなくたって、貴族は武芸の嗜たしなみが必要だろう」

「わかっているよ。君が意地悪していたわけじゃないくらい」

　こほんと咳せき払ばらいをし、ナハラはイサールを悪戯いたずらっぽく見据えた。

「昔はこうして二人で話をしてるとあの子がひょいってそこから出てきたよな。私たちが剣の練習するのをじっと見てて。あの子……何て名前だっけ」

「あの子……？」

　どきりとしたイサールはナハラのほうを振り返った。

「あの銀髪の子供か？」

「そうそう。君、弟なんだし覚えてないのか？　何だっけ……何か鉱物みたいな名前だったよな。とても綺き麗れいで……君を大好きでいつも後ろをちょこちょこついて回っただろう。君もよく面めん倒どうを見てて、可愛かわいがってたじゃないか。あの子、私と練習をしているときは絶対君の応援をするんだ。おかげで私は君に勝ったことがない」

　それはナハラが運動が苦手で剣は最も不得手なところだからだろうと思ったが、もう一度言うようなことでもない。

「俺があの頃ころのことを覚えていないのは、おまえだってよく知っているだろう」

「確かに、熱を出して二週間くらいずっと寝ね込こんでたもんな……あれですっかり私のことまで忘れてしまって、思い出してもらうのに苦労したんだ。親友に『はじめまして』って言われるのがどれほど傷つくか……しみじみ思い知ったよ」

「悪かったよ。それにしても、おまえみたいな口うるさい友達のこと、俺もよく忘れられたものだな」

　感心しきった表情で言うイサールを見やり、ナハラは小さく吹ふき出した。

「あんなに可愛がってた相手がいなくなっちゃったから、それが悲しくて熱を出したんじゃないのかい」

「わからないよ。俺は、その子のことは本当に覚えていないんだ」

　そこまで可愛がっていた『弟』のことを、どうして忘れてしまえたのか。

　自分でもわからない。

「で、ヴォラスなんて何をしに行くつもりなんだ？」

「おまえの言う、銀髪の子を捜さがす」

「出ていったのは確か十年も前だろう？　本当にヴォラスにいるのか？」

「曲がりなりにもマクラブ家の血を引くものだ。それくらいは摑つかんでいる」

「そうか」

　ナハラはため息をついた。

「一人で行くのか？」

「理由は言えないが、これは俺の問題だ。家族や家来を巻き込むことはできん」

「──七騎き士しとしての力のため、か」

　声を落とし、ナハラは淋さびしげな面おも持もちになる。

「何だ、知っていたのか」

「君が悩なやんでいることくらいわかっているよ。ほかに、わざわざ旅に行く理由は思い当たらないからね」

　七騎士を選ぶ基準が力の有う無むだとは、宮きゆう廷ていでもごく一部の上級貴族しか知らないことだ。しかし、ナハラはイサールの親友であるため、その事実を打ち明けたことがあった。

「愚おろかしい話だろう。俺は陛下に尽つくしているつもりだが、力がないというだけで顧かえりみられることはないのだ……」

「確かに、私もそれは納なつ得とくがいかないよ」

　ナハラは困ったように肩かたを竦すくめた。

「イサール、君の騎士としての資質は申し分ないからね。親友の贔屓ひいき目めがあるにしても、真ま面じ目めで高潔で、責任感はあるし腕うでっ節ぷしも強い。使用人からも慕したわれている。少し面おも白しろみに欠けていると思うが、それは好みの問題だし……たかだか力がないというだけで七騎士になれないなんて、おかしい話だ」

「褒ほめてくれて嬉うれしいよ」

　だが、どんな賛辞を与あたえられても自分が不完全な騎士だという事実の前には色いろ褪あせてしまう。

　惨みじめな話だった。

「それに……あのとき、私は見たんだ。君が……」

「俺が？」

「──いや、何でもない。子供の頃の話だし、見み間ま違ちがいかもしれないからね」

　ナハラは少し恥はずかしそうに首を横に振ふった。

「でも、君はあの陛下に忠誠を尽くし、一生を終えるのか」

　少し不満げな調子が混じっているように思え、イサールはちらりとナハラを見やる。彼の顔には樹木の濃こい影かげが落ち、どこか憂ゆう鬱うつそうだった。

　ナハラは以前から王に対して批判的で、そういうところがイサールとは相あい容いれなかったが、意見の食い違ちがいを差し引いても彼とはいい友達だった。

「……不ふ穏おんな物言いだな。しかし、マクラブ家に生まれた以上は騎士として陛下に忠誠を尽くす」

「それ以外の生き方はできない、か。君らしいよ」

　物もの憂うげに呟つぶやいたナハラは瞬まばたきをし、そして気持ちを切り替かえたようににこりと笑った。

「気をつけろよ。私はいつでも君の味方だ。何かあったらいつでも頼たよってくれ」

　滅めつ多たなことでは本音を言えない貴族社会においては、ナハラのような友人の存在はかけがえがないものだ。

「ありがとう。弟たちはまだ幼い。留守中、家族を気にかけてもらえると嬉しい」

「わかったよ」

　己おのれを気き遣づかうナハラには悪いがこれで何の憂うれいもなく旅立てると、イサールは安あん堵どを覚えた。




　　　　２




「ミカ！」

　転がるようにして家の敷しき地ちに駆かけ込んできた幼おさな馴な染じみの姿に、ミカは澄すんだ蒼あおい目を細める。

　どこかで引っかけたらしく、ニムの麻あさのシャツの袖そで口ぐちが破れ、濃いねずみ色のズボンも跳はね上げた泥どろで薄うす汚よごれている。継つぎを当てるたびにそそっかしいニムは破いてしまうと、彼の母親はよくぼやいていた。

　ウィアームの北部地方は寒さが厳しく、山さん岳がくの裾すそ野のには荒こう涼りようたる土地が広がる。短い夏のあと、ここヴォラスあたりでは長く厳しい冬がやって来る。

　ごつごつとした岩山とわずかばかりの平地。背の高い木は育たないので、日当たりのよい農地では耕作と放牧を行う。特にヴォラスは耕作地が極きよく端たんに少ないうえ、領主が税率を減らしてくれないこともあり、人々はいつも貧苦に喘あえいでいた。

「おはよ、ニム」

「おはよう…じゃなくて、大変なんだ！　ばあちゃんが倒たおれて」

「え」

　裏の畑で育てていた青菜の苗なえに井い戸どから汲くみ上げた水をかけていたミカは、慌あわてて振り返った。

「薬は？」

「もらったぶんは、使い切っちまった。今度こそもうだめかもしれない……」

「とにかく、急ごう」

　危急の事態と判断したミカは、ニムを促うながしてともに走りだした。

　走りすぎて脇わき腹ばらが痛くなってきた頃、石造りのニムの家が見えてきた。息を整えて最後の坂を駆け上がると、わずかに先に着いたニムが戸を大きく開ける。

　病人を起こさぬように打って変わって静かな足取りで奥の部屋へ向かうと、ニムの家族が寝しん台だいを囲んで思い思いに祖母を見守っていた。

　ニムの祖母は真っ白な長い髪かみが特徴で、苦しげに息をしながら横たわっている。

　顔は土気色で、立ち込めるのは死し臭しゆうだ。もう保もたないであろうことは歴然だった。

「ミカ……」

　顔色を窺うかがうようなニムに、ミカは唇くちびるを軽く嚙かむ。

　迷っているわけにはいかない。

　これまでにミカは、こういう人々をたくさん目にしてきたのだ。

　家人に断ったミカは老ろう婆ばの服を剝はぐと、その胸のあたりに手を載のせた。

　目を閉じて、ゆっくりとあたたかなものを思い描えがく。

　命。枯かれかけた花。芽め吹ぶく木々。

　だんだん掌てのひらの中心の部分に熱が集まってくる。

　ミカの掌から淡あわい光が生まれた。

　零こぼれる。

　自分の躰からだから命の雫しずくが流れ出し、何かが零れていくのを感じる。その雫は流れになり、老婆の中にある枯れかけた木々を潤うるおす。

　汗あせがじっとりと躰に滲にじんでくるのを感じているうちに、老婆の顔つきに変化が現れた。次し第だいに呼吸が落ち着いたものに変わり、表情も穏おだやかになってくる。

　……いける。

　もう注がなくていいとでもいうように、老婆の躰の上で光が弾はじける。飛び散る光を目にしたミカが力を注ぐのをやめると、すうっと光が弱くなり、やがて消えていった。

　疲ひ労ろうのあまり脱だつ力りよくしたミカは、その場にぺたりと座り込む。疲労から動くことも難しかったが、顔を上げると目の前で眠ねむる老婆の頰ほおに赤みが差していた。

「ミカ……？」

　恐る恐るニムが声をかけてきたので、疲つかれて唇の端はしがぴりぴりと震ふるえたものの、気にせずににこりと笑ってみせた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ」

「本当か!?」

「ニム、おまえ、ミカに世話になっておいて疑うもんじゃないよ」

「確かに、顔色がずっとよくなってる……よかったぁ……」

　ほっとした様子の幼馴染みを見て、ミカの口くち許もとは自おのずと綻ほころんだ。

　どんなに急いでも間に合わないときがある。人間には定められた寿じゆ命みようがあるからだ。

　今日はたまたま間に合ったにすぎない。

「ありがとう、ミカ。まだまだ母さんには孝行をしたかったんだ」

「あの杏あんずの花が咲さくのをもう一度見たいって言っていたの。本当にありがとう」

　ニムの両親に口々に褒められ、ミカは照れ臭くさくなって耳まで赤くなってしまう。

「これ、ちょっとだけど食べてちょうだい」

「こんなにたくさん、もらえません」

　大きな肉の塩しお漬づけは、六人家族のニムの家では貴重な食料だ。ミカはそれを返そうとしたが、ニムの母は受け取ろうとはしなかった。

「いいのよ。今度ご飯を食べに来て」

「ありがとうございます。じゃ、僕はこれで」

　はにかんだ笑えみを浮うかべたミカは、軽い心とは裏腹に重い足取りで立ち去った。

　本当はとても疲れていたのだが、それを表に出せば皆みなを心配させてしまう。

　冷たい汗が全身を濡ぬらしている。早く家に帰って横にならないと、今にも道みち端ばたで倒れてしまいそうだ。

　いつからだったろう。

　自分には人にない力があると気づいたのは。

　最初は幼馴染みのグレアの家で飼っている羊が怪け我がをして、その痛々しい傷をさすっていたときだ。せめて血を止めてあげられたらどんなにいいかと思っているうちにこの手から光が出て、羊の怪我を治してしまった。

　びっくりしてそれを母親に報告すると、予想に反して、彼女はまったく驚おどろかなかった。

　──誰だれにも言ってもいけないわ。その力は秘密のものなの。

　──でも、怪我が治るのはすごいことだよね。

　──その力は、本当はお兄ちゃんのものなの。お兄ちゃん、覚えているわよね。

　──うん。

　──ミカはお兄ちゃんが好きでしょう？　だったら、お兄ちゃんのためにも内ない緒しよにしておきましょう。それは、お兄ちゃんが持っていてはいけないものなの。

　──だから、ミカが持っているの？

　──そう。母様がミカにあげたのよ。

　お兄ちゃん──半分だけ血の繫つながったイサールのことだ。こんな辺境でも名の知れた大貴族のマクラブ家の次男。当時から背が高く立派だったイサールのことを考えると、彼と自分に血の繫がりがあったという事実が噓うそのようだった。今はどうしているのだろう。流行はやり歌にあるように七騎き士しとして王を補ほ佐さしているのだろうか。

　母と約束した以上はミカも最初はこの力を抑おさえていたが、料理の最中に大おお火傷やけどをした母が心配で、つい力を使ってしまった。

　それをたまたま見み舞まいに来た村人に目もく撃げきされて、噂うわさになったのが発ほつ端たんだ。

　死ぬような火傷ではなかったはずなのに、母は数日ひどく鬱ふさぎ込み、そのまま寝ねついてしまった。最期は病床でミカの幸福を祈いのり祝福を与あたえ、やがて眠るように亡なくなったのだ。

　おかげでミカは邪じや教きよう徒とか魔ま術じゆつ師しではないかと疑われたが、それを庇かばってくれたのはニムたち家族だ。特に、ニムの祖母が率そつ先せんして援えん護ごしてくれたのが大きかった。年長者は敬うべき存在でその知ち恵えに耳を傾かたむけるべきという慣習があるからだ。

　お兄ちゃんの力を粗そ末まつに扱あつかってはいけないとわかっていたが、いつしかミカの力は評判になり、医者に見放された連中が訪おとずれるようになった。とはいえ、ミカは彼らからいっさい礼を受け取らなかったので、暮らしぶりはいつまで経たっても質素なままだ。

　でも、それでいいのだと思う。

　一人で生きているのだから、その日暮らしの金銭以外は特に必要としていないのだ。

「ミカ」

　帰り道で不意に声をかけられて顔を上げると、幼馴染みのグレアが立っていた。膝ひざ丈たけのスカートを身に着けたグレアは、赤ん坊ぼうを背負っている。

　グレアとニム、そしてミカ。早熟な少女だったグレアはとうに結けつ婚こんして子供を儲もうけているが、いつもミカとニムには気安く接してくれる。

「あんた、顔、真っ青よ」

　グレアはグレアでここのところまた太ったみたいだ──そう言えば怒おこられるのは目に見えていたので、絶対に口にはできないのだが。

「ちょっと……」

「またあの力、使ったのね」

　グレアは表情を曇くもらせる。

「……うん」

　くすんだ灰色の巻き毛を持つグレアは、そうとわかるほど盛大にため息をついた。

「あたしは賛成しないわ、そんな力。持っているのがいけないんじゃなくて、使うのがだめなの。死ぬさだめにある人間は何をしたって死ぬでしょ。それが遅おそいか早いかの違ちがいじゃない」

「わかっているよ」

「あんたが人一倍ちびなのも、同い年のくせにいつまでも大人っぽくならないのも……あんたのその力のせいじゃないの？」

　グレアは昔からミカのことを心配してばかりいて、厳しい物言いは優しさの裏返しだ。

　ぴしゃりと言われて、ミカは俯うつむいた。

「……かもしれない」

　お兄ちゃんのための力が、自分の中に宿っている理由はわからない。

　けれども、あの朝、母が逃にげるように自分を追い立てて都から出たことと関係あるのではないか──密ひそかにそう考えているのだ。

「かもしれない、じゃないわよ。ミカもニムも、あたしより一つしか上じゃないのよ。なのに、ニムはともかくあんたはいつまで経っても十五の子供みたい」

「…………」

　ぐうの音も出ずに黙だまり込むミカにちらりと視線を向け、グレアは更さらに続けた。

「あんたもそろそろ結婚するんでしょ。しゃきっとしなきゃ」

「でも、僕……」

「なあに、まだその初はつ恋こいの人っていうのにこだわってるの？　あんたが都にいたのは十年も前でしょ？」

「……うん」

　気き後おくれしつつも、ミカはこくりと首しゆ肯こうする。

「そういうのは普ふ通つう、綺き麗れいな思い出で終わらせるものなの。こだわったってあんたが不幸になるだけよ」

「そう……なのかなあ……」

　夢は夢、夜の闇やみに沈しずめておくべきもの。そうなのかもしれないけれど、小さな恋の記き憶おくでさえも忘れるべきものとして片づけられては、安らぎはこの世からすべて失われてしまう。

「──ごめん、言い過ぎたわ」

「いいよ。心配してくれてるのはわかっているもの」

「そういうところ、素す直なおよねえ」

　困ったように笑うグレアが、まるで子供にするように髪かみを撫なでてくれる。

「変なこと言ったけど……うちの子が病気したときに治してくれたこと、すごく感謝してるの。だから、あんたには幸せになってほしい。そろそろ自分の幸せに向き合ってほしいのよ」

「ありがとう、グレア」

　確かに、そうかもしれない。

　大昔の初恋の記憶を引きずって、自分は先に進めずにいる。

　大好きなあの人が今、成長してどんな姿になったか見たい気持ちはある。

　それくらいに、この胸の思いは消し難がたいものだ。

　けれども、ミカは罪人だ。

　そんな自分が彼と再会したところで、何になるだろう？

　許されるはずもないというのに。




　　　　３




　国境に近づくにつれ、次し第だいに空気は冷えてくる。イサールの愛馬である黒疾風は少し疲つかれているらしく、動きが鈍にぶい。

「どうした、疾風」

　愛あい称しようで呼びながら身を屈かがめて首の付け根を撫でてやると、小さな嘶いななきが返ってきた。

　単身での旅は危険だし、遠出には従者が必要であろうが、イサールは誰かとこの旅を共有する気にはなれなかった。ナハラに話したとおりこれはイサール一人の問題で、ほかの人間を巻き込むべきではないと考えたからだ。

　ウィアームの国土は三方をほぼ切り立った山に囲まれており、西側の一部が海になっている。海岸線はそのまま隣りん国ごくのゼフィロシアに繫がるが、こちらは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきで港を造るには相応ふさわしくない。しかも、南に近づくにつれ海は遠浅になって大型船が入れず、砂すな浜はまから少し離はなれたところに人工の島を造って交易船はそこで荷を小こ舟ぶねに移し替かえて陸地に運ぶ。海流は複雑でウィアームの沖おきではしばしば難破事故が起きており、海運に関しては他国に後おくれを取っていた。

　ウィアームとは逆になだらかな海岸線を持つゼフィロシアは天然の良港が多く、交易の要よう衝しようとして栄さかえていた。ゼフィロシアよりも更に北の国から運ばれてきた珍めずらしい品物は、高い関税をかけられた末にこの国の全土に拡散していく。

　周辺の国々と国交があるとはいっても、ウィアームはすべての国と友好的なわけではない。国交を持つイルテバークは同じ宗教を信しん仰こうするため結びつきは強いものの、南部の国家群はいずれも一神教でウィアームを憎にくんでいる。王の悲願は良港を持つ南方の国家の制圧だったが、それは度たび重かさなる失敗続きで、その戦せん役えきでイサールは兄を失ったのだ。

　力を持たぬ出で来き損そこないの弟が家か督とくを継つぐとは、兄もさぞや無念に思っていることだろう。

　様々な思いを胸に並足で馬を走らせていると、羊に道を横断させている牧童に行き当たった。馬で強ごう引いんに進めば双そう方ほうに怪け我がが出かねないためそこで足を止めると、群れを見張っていた老人が頭を下げる。

「すみません、お忙いそがしい中」

「いや、さほど急いではいない」

「旦だん那な、どこへいらっしゃるんで？」

　老いた牧夫に馴なれ馴れしい口調で話しかけられて、イサールは淡たん々たんと口を開いた。

「北西だ」

「ということはヴォラスですかい」

「よく知っているな。近いのか？」

「へい、夕暮れまでには着きますよ。村自体はありふれた貧びん乏ぼうでさびれた村ですよ。でも、あそこには病気も怪我も何でも治してくれるって魔ま術じゆつ師しがいるって噂うわさですからねえ。このあたりじゃ旅人はゼフィロシア方面に抜ぬけるか、ヴォラスに行くかの二つに一つですよ」

　もっとも、このあたりはマクラブ家の領地に比べれば格段に貧しい。家々の多くは崩くずれかけており、耕作地も干ひ涸からび、これでは夏の収しゆう穫かくも満足なものではなかっただろう。灰色のどんよりとした重い空も、よけいにその陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きに拍はく車しやをかけているのかもしれなかった。

「そうなのか……」

　病気を何でも治してくれる魔術師という言葉に、不安が過よぎる。

　まさかあの女──執しつ事じの話ではベルカという名だった──は、王のために使うべき力を勝手に民たみに施ほどこしているのではないか。いや、それ以外に同じ力があろうはずがない。

　だとしたらそれは、到とう底てい許されるものではなかった。

　王の力はイサールが使ってこそ、意味がある。そしてそれは、有う象ぞう無む象ぞうを救うための便利な力などでは決してないのだ。

　怒いかりに胃の奥がかっと熱くなった。

　牧夫の話ではここからヴォラスまでは小一時間ほど。

　平へい坦たんな道だったが空気はますます冷え、早くも秋の湿しめった山の匂においがした。







　ヴォラスの村の入り口には、小さな塚つかがあった。そこで馬から下りたイサールは、たまたま通りかかった赤毛の女に目当ての家の位置を尋たずねた。

「ベルカ？　ああ、あの……」

「ここに住んでいるんだな？」

「家はあるけど、ベルカは死んじまったよ。あんたはあすこのお客かい？　見たところぴんしゃんしてるようだけどね」

「ああ……そのことで話があるだけだ」

　イサールは誤ご魔ま化かすように口くち籠ごもる。

「ま、いいか。ミカの家はここを真っ直すぐだよ。しばらく行くと大きな井い戸どが出てくるから、それを右に曲がるんだ」

　……ミカ。

　その名前を聞いた瞬しゆん間かんに、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきに襲おそわれた。

　そう、あの美しい子供の名前はミカだった。雲うん母もを意味するその単語は、彼の美しい銀ぎん髪ぱつにぴったりだと思ったものだ。

　ならば、力を盗ぬすんだのはベルカではなくその息子むすこのミカだというのか。

「ありがとう」

　イサールは礼を告げると、馬を並足で走らせた。

　貧しい村だという先ほどの牧夫の評価どおり、人ひと気けがなく閑かん散さんとしている。日用品を売ると思おぼしき小さな店や小規模の神しん殿でんはあるが、宿屋の看板は見当たらない。

　教わっていた井戸の周囲では女たちが騒そう々ぞうしく話しながら洗せん濯たくをしており、イサールは会え釈しやくをしてそこで右手に折れる。

　人里のにぎやかさが届かなくなった村はずれと思しき場所に、古ぼけた小さな家は建っていた。このあたりでは良質の材木がなかなか取れないために石で家を造るそうで、確かに石組みはひどく無造作であちこちが崩れかかっている。

　イサールから奪うばった力を使いもっと豪ごう勢せいな暮らしをしていると思ったのに、これでは家というよりも小屋で、イサールは拍ひよう子し抜ぬけした。

　不潔には見えないが、こんなところでは治ち療りようを求めてくる病人は不安を覚えたりはしないのだろうか。とにかく、ミカとやらを呼び出して話をしなくてはいけない。

　そう考えて馬から下りようとしたところで、小屋の戸が軋きしんだ音を立てて開いた。

　粗そ末まつな小屋から出てきた少年の顔は、鬱うつ蒼そうと茂しげる木々の狭はざ間まからはよく見えない。家の脇わきに積み上げられた薪まきを手にした少年は黒疾風の足音を聞いたのか、不ふ審しんそうに数歩近づいてきて、馬上のイサールに目を留めた。

　薪を抱かかえていた少年の手から、枝がばらばらと零こぼれた。

「おまえ……」

「お兄ちゃん！」

　少年はイサールの言葉を遮さえぎり、いきなり駆かけ寄ってくる。

　西日に照らされ、煌きらめく銀の髪。

　大きな目は蒼あおく、それはイサールの父そっくりだった。

　ところどころ継ぎの当てられたシャツに裾すその解ほつれたズボンと身なりは粗末なのに、その白い膚はだはまるで真しん珠じゆのようだ。

　どきりとするほどに目を惹ひく、美しい子供だった。

　無意識のうちに彼を子供扱あつかいしてしまったのは、ミカが想像以上に若く見えたからだ。

　家令の話では自分と二、三歳しか年ねん齢れいが変わらなかったはずなのに、ミカはまさに美少年というに相応しい。

　生き真ま面じ目めなイサールですらも見み惚とれずにはいられない、何ともたおやかな美び貌ぼうだった。

　これほどの容貌の持ち主だ。もし女性であれば、王の後宮にも召めし上げられていただろう。

　彼の母親の美しさが偲しのばれるようだったが、この印象的な容姿の主が欠片かけらも自分の記き憶おくにないことが、イサールにはひどく不思議だった。　>>>♥

「ミカ、だったな」

「え……」

　ミカは呆ぼう然ぜんとした様子でイサールを見つめる。

「どうして、僕を……」

「──半分は忘れていた。我が家の使用人から聞いたんだ」

　半分どころではないが、そう白状すると舐なめられそうだったので、イサールはあえて偽いつわりを口にした。

「そうですよね……」

　ミカが少し落らく胆たんしたように、同時に当然とでもいうように呟つぶやいたので、イサールは違和感を覚えた。ミカはイサールが忘れていてもおかしくないという反応を示した──なぜだ？

　そこを問い質ただすのはあとでもいいと、イサールは先を急いだ。

「俺がここに来た理由はわかっているな？」

　イサールが威い圧あつするようにミカを睨にらみつけると、彼は萎い縮しゆくした様子で後あと退ずさった。

「……ごめんなさい」

「謝るということは、己おのれの罪を知っているようだな」

「それは……」

　ミカが口籠もる。

　ミカに力があるとして、それがマクラブ家の一員であるがゆえに目覚めたものなら仕方がない。だが、ミカは『罪』という言葉を否定しなかった。すなわち、彼は真っ当ないきさつで得た能力ではないと知っているのだ。

　互いのあいだに緊きん張ちようが走る。

「ミカ！」

　唐とう突とつに遠くから声をかけられて、弾はじかれたようにミカが顔を上げた。イサールも振ふり返ってみれば、二人の男が何か大きなものを運んで近づいてくるところだった。

「どいてくれ！」

　見れば戸板の上に血まみれになった男が寝ね転ころがっていた。怪け我が人は自分の手で頭を押さえているが、その指のあいだからもどんどん血が溢あふれ出してくる。男たちに従ったイサールは渋しぶ々しぶ馬を動かし、地面に下りた。

「アラドさん！」

「伐きっていた木がいきなり倒たおれてきたんだ。助けてくれ！」

　ミカが慌あわててそちらに駆け寄ったので、男たちはその場に戸板を下ろした。

「わかった」

　ミカが何をするかに気づき、イサールははっとした。

「やめろ、ミカ」

　イサールはぴしゃりと言った。

「でも……」

「それは大切な力だ。無む闇やみに使っていいものではない」

「何なんだ、あんた！　ミカがいなけりゃ、こいつは死んじまう！　それともあんたにこいつを治せるっていうのか!?」

　怒ど声せいを放たれたが、イサールは威い厳げんを持って一歩も退ひかずに相手を睥へい睨げいした。

　気け圧おされたように、う、と男が口籠もる。

「知ったことか。その力は……」

　王のためのものと言いかねて、イサールは口を噤つぐむ。

「ごめんなさい、お兄ちゃん。でも、アラドさんは知り合いなんだ。死なせるわけにはいかないよ」

　身を屈かがめたミカは男の手に、そっと触ふれる。

　確かに、力を行使するのを阻はばめばこの男はおそらく死んでしまうだろう。戦場でもないのに、助かる可能性のある命を見殺しにするのは寝ね覚ざめが悪い話だ。それに、ここで力を使わせればミカの力がイサールから奪われたものかどうかがはっきりとわかる。見み極きわめるためには悪くない機会だと、イサールは考えを改めた。

「……仕方ないな」

　イサールがそう言ったのを聞いて、ミカはほっとしたように表情を緩ゆるめる。そして、その場に横たえられた男の前に膝ひざを突ついた。

　男の傷に翳かざされたミカの手が仄ほのかに光り、淡あわい燐りん光こうのようなものを放つ。

　これが、癒いやしの力か……。

　実際に力が発揮されるのを見るのは、イサールにとって初めてだった。

　その神秘的な光と、何よりも、どこか神聖さを帯びるミカの表情にイサールは見入った。

　敬けい虔けん、と言ってもいい。

　そこには力を私利私し欲よくのために利用するものの浅ましさは、微み塵じんも感じられない気がした。

「う…ッ」

　苦しげに男は呻うめいたが、既すでに血は止まっているようだ。見る見るうちに、ぱっくりと割れていたはずの頭の傷が、薄うすくなっていく。

　ふっと光が消えた。

　激しく肩かたで息をしていたミカは、脱だつ力りよくした様子でへたりとそこに座り込む。

「ミカ……？」

　不安になったイサールが呼びかけると、ミカは疲つかれた顔をしながらも唇くちびるを綻ほころばせた。

「これで、大だい丈じよう夫ぶ。あとは血が流れてしまったぶん、休ませてあげれば」

　掠かすれた声でミカは言うと、見守っていた男から受け取った布で頭を拭ふいてやる。

　やはり、傷はすっかり塞ふさがっている。

　これがイサールの持つべき力だったのかと思うと、怒いかりと昂こう奮ふんに躰からだが芯しんから震ふるえそうだった。

「本当にこれで、家に帰っていいかね」

「はい。でも、しばらくは安静にしていないとだめだよ。それくらい酷ひどい傷だから……」

「ああ、ありがとう、ミカ」

　二人が今度は足取りも軽く怪我人を運び出すのを見送り、イサールは地面に座り込んだままのミカを見下ろす。

　沸ふつ々ふつと、改めて怒りが沸き起こってきた。

　この力さえあれば、イサールは惨みじめな思いをせずに済んだ。

　自分よりずっと背が低く、華きや奢しやで、筋肉も最低限しかついていないようなひ弱で貧相な子供。

　こんな子供のせいで、自分は騎き士しとしての誇ほこりを踏ふみにじられ続けてきたのか。

「やはり、おまえが俺からすべてを奪うばったのだな」

　確かめるまでもないことだったが、ミカを詰なじらずにはいられなかった。このような振る舞まいは紳しん士しでも騎士でもないが、殴なぐりつけないだけイサールはまだ平静だったといえよう。

「……はい」

「では、返してもらおうか」

　イサールが右手を突きつけると、ミカは目を瞠みはった。

「返せるものなら、いつでも」

　ついで困ったようにミカが微笑ほほえんだので、ますますイサールの神経は逆さか撫なでされてしまう。

「それよりも、お腹なかは空いていませんか？」

「腹、だと……？」

「はい。スープの作り置きがあるので、よかったらあたためます」

　ふざけたことを言われて、イサールの立腹は倍加した。私事で食しよく卓たくを囲むのは、親しい相手でなければ食事がまずくなる。こんな子供と食卓をともにするのは御ご免めんだった。

「結構だ。食事は店を探す」

　イサールは黒疾風の手た綱づなを取り、もう一度移動することを考える。

「店って、材料を買って料理をなさるのですか？」

「そうではない。居酒屋や宿屋くらいはあるだろう」

　そう言いつつも、看板らしい看板もほとんどなかったこの寒村にそんなものはあるだろうかと懸け念ねんを覚えた。

「ありません」

「だが、市場くらいあるだろう」

「市場は隣となり町まちです。この村の店は雑貨くらいしか置いてなくて……それに、この時間はもう閉まってます」

「隣町か。ではそれでよかろう」

「でも、往復に半日はかかりますよ」

　その言葉に、イサールは微かすかに顔をしかめる。

「半日だと？　馬でもか？」

「ええ、このあたりは山深く、一つ一つの村が点在しています。だから、今夜はどうかうちにお泊とまりになってください」

　ミカの表情はあくまで明るく、彼からは何か穢けがし難がたいものを感じる。

　この少年がイサールの目的を知っているのは自明だ。しかし、そのことに不安を覚えている様子はまるでなく、むしろ、一種の晴れやかさすら漂ただよっている。

「俺はおまえと友達になるために来たわけではない」

「わかってます。ですが、都からいらしたのでしょう？　少しくらい休んでいかれてもいいと思うんです」

　ミカはにこりと笑うと、戸を大きく開けた。そう言われると彼の暮らしぶりも気になるし、話もしないでミカを糾きゆう弾だんするのは公平な態度ではないと思い直した。

「では、夕食の招きを受けよう」

「ありがとうございます」

　家に上がり込むと、外観に違たがわず室内も貧相なものだった。

　古ぼけたテーブルと椅い子す、煮に炊たきをするための暖だん炉ろ。洗いものは外でするのだろう。寝しん室しつは見当たらないが、二階があるのか屋根裏でもあるのか。

「座ってください、お兄…」

「イサールだ」

「イサール…様」

　ミカが「様」をつけて、丁てい寧ねいに繰くり返す。

「イサール様、お疲れでしょう。足は洗いますか？」

「いや」

　まだこの家に泊まると決めたわけではない。空腹が満たされれば、あとは野宿でもかまわない。ミカに借りを作るのは御免だった。

　不ふ機き嫌げんな顔つきでイサールが椅子に腰こしを下ろすと、木製のそれが激しく撓たわんでぎょっとする。

　幸い、じっとしていれば椅子が壊れることはなさそうだ。

「じゃあ、スープをあたためますね」

「ああ」

　狭せまい室内では目のやり場がなく、何気なしにミカの背中を見つめる羽目になる。華奢な肢し体たいに身長はイサールよりも頭一つぶんは小さい。もしかしたら、自分の妹たちと体格はあまり変わらないかもしれない。

「どうぞ」

　ミカが木製の皿に装ってきたスープは、野菜やら肉やらが浮ういている。見た目については意外とまともで、匂においも旨うまそうだった。

「この肉は？」

「もらいものです。幼おさな馴な染じみのおばあさんの病気を治した、お礼に」

「…………」

　思わずイサールは黙だまり込んだので、ミカはすぐにその理由に思い当たったらしい。

「すみません」

「いつからその力はあるんだ？　どうやって手に入れた？」

「わかりません。この村に住みついたときには、もう使えるようになっていて……」

「俺から盗ぬすんだのか」

「──お兄ちゃんのものだと、母は言っていました」

　ミカが言いづらそうに口にしたので、イサールは顔を上げた。

「だから、使ってはいけないと言われていたけれど……でも、僕が力を使うと助けられる人もいる。そう考えると放ほうっておけなかったんです」

「なるほど。おまえは自分の力がどのようなものか、曲がりなりにも理解していたというわけだな？」

「マクラブ家といえば七騎士の家系だと子供でも知っています。だから、王様を守るために必要な力だろうとは薄うす々うすわかっていました」

「どうやって盗んだ？」

「それもわかりません。でも……僕の母はもともと巫女みこなんです。不思議な力をもって神にお仕えするのが仕事だったと、時々話してくれました」

　その言葉を耳にしたイサールは、胸を衝つかれたような気がした。

「母のような、特とく殊しゆな力を持つ巫女はそれが薄れると役目を終えて故郷に帰ります。その前に、母は父さ……旦だん那な様と知り合ったそうです」

　イサールが黙することで先を促うながすと、ミカは静かに続けた。

「巫ふ力りよくと魔ま力りよくはもとは同じ力で、それぞれ表と裏のようなものです。優すぐれた巫女はたいてい術が使えると言われているそうです」

「その力を使っておまえの母が俺の能力を奪い、おまえに与あたえたという理解でいいのか？」

「……たぶん」

「嫌いやがらせか？　何のためだ？」

「それはわかりません。僕は子供だったし……」

　続けざまに責められたせいか、しゅんとミカが項うな垂だれる。

　言われてみれば、十年前の記き憶おくをイサールが持ち合わせていないのだ。もっと年若いミカならば、よけいに覚えてはいないだろう。

「母親は亡なくなったそうだな。親しん戚せきや神しん殿でんの関係者に知り合いはいないのか？」

「親戚も知り合いも、いません。僕とここで、二人きりで暮らしていましたから。この村に来たのは、たまたま気に入ったからだそうです」

「気に入る？　この貧しい村が？」

「貧しくても、僕の育った村なんです」

　ミカが少しむっとしたように言ったので、イサールは口を噤つぐむ。確かにここで村を貶おとしめたところで、事態は好転しないだろう。

「それより、スープを飲んでもらえませんか？　僕の料理、あまり美味おいしくないと思うけど……冷めるともっとまずいと思うんです。羊の肉とキノコのスープです」

「キノコ？」

「このあたりでは秋に採れたキノコをよく乾かん燥そうさせて、一年中食べるんです。干したキノコは甘くなっていい出汁だしが出るんですよ」

　ミカが得意げに言うので、とりあえずは一匙さじ掬すくってみる。毒でも入っていないだろうかと一いつ瞬しゆん思ったが、彼に自分を殺す必要はないだろう。

「ん」

　確かに、旨い。

「どうですか？」

「……悪くはない」

　ここでまずいと噓うそをつけるほど、イサールも歪ゆがんではいない。

　薄うす味あじだが肉の味わいがよく出ていて、じっくりと染しみる。何よりそのあたたかさが、このところ干し肉ばかり齧かじっていたイサールの胃にまで染みた。

　それに、彼の暮らしぶりではこのスープは精いっぱいのもてなしだろう。もしかしたら、今日はこれで食事を済ませるつもりだったのかもしれない。

「おまえの食事は？」

「僕はいいんです。もう食べて……」

　きゅるるる……とミカの腹の虫が騒さわぐのを聞き、イサールは呆あきれてため息をついた。

「見み栄えを張るな。俺のパンがあるから、待っていろ」

　立ち上がったイサールは、馬の鞍くらから食料の入った袋ふくろを解ほどいた。

　それを持って小屋に戻もどり、袋の中から「ほら」とパンと干し肉を差し出す。

「いいんですか!?」

「ああ。スープは俺が手をつけてしまったからな。おまえはこれを食べていろ」

「はいっ」

　遠えん慮りよせずに頷うなずいたミカは、パンと干し肉を少しばかり切り分けた。

　小さく切った干し肉を口に運び、「美味しい！」と嬉うれしげに声を上げる。

　嬉しそうな顔つきはまるで子供で、イサールもパンを千切って食事を続けた。







「お兄ちゃん……」

　食後の薬草茶を淹いれて小声で呼びかけたミカは、そこで口を噤んだ。

　旅の疲つかれのせいか椅子に腰を下ろしたイサールは、腕うで組ぐみをしたままうつらうつらと眠ねむっていたからだ。

　面おも差ざしは険しく、夢の中でも怒おこっているのかもしれない。

　ミカは寝室から薄うす手での掛かけ布ぶ団とんを取ってくると、それをイサールの肩かたにかけた。

　ところどころ繕つくろってある粗そ末まつな布団なのに、イサールの肩にかけるとそれは豪ごう奢しやなマントのように彼を彩いろどる。イサールは気品と逞たくましさを備え、どこもかしこもやせっぽちで貧弱なミカとはまるで違っていた。

　精せい悍かんな、男らしい顔立ちにはどきどきしてしまう。

　自分の家の粗末な椅子にイサールのような美しい騎き士しが腰を下ろしているなんて、まるで夢のようだ。スープを飲んでくれたことが、本当に、夢のように嬉しかった。

　盗まれたものを取り返すために乗り込んできたのでとても怖こわかったけれど、彼こそが小さいときにいつも自分を可愛かわいがってくれた人だ。

　大好きなお兄ちゃん。

　イサールのことを思うだけで、ちりちりと指先まで焼け焦こげるようだった。

　小さい頃ころから、一度たりともイサールの存在を忘れたことはない。一いつ緒しよに過ごせた時期は短かったが、どんなときもミカを弟分として大切にしてくれた。

　でも、母はイサールから力を奪うばうとき、ミカに関する記憶も消したと言っていた。だから、イサールは自分のことをすっかり忘れてしまっているだろうと思い込んでいた。

　なのに覚えてくれていたことが、ミカにはとても嬉しかった。想像していたよりもずっと立派で美しくなったイサールに、見み惚とれずにはいられなかった。

　イサールから盗んだこの力は、きっととても大切なものだ。

　それに、母の持っていたわずかな巫力や、魔ま術じゆつ師しの持つ魔力とは性質が違ちがうのだとも聞かされていた。そもそも、ミカはそうした力に関しては受け継ついだ様子でもない。

　この治ち癒ゆの能力は、それと引き換かえに誰だれかから何かを奪う邪よこしまな性質ではなく、ただ、ひたすらに誰かに己おのれの持つものを与えられる。少なくとも、まがまがしいものではない。

　だからこそ、ミカはその恩おん恵けいを人に分け与えるのを躊躇ためらわなかった。

　だって、ミカにはほかに何もない。自分が誰かのためにできることなんて、何もないからだ。

「…………」

　イサールはまだ起きそうにない。

　ミカの薬草茶までぬるくなってしまっていたので、とりあえずは、イサールを運んできた馬に飼い葉と水をやろうと外へ出た。

　繫つながれた馬はとてもおとなしく、利口そうな目をしていた。

「怖がらないで。何もしないから。都からは遠かったでしょう。お疲れ様」

　そう呼びかけてから馬の首に触ふれると、彼は微かすかに足を鳴らした。

　木き桶おけに水を汲くみ、馬の前に持っていく。

「無事にお兄ちゃんを連れてきてくれてありがとう」

　礼を言いながらたてがみを撫なでても、馬はされるがままになっていてくれた。

「お兄ちゃんは、僕の大事な人なんだ。昔、僕を助けてくれた……」

　その黒い目の深い色味は、イサールにそっくりだ。

　ミカは馬を繫いだ大樹の根元に腰こしを下ろし、じっとその馬を見つめる。

　こうしているだけで、都にいた日々が甦ってくる。

　まるでお伽とぎ噺ばなしのように、ところどころがぼやけているけれど美しい思い出だ。

　──お兄ちゃん。お兄ちゃん！

　幼いミカが半分転ぶようにしながら広い庭を駆かけていくと、木こ陰かげで一人、練習用の木ぼつ剣けんを振ふっていたイサールが振り向いた。

「何だ、ミカ」

　二つしか年ねん齢れいは離はなれていないはずなのに、イサールはもう立派な剣けん士しの顔をしている。剣の筋もよく、師し範はんたちがこれは素す晴ばらしい騎士になるだろうと噂うわさしているそうだ。

「あの、ご本を読んでください」

　もじもじしながらミカはお願いしてみたが、イサールは首を振った。

「俺はこれから出かけるんだ」

「お出かけ？」

「闘とう技ぎ場だよ」

　たとえイサールの弟であっても、身分も立場も違う自分がわがままを言ってはいけないとわかっていたので、ミカは上うわ目め遣づかいにイサールを見上げる。すると、イサールはふっと眦まなじりを下げた。

「だめだ。おまえ、斬きり合いなんて見たら泣くだろう。連れていけないよ」

　どうしてなんだろう。何も言わないのに先回りされてしまい、ミカはぷうっと唇くちびるを尖とがらせる。

　イサールだって本気の斬り合いを見たら、怖くなるに決まっているのに。

「じゃあ、出かける前に……」

「ナハラと待ち合わせしてるんだ。本は明日あした、読んでやるよ。約束する」

「……うん」

　こくりと頷いたミカは、渋しぶ々しぶ彼を見送った。

　いいなあ。闘技場だけでも、見られないかな。

　イサールの友人のナハラはとても優やさしいし、ミカがついていっても怒ったりはしないだろう。

　そうだ。闘技場の中に入れなくてもいい。建物だけ見て、引き返せばいいのだ。

　門番は見当たらなかったので、ミカはするりと邸てい宅たくから抜ぬけ出した。

　幸いイサールはすぐに見つかった。

　彼にあまり近づきすぎてはいけないし、距きよ離りを置こう。幼いながらも見つからないよう考えを巡めぐらせているうちに、イサールが突とつ然ぜん走りだした。

　見れば通りの向こうにナハラが立っていて、イサールに向けて手を振っている。

　いけない。このままでは見失ってしまうと、ミカは慌あわててイサールの背中を追って駆けだす。

「あっ！」

　だが、突然走りだしたミカは石に蹴け躓つまずき、往来の真ん中で激しく転てん倒とうしてしまう。

　痛い……。

　肘ひじや膝ひざを打った痛みに動けずにいると、大きな悲鳴が聞こえた。

　急いで左を振り向くと、すごい速度で黒いものが近づいてくる。

　次にミカは、肩と頭──それだけではなく全身に激しい衝しよう撃げきを受けた。

　……なに……？

「ミカッ！」

　最後に聞いたのは、イサールの声。

　そして最後に感じたのは、荷馬車に撥はねられたミカに触れた誰かの体温。

　──ミカ……死ぬな……。

　振り絞しぼるようなあの人の声。

　追つい憶おくが途と切ぎれたのは、馬がぺしぺしと尻尾しつぽで蠅はえを追い払はらおうとし始めたからだった。

　あのときからずっと、ミカはイサールに恋こいをしている。

　幼い恋れん慕ぼの情は薄うすれることも壊こわれることもなく、ずっとこの胸の中に睡ねむっていた。

　だからこそ、イサールに再会したことで冬とう眠みんしていたはずの感情が動きだしたのだ。

　ただただ、イサールに対する愛いとおしさが募つのっていく。

　黒馬の世話を終えたミカが部屋に戻もどると、イサールは怖い顔をして窓辺に立っていた。

「お兄……イサール様」

「どこへ行っていた？」

　想像以上に厳しい口調で問われ、ミカはびくりと竦すくみ上がる。

「馬にお水をあげました。草は、適当にそのあたりで食べているみたいで」

「……そうか」

　イサールは権高に頷うなずき、ちらりとミカを見やった。

「明日、おまえを連れて帰る」

「え……どこへ？」

「都だ。俺の力を奪ったのだろう。どうあっても返してもらわねばならぬ」

　それは当然だろうから、イサールの宣告を疑問に思う余地はない。

「もちろん、かまいません。でも、どうしてわざわざ都へ？」

「都には神しん殿でんがあるし、学者も多い。おまえから力を取り戻す方法を見つけられるかもしれない。それに、おまえを盗ぬすみの共犯者として裁かなくてはいけないからな」

「わかりました」

　裁きという恐おそろしい言葉に、ミカの心は疼うずく。

　しかし、過あやまちを犯おかしたのは己の母親なのだ。

　拒こばむことなどできようはずもなかった。

　──だけど。

　だけど、イサールはこの力を手に入れたら本当に幸せになれるのだろうか。

　この力の本質がどんなものか、彼は知っているのだろうか。

　念のため問うてみようと思ったが、イサールの不ふ機き嫌げんそうな顔が怖こわくて黙だまり込む。

　自分でそれを口にすれば、力を返すのを惜おしんでいると思われかねないので何も言わないほうがいいかもしれなかった。

　ぱちぱちと暖だん炉ろの火が爆はぜるのを見ながら、ミカはイサールの横顔を窺うかがう。

　表情は厳しいものの、彼の顔はミカのぼやけた記き憶おくの中にあるよりもずっと美しく、立派なものだった。




　　　　４




　朝あさ靄もやの中、国境沿いの岩山が霞かすんでいる。

　この峻しゆん厳げんな土地を離はなれ、南へ旅立つのだ。

　ミカは都で生まれ育ったとはいえ、その記憶はかなり朧おぼろ気げだ。未知の世界への門かど出でに昂こう揚ようする心とは別に、どういうふうに裁かれるのかという不安も強い。

「どうした、行くぞ」

　馬の手た綱づなを取ったイサールに促うながされ、ミカは顔を上げた。

「──僕がいないと病気や怪け我がの人たちが困るなって……」

　力を使う話をすればイサールが嫌いやがるとわかっていたし、おこがましいことだが、ミカはこのあたりの住人にとってはなくてはならない存在だった。

「おまえのその力は本来俺のものだろう。王に使うべき力を貧びん乏ぼう人に使っていいわけがない。このあたりにも医者くらいいるはずだ」

「医者は大きな町にしかいません。それに、診しん察さつも薬もすごくお金がかかるんです。だから、僕たちみたいな貧乏人は医者にかかるのなんて到とう底てい無理です」

　命は誰だれでも平等などというお為ためごかしを口にするつもりはないけれど、医者にもかかれない人たちのためにこの力を使いたかったのだ。

「おまえは愚おろかだな」

　イサールはため息をついた。

「……わかっています」

　それきり、イサールはそのことについて触ふれるのをやめたようだ。

「皆みなに挨あい拶さつはしなくていいのか？」

「ニムに──幼おさな馴な染じみには留守を頼たのんだから、大だい丈じよう夫ぶです。都までだったら一ひと月つきあれば十分でしょうし」

　朝一番でニムのところへ行き、しばらく旅に出ると報告した。ニムは不思議がっていたが、祖母の看病で皆が忙いそがしいらしく特に追つい及きゆうはされなかった。

「盗みの罪で死罪になると考えたことはないのか？」

「あ……」

　盗みがそこまで重い罪になると、忘れていた。恐ろしい現実を突つきつけられて、ミカは蒼あお褪ざめた。

　唇くちびるが戦慄わななき、声も出ない。動揺するミカを慰なぐさめもせず、イサールは冷ややかなまなざしでこちらを一いち瞥べつした。

　そうしたイサールの冷れい淡たんな対応が、何よりもミカの胸を苦しくさせる。

　無論、悪いのは自分と母だとわかっていた。

　そのせいで、イサールは一度も笑いかけてくれない。こんな再会など、彼は金輪際望んでいなかったのだろう。

「それにしても、その服では粗そ末まつすぎるな。道中で何か買ってやる」

「これで十分です。まだまだ着られますし、洗い替がえも持ちました」

　毎日ちゃんと洗っているから不潔ではないはずだと、ミカは控ひかえめに主張する。

「見苦しい格好の供を連れていくと、俺が恥はずかしいんだ」

「……すみません」

「どのみちおまえの馬も必要だ。隣となり町まちに大きな市場があるのなら、そこで何とかしてみよう」

　このあたりでは買い物などできないので、ひとまず隣町まで行くことになった。国境の関所として栄える町には大きな市場があり、馬も旅の用意もひととおり手に入るからだ。

「馬には乗れるか？」

「たぶん」

「こいつの名は黒疾風だ。では、先に乗ってみろ」

「えっと……はい……」

　馬の左側に立ったミカは、あぶみに足をかける。手綱を摑つかんで左足に体重をかけた瞬しゆん間かん、躰からだがぐらりと傾かしいだ。

「わわっ」

「！」

　急いで一歩踏ふみ込んだイサールが、迷うことなくミカを抱だき留めてくれる。

「不器用だな。左足を使って、全身を引き上げるんだ」

「は、はい」

　馬から落ちかけた恥ずかしさにかああっと頰ほおを染め、ミカはイサールに言われたとおりに躰を引き上げようとした。二回失敗して黒疾風は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らすが、それをイサールが優やさしく宥なだめる。

　三度目の正直とばかりもう一度力を込めて全身を持ち上げると、ふわっと躰が浮ういた。

「できた！」

「よし」

　満足げに言ったイサールが軽々と馬に乗り、ミカを背後から抱き込むようにして位置を決める。この格好ではイサールの広い胸に包み込まれるようで、ひどく緊きん張ちようした。

　汗あせ臭くさく、ないだろうか。服が汚きたないって思われていないだろうか……。

　でも、本当に不潔だと思っているのならこうして抱いてはくれないはずだ。　>>>♥

「行くぞ。まずは道を教えてみろ」

「この家は村はずれなので、そこを左に曲がるとすぐに街かい道どうに出ます」

「そこから？」

「そこからはほぼ道なりだと思います」

　もっとも、隣町には一度しか行ったことがない。

　数年前に、ニムの父親が壊こわれてしまった農機具を買いに出かけるのでグレアと一いつ緒しよに馬車で連れていってもらったのだ。まるでお祭りのように人が多くて、ミカは圧あつ倒とうされてしまった。

　朝の静かな空気の中、二人は静かに田舎道を進んでいく。

　イサールに抱き込まれるかたちで乗馬しているので、これを誰かに見られたら恥ずかしいと思う反面、この立派な人が自分の兄だと誰かに自じ慢まんしてみたい気持ちもあった。

　早朝なので、誰とも会わずに村を出てきたことが少し残念だった。

　二度の休きゆう憩けいを挟はさみ、二人は目的の宿場町に到とう着ちやくした。

　ヴォラスに比べれば遥かに規模が大きく、通行人も段だん違ちがいに多い。

　派手な看板に目移りするし、呼び込みをする売り子や客引きの声が騒そう々ぞうしい。

　買い物のため、真っ先にイサールは宿屋を探した。廏うまやの管理もしっかりしていて、それなりに値が張る宿でなくてはかえって面めん倒どうを抱かかえることもあるとイサールは説明し、びっくりするほど立派な宿を選んだ。宿に馬と荷物を預けて身軽になると、次は古着屋だった。

　通常、服は行商の商人が販はん売ばいする布を使って自ら仕立てるのが基本で、裁さい縫ほうが不得手なミカはグレアからたまに旦だん那なのお下がりをもらっている。こうした大きな町には古着屋があり、誂あつらえるほど暮らしぶりに余よ裕ゆうのない人々は重宝していた。

　イサールは古着屋を見つけ、そこで「こいつに着られる服を」と注文した。

「かしこまりました。お客様は大層お美しいので、華はなやかなものが映はえますな」

　上客の来店にもみ手をする老店主に、イサールは素っ気なく応じた。

「飾かざりはいらん。長旅になるので、動きやすくて丈じよう夫ぶなものを頼む」

「かしこまりました」

　老人はあれこれ考えてから、並べてあった衣装の中からベージュのシャツと黒いズボンを取り出した。そのうえで、外がい套とうとして羊毛を編んだ軽くてやわらかなマントも勧すすめられる。金を払はらう段になってミカはその金額に凝ぎよう然ぜんとしたものの、イサールは気にも留めていなかった。

「あとは靴くつだな」

「靴？」

「裸足はだしで長旅は無理だろう」

　短く言ったイサールは靴くつ屋やを探すと、ちょうどよさそうなブーツを手に入れてくれた。ブーツなんて初めてだったし、イサールとお揃そろいだと思うとどきどきして嬉うれしかった。

　それからイサールは長い旅に必要な干し肉と干した果物、ミカの水袋ぶくろを購こう入にゆうした。

「こういう果物は都のほうがずっと安いんだがな」

　果物の多くは南で取れるため、このあたりでは高額なのだとか。

　ぼやくところが貴族とは思えなくて、ミカはおかしくなって笑いを堪こらえる。

「最後は馬だ」

　労働力としても輸送力としても貴重な馬は、時季を外すとなかなか売り手がいない。馬の市が立つ時季でないと吹っかけられるのに、イサールはその点でも金を惜おしまなかった。

　ミカに与あたえられたのは鹿か毛げの丈夫そうな牝ひん馬ばで、ミカは彼女に甘あま栗ぐりと名づけた。

　さっきおやつにとイサールが買ってくれた甘栗が美味おいしかったので、それを忘れたくなかったからだ。イサールは呆あきれ顔になったが、馬の名前くらいはどうでもいいと考えたのだろう。それきり、特に口を挟まなかった。

「すみません、僕のためにお金をたくさん使わせてしまって……」

「旅支じ度たくが調ととのっていない人間と一緒では、下手すると俺の命にも関かかわる。おまえのためではない」

「……はい」

　淡たん々たんとした物言いだったが、それがすべてではないだろう。イサールなりの思いやりを感じ取れた気がして、ミカは小さく笑った。

「これでだいたいの支度は済んだな」

　イサールは宿屋に荷物を置いて満足げな顔になったが、逆にミカとしては申し訳なさでいっぱいだった。

「さて、最後は食事だな」

「あ、あの、僕、さっき甘栗を食べたから今日はもうあれで十分です」

「少しは体力を蓄たくわえておけ。それにおまえは躰が細すぎる。肉もちまちまとではなく、もっと日ひ頃ごろから食え」

「……はい」

　厳しい口調に気け圧おされ、ミカはしゅんとなった。

　でも、イサールが意地悪で自分に接しているわけでないことくらい感じ取っているので反論はできない。ミカがイサールに急せかされるように外に向かうと、夕方の町はあちこちに灯あかりが点ともされ、どこか幻げん想そう的な雰ふん囲い気きに様変わりしていた。

　通りには露ろ店てんが並び、美味しそうな料理や菓か子し、飲み物を売っている。

「何がいい？」

「え？」

　咄とつ嗟さに理解しかね、ミカは不ぶ躾しつけに聞き返してしまう。

「外で食事をするのは珍めずらしいのだろう。たまにはご馳ち走そうしてやる」

「いいんですか!?」

「ああ、好きなものを選べ。どうせならそのほうがいいだろう」

「じゃあ、じゃあ、あれ！」

　目当てのものはすぐに決まった。

　恥ずかしいくらいにはしゃいでいる自覚はありつつも、ミカが喜び勇んで指さしたのは、露店に並んだ鶏とりの焼き串ぐしだ。卵を産んでくれる鶏は貴重なもので、絞しめて食べるのは祭りのときくらいなものだからだ。

「あれがいいのか？」

「はいっ」

　ミカが頷うなずくのを見て、イサールは肩を竦すくめた。

「露店では落ち着かないし、満腹になるまで店を探すのも手間だろう。似たようなものを出す店を探そう」

「え……もっと食べていいんですか？」

「当たり前だ。おまえは俺の話を聞いていなかったのか？」

　イサールは肩かたを竦すくめて、ミカに「行くぞ」と促うながした。







　食事のあいだ、ミカは「美味しい」と賛辞を連発し、気持ちいいほどの食べっぷりだった。それには店のものも喜び、ミカには特別に大盛りにしてくれているらしい。

「お肉、もう少しお代わりしていいですか？」

「ああ」

　頷くイサールに、ミカは嬉しげに唇くちびるを綻ほころばせる。

「いやあ、兄ちゃんは綺き麗れいな顔なのによく食べるねえ」

　居酒屋の主人に声をかけられたミカは頰を染めて俯うつむき、持っていたフォークから手を離はなす。

「どうした？」

「あ、あの……みっともない、ですか？」

「頼たのんだものを残すのは、作ってくれた相手にも失礼だ。だが、己おのれの空腹を満たすのに必要な分量であれば、見苦しくも何ともない。命を維い持じするのに必要なものだろう」

「……はい」

　ほっとしたようにミカは笑うと、右手に置いてあったパンに触ふれる。

「このパン、すごく美味しい……ふかふかです」

「そうか。もっと食べるか？」

「ううん……さすがにもう……」

　イサールにしてみれば、パン一つをとってもぱさついていてそこまで有り難がたがるような滋じ味みではない。それは単調な味つけの料理にもいえた。しかし、あの鄙ひなびた寒村で暮らしてきたミカにはどれもが珍しいご馳走なのだろうから、水を差すつもりはない。

　曲がりなりにも自分とミカは兄弟なのに、育った環かん境きようがあまりにも違ちがう。そして、自分は彼を弟として見られないほどに二人の距きよ離りは遠いものだった。

　結局ミカは頼んだ料理をすべて平らげ、細いのに大食漢だと店の人を感心させた。

　宿屋に戻もどったミカは、寝しん台だいに横たわって目を閉じる。

「寝ねるなら服を脱ぬげ」

「く……苦しくて……」

「仕方ないやつだな」

　ため息をついたイサールは買ったばかりのミカのマントを脱がせ、シャツの前をはだけさせてやる。

　それを目にしたミカは、くすぐったそうな顔になった。

「ん？」

「お兄ちゃんって感じです……」

「俺にとっておまえは、弟でも何でもない」

　ミカが盗ぬす人びとだというのを抜ぬきにしても、ほとんど記き憶おくのない相手に家族としての情愛を抱いだくのは無理な話だ。

「……わかっています」

　不可解なのは、ミカはイサールのことをよく覚えているようなのに、冷たくあしらっても気に病やむ様子がない点だ。

　普ふ通つう、実の兄から忘れ去られていれば悲しくなったりするものではないのだろうか。

　ミカが何を考えているのか、イサールにはわからない。そう思うと、まるで違う境きよう遇ぐうで育った『弟』が自分にとっては異物のような、気味の悪い存在に思えてきた。

「…………」

　ミカが苦しげに腹をさすっているのに目を留め、上着を脱いだイサールは「苦しいのか」と尋たずねた。

「少し」

「食べ過ぎだろう。もっと加減しろ」

「太ったほうがいいなら……そうしようって思って……」

「だからといって、無む茶ちやをすることはあるまい」

「嬉うれしかったです」

　夢ゆめ現うつつのように、ミカが呟つぶやく。

「イサール様と一いつ緒しよにご飯を食べられました。すごく、すごく美味しかった。そんなこと、二度とないと思ったのに……とても嬉しくて……僕、食べ終わっちゃうのがもったいなかったんです」

　二人で食事を摂とる時間を少しでも引き延ばしたかったのだろうか。

　そう考えるとイサールの胸は微かすかに痛んだが、ミカにばかりかまってもいられない。ランプの灯りを消したイサールもまた寝台に潜もぐり込み、そして目を閉じた。
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　いつでも旅が気安いものとは限らない。

　馬を前後させて進むこともあり、当初、イサールとミカの二人は会話がほとんどなかった。

　そうでなくとも二人のあいだには微び妙みような距きよ離り感かんがあるのだ。

　もっとも、ミカは最初は緊きん張ちようしていたらしかったが、首都に近づく頃ころにはすっかり旅に慣れたようだ。二頭の馬がゆったりと枯かれ葉を踏ふみしめる中、イサールにも前より気軽に話しかけてくるようになっていた。

「もうすぐ都ですね」

「ああ」

　しかし、当のイサールはミカに心を許す気にはなれなかった。会話をするのが嫌でいつも短く相あい槌づちを打つだけなのに、ミカはまったく気にしていない。

　空気が読めないのではなく、もとよりそういう性質なのだろう。

「きょろきょろしていると馬から落ちるぞ」

「僕だってそう何度も……うわっ」

　甘栗の上で均きん衡こうを崩くずしかけたミカはそれでも何とか踏み留とどまり、ほっとしたように手た綱づなを改めて強く握にぎる。

「ご、ごめんね……びっくりした？」

　優やさしげに甘栗に話しかける様子に子供じみていると感じつつも、イサールは何も言わなかった。ミカに対しては共感も親近感も、いずれも抱けない。どのみち、これは友人や仲間を得るための旅ではないのだから、どうでもいい話だった。

　行きは一人だった旅が、二人に増えた。その程度のことだ。

　力を取り戻すことは叶かなわなかったものの、誰だれがそれを所有しているか判明しただけでも大きな成果ではないか。

　それに、復路は往路をほぼなぞるだけで、だいたいの道のりはわかっている。危なそうな箇か所しよも把は握あくし、山さん賊ぞくが出るようなところも避さけて通ったので、行程は至って順調だった。とはいえ、腕うでっ節ぷしはからきしなミカを連れているので、安全な道を行くために二日ほど余分にかかっている。

「これから第一の関所だ」

「三つ越こえると、城門ですよね」

「ああ」

　首都のアレイラは城じよう塞さいで手て堅がたく守られた都市で、三方を険しい山に囲まれてその防ぼう御ぎよは鉄てつ壁ぺきだ。守りに入ることを考えれば、これほど心強い土地はない。

「先に父に手紙を送っておいたからな。さぞやお喜びになるだろう」

「都は久しぶりです！　すごいな、どんなところなんだろう」

　弾はずんだ声を出すミカを振ふり返ると、彼は頰ほおを紅潮させて素す直なおに喜んでいた。

　憐あわれなものだ。

　このあとミカは罪人として引き立てられ、唯ゆい一いつのよりどころであった力すら奪うばわれる。仮に恩おん赦しやがあったとしても、顔以外に取り柄えのないミカは力を失えば凡ぼん人じんにすぎない。あの淋さびしい村で生しよう涯がいを終えるのだろう。

　同じ血を引くのに、どうしてこうもミカと自分の境遇は違うのだろう。それを恨うらみ、憎ぞう悪おし、ミカの母親はイサールから力を奪ったのだろうか。それが、強い感情というものか。

「都は格段に旨うまいものが多い。何でも買ってやる」

「嬉しいです！　でも、今まで食べたものも美味おいしかったぁ……甘栗、焼き菓が子し、ふかし芋いも、それから……」

　指折り数えるミカが挙げたのは、都では使用人が食べるような安く粗そ末まつなものばかりで、北の村が貧しいというのは本当なのだと実感させられた。貧富の格差はより大きくなるばかりで、これでは国民の不満も溜たまる一方だろう。王の施し策さくに文句を言う資格はないものの、農村部の貧しさには考え込まざるを得なかった。

　そうしているうちに、都を囲む城じよう壁へきに設けられた関所が見えてくる。

　石造りの城壁は数百年の歳月をかけて造られたと言われ、関所を通る以外の方法で通過するのは不可能だ。城壁に埋うめ込まれるように造られた関は大きな木製の門で、通行の許可をもらう旅人や商人、馬車や牛車が長い列をなしていた。同様に馬に乗ったまま順番を待つイサールとミカの前に、厳いかつい顔つきの警備兵が立ちはだかる。

「旅券を見せよ」

　マントの下に護身用の鎖くさり帷子かたびらを着込んだ門番たちは、険しい顔でイサールの顔を睨ねめつける。

「イサール・マクラブだ。通行証はここにある」

「よし」

　イサールの手にした通行証を受け取り、門番は丁てい寧ねいに検分する。それから彼は、「ゴード卿きようがお待ちだ」と素っ気なく告げた。

「宰さい相しようが!?」

「こちらへ」

　まさか直々の出で迎むかえがあるとは、思ってもみなかった。

　関所は通関の事務や貴き賓ひんの休きゆう憩けい室に利用するため、それなりに大きな空間をしつらえている。

　質素だが品のよい居間に通されたイサールは、異国情じよう緒ちよを感じさせる意い匠しようの長なが椅い子すに腰こしを下ろした宰相のゴードの姿に目を瞠みはった。

　慌あわてて膝ひざを突ついたので、後ろから一緒にやって来たミカもそれに倣ならう。

「久しぶりだな、イサール。小こ姓しようをつけての旅とはよい身分ではないか」

　衣服を替かえるのは無理であったとしても、せめて、顔を洗うくらいの時間は欲しかった。自分もミカも埃ほこりで薄うす汚よごれ、貴人との面会には相応ふさわしくない見苦しい格好だ。

「は……」

　どう答えたものかと迷い、ともあれイサールは平へい伏ふくする。ミカは緊張しきった様子で身を強こわ張ばらせており、さすがに気の毒になった。

「力は取り戻もどしたのか？」

　刺とげ々とげしい口ぶりから、相手がイサールを歓かん迎げいするためにここに来たわけではないことは聞かずとも知れた。ならば、どうしてあえて都から関所までやって来たのか。

「……いえ。ですが、私から力を奪った犯人を捕とらえ、引き立てて参りました。それがこの少年です」

「ほう、こんな子供が？　随ずい分ぶんと腕うで利ききの盗とう賊ぞくだな」

　棘とげのある言葉に、イサールは何が彼の機き嫌げんを損そこねているのかと推おし量ろうとした。

　少なくとも、力を奪われたことに関してはイサールには非はない。

「正確にはこの母親が、でございます。話せば長くなりますが……」

「長ちよう広こう舌ぜつをふるわずともよい。盗ぬすまれたというのであれば、それをどうやって取り戻すのかはわかったのかな」

「……いえ」

　羞はじらいに俯うつむいたイサールを見下ろし、ゴードは朗々たる声で断じた。

「ならば、ここは通せぬ」

「どうしてですか？」

　声が震ふるえなかったのは、胆たん力りよくの賜たまものだろう。とはいえ、衝しよう撃げき的な宣告であるのには間ま違ちがいがなかった。

「力を持つものこそが七騎き士しになれる。だが、その子供が今から騎士になれるかね？」

「取り戻します！　盗まれたのであれば、力を取り戻せるはずです！」

　常になく必死でイサールは言い募つのる。都を目前に、ここから追い返されるのは心外だった。

「ならば、取り戻してから来るがいい。でなくては、七騎士の称しよう号ごうを許された家柄が六騎士になるか、おまえの弟が力に目覚めるのを待つか、二つに一つだ」

　頭をがんと殴なぐられたような衝撃を受け、イサールは顔を上げられなかった。

「一ひと月つき以内に結論を出せ。それができぬのであれば、おまえは最も早はや騎士ですらない。それだけの話だ」

　そう言うとゴードは「では、行け」と言った。

「お待ちください。釈しやく明めいの余地はあるはずです！」

　騎士は常に冷静沈ちん着ちやくでなければいけない。そう思っていても、動どう揺ようが消えなかった。

「王は戦いくさの準備をしておられる。戦となれば、七騎士の力は必ひつ須す。その意味がわかるな？」

「……は」

「私は王の言葉を伝えたまでだ。よいな、イサール」

　呆ぼう然ぜんとするイサールは、その腕を警護の兵に摑つかまれる。引きずられるようにして連れ出されるイサールの後ろを、ミカが小走りについてくる。

　力。

　それがなくては、イサールはすべてを失う。両親にもう二度と会うこともできない。住み慣れた邸てい宅たくに帰ることも、友と語らうこともできないのだ。







「おや、また戻ってこられたんで？」

　結局、ミカたちは今朝出立したばかりの関所に一番近い町に舞まい戻った。宿屋も一いつ軒けんしかないため、同じ宿に泊とまることになる。今朝別れを告げたばかりの主人の言葉に、イサールは不ふ機き嫌げんに「酒を」と促うながす。

　宿屋の一階にある居酒屋は、営業を始めたばかりでまだ空いている。

「へい」

　どさりと椅い子すに腰を下ろしたイサールの傍かたわらに立ち、ミカはおろおろと声をかける。

「あ……の……イサール様」

「何だ」

　不機嫌な顔でミカを一いち瞥べつしたイサールは、陶とう器きのゴブレットに注がれた葡ぶ萄どう酒を一気に呷あおる。

「お代わりを」

　イサールはゴブレットを店主に押しつけた。

「かしこまりました、いい飲みっぷりですなあ」

　二杯はい目の葡萄酒も、イサールにとっては水のようなものらしい。彼はあっさりとゴブレットを干してしまう。

「あ、あの……何か、一いつ緒しよに召めし上がったほうが」

　酒ばかり飲めば酔よいが回りやすいというのは、ミカも知っている事実だ。

「おまえが選べ」

　そう言われても何がイサールの口に合うのかわからなかったので、恐る恐るミカは腸ちよう詰づめを選んだ。あとは思い浮うかばないと主人に伝えたところ、彼が適当に持ってきてくれるという。

　ややあって茹ゆでた腸詰めと野菜を盛り合わせたもの、それから、炉ろ端ばたで焼いたキノコや芋が運ばれてきた。どれも香こうばしい匂においで食しよく欲よくをそそるが、イサールは手をつけようとしない。

「イサール様は、どれを召し上がりますか？　僕、お取りします」

「俺にかまうな」

　イサールは厳しい声でそう言うと、葡萄酒のお代わりを頼たのむ。

　饒じよう舌ぜつではないものの、イサールはミカに辛つらく当たるようなことはこれまでになかった。むしろ一定の距きよ離りを保っているように見受けられた。

　だからこそ、よけいにいたたまれない。

　大好きな人に迷めい惑わくをかけていると思い知らされることが、ミカには何よりも耐たえ難がたかった。

　文字どおり酒を浴びるように飲んだイサールは、やがて飽あきたのか、「部屋に戻る」と言い残して立ち上がった。

　ミカも後を追うか迷ったが、料理がまだ残っている。これを残してはいけないと、満腹に近かったが必死でフォークを動かした。

「やれやれ、あんたのご主人様は怖こわい人だねえ。どうせ飲むならもっと楽しそうに飲めばいいのに」

　ジョッキで酒を飲んでいた老人の言葉に、ミカは小さく首を振ふった。

「いつもは優やさしい方なんです。でも、僕が……失敗したから」

　泣きそうになりつつも、それをぐっと堪こらえた。

「だから、仕方ないんです」

「偉えらいな。坊ぼうやは忍にん耐たい強づよいねえ」

　そんなことはない。

　不当に力を奪うばわれ、そのつらさに耐えるイサールのほうがよほど立派だ。

　今日、宰相に罵ののしられていたイサールは、ミカが盗んだと報告はしたものの、それ以上の言葉でミカを責めたりはしなかった。

　イサールは心の底から、立派な騎士なのだ。

　なのに、彼はミカのせいでその地位を追われようとしている。

　返せるものなら、返したい。けれども、この力をイサールが持つというのは、時が来ればそれを使うということでもある。

　そのとき、イサールはどうなってしまうのか。

　想像すると暗あん澹たんたる気分になり、ミカは食事をする手が止まりかけているのに気づく。

　こんなことではいけない。何とか食べなくては。

「おやおや、後始末かい」

「大変だねえ」

　同じように酒を飲んでいた地元の連中に声をかけられ、ミカは「よかったら一緒に食べてください」と微び笑しようする。

「いいのかい？」

「こんなに美味おいしい料理、残すとばちが当たっちゃいます」

　悪戯いたずらっぽく言うミカに、店主は水で割った葡萄酒をおまけしてくれた。

　それなりににぎやかな酒しゆ宴えんになり、落ち込んでいたミカの気分もだいぶ和やわらいだ。

　一時間ほど経たってから部屋に戻ると、イサールは寝ね息いきを立てている。枕まくら元もとに水を置いてから、ミカはイサールが脱ぬぎ捨てたマントや上着を畳たたんで椅子の背にかけた。脱ぎ捨てたブーツもベッドのそばに立てかけると、自分も上着を脱いで寝しん台だいに潜もぐり込もうとする。

「水」

　イサールが小さく呻うめくように要求したのが聞こえて、ミカは裸足はだしのまま寝台から抜ぬけ出した。グラスを手にとって水を注ぎ、うやうやしく彼に捧ささげる。

「どうぞ」

　イサールはさも美味しそうに飲み干し、「もっと寄よ越こせ」とグラスを差し出す。

　それにもう一杯水を注いで渡わたそうとしたが手て許もとで大きく揺ゆれ、中身が零こぼれてしまう。

「ごめんなさい！」

　イサールにかからなかっただろうかと、ミカは薄うす闇やみの中で身を起こしていた彼のシャツに触ふれる。

　ぺたぺたとその布地に触れているうちに、ふ、と闇やみの中でイサールが笑った。

「誘さそっているのか」

「え？」

　何を言われているのか、まるで理解できなかった。

「綺き麗れいな顔をしているし、あんな小さな村じゃ病人を治してるだけじゃ食えないだろう。売っていたんじゃないのか？」

「売るって何を？」

　ミカの言葉を聞いたイサールは、舌打ちをする。そういうイサールのぞんざいな態度に晒さらされるのは初めてで、ミカはすっかり萎い縮しゆくしていた。

「傑けつ作さくだ。それさえ知らないのか……おまえは。つくづく役立たずだな」

「……ごめんなさい」

　冷ややかなイサールの言葉が、ミカのやわらかな心をざっくりと抉えぐる。

　何を意図しているかは不明であっても、ミカを嘲あざけっているのは理解できたからだ。

　イサールの力を盗ぬすんだおかげで、ミカは一人ではなかった。村人に親切にしてもらえた。

　本当の自分はこんなにも惨みじめで、無様で、ちっぽけなのに、いっぱしの人間になったような錯さつ覚かくをしていたのだ。

　そんな自分の醜しゆう悪あくさを、イサールの簡潔な言葉が糾きゆう弾だんしていく。

「俺から大事なものを奪っておきながら、返すこともできないのだろう？　つくづく、卑いやしいものだ」

　離れてからもずっと自分の心を支えてきてくれた、優しいお兄ちゃん。

　そう信じていただけに、彼の言葉の鋭えい利りさはいっそうミカを傷つけずにはいられなかった。

「返したい……できることなら、イサール様の役に立ちたいです！」

　ミカは目に涙なみだを溜ためて、イサールの胸に取りすがった。

　この力を返せば、イサールは幸せになれるのだろうか。ミカにその判断はできないけれど、もしそうであるのなら、どんな手段を使ってでも返したい。

「でも、どうすればいいか……わからないんです……」

「……なら、せめて俺を慰なぐさめろ」

「慰める……？」

　頭でも撫なでればいいのだろうかと、ミカは彼の額に触れる。思いきってその艶つややかな黒くろ髪かみを撫でると、神聖なものに触れているようで胸がどきどきした。

「──馬ば鹿かか」

　ミカが頭を撫でていることに気づいたイサールは苛いら立だたしげに呟つぶやき、ミカの腕うでを摑つかんで自分の躰からだの上に引き上げる。驚おどろいたミカがなすがままにされているのをいいことに、彼は左手をミカの頰ほおに添そえて唇くちびるを押しつけてきた。

「ん……ンン……!?」

　驚きに声が上うわ擦ずる。

　初めて馬に乗ったときもイサールの体温が近くて驚いたが、これはそれ以上だ。お互たがいに薄うす着ぎになっているので、シャツとシャツしか隔へだてるものがないのだ。

　いや、そうではなくて。

　どうしてイサールは自分にキスをしているのか。

　しかも、驚きよう愕がくに薄く開いたままの唇の狭はざ間まから、イサールの舌が蛇へびのように滑すべり込んでくる。

「ンぅ……」

　不思議な感覚に惨めに喉のどが鳴り、苦しくてミカは眉まゆ根ねを寄せる。唇の端はしから唾だ液えきが零れてしまいそうで、そうしたら、イサールに自分の体液がかかってしまう。それはだめだ。

　そう思って舌と唇に意識を集中するうちに、額にじっとりと汗あせが滲にじんでくる。

　変だ。どうしよう、これ……頭がぼうっとしてくる……。

　舌を、食べられちゃうみたいだ。

　ここから食べられて、頭まで貪むさぼり食われてしまうかもしれないのに、それなのに、怖くない。

　好きな人との初めてのキス。

　それがこんなにも甘く熱いものだとは、知らなかった。

「あむ……ん…」

　朦もう朧ろうとしているのに、なぜか気持ちがよくて躰が火ほ照てってくる。膿うんだような熱が下か肢しに集中していて、頭がぼんやりしてくる。

　止められないけれど、このままでは、息まで濡ぬれてしまいそうだ。

　やっと、イサールが接せつ吻ぷんをやめた。

　ほっとしたミカはそのまま脱だつ力りよくしかけたが、そうするとイサールの上に座ってしまうことになる。

「あ、の……」

　どいてもいいかと問うまでもなく、イサールがミカの肩かたを摑んでくるりと躰を反転させた。

「わっ」

　世界がひっくり返り、自分をごく間近でイサールが見つめている。

　黒い瞳ひとみはどろりと濁にごり、何も映していないようだった。

「イサール様……？」

「くちづけはまずまずだ。いやらしい声も出せるようだし、なかなかそそるな。さすが娼しよう婦ふの子だ」

「何を、」

　母を馬鹿にされたことがわかって、さすがにむっとする。反論しようと思ったのにそうできなかったのは、イサールが唐とう突とつに下肢に触れてきたせいだ。

「ひゃっ!?」

　さすがに小さな蕾つぼみに触れられるとは思わず、声が上擦る。おまけに、指はそのまま体内に入り込んできた。

「なに……それ、何……？」

「俺を慰めるのだろう」

「慰めたい…です……でも……」

　これはいったいどういう意味なのか、それがわからない。

　混乱していた。

　イサールの指は意外にも繊せん細さいに動き、ミカの秘ひめやかな場所を傷つけないように気をつけているようだ。だが、いずれにしてもそこに触れられることは想像を超こえており、何をされようとミカは身を竦すくませるほかない。

「田舎いなか暮らしで無教養だと、こういうところでも無知になるのか」

　イサールは低く笑うと、自分の服をくつろげた。そこから男の性器が見え、ミカは寝台に縫ぬい留められたまま目を瞠みはる。

　大きかった。ミカとイサールとでは大して年ねん齢れい差があるわけではないのに、彼の肉体は成熟し立派な大人のものだと瞬しゆん時じに悟さとった。

「それで、何を……？」

「無知もここまで来ると、傑作だな」

　イサールは笑いながらミカの足首を摑み、大きく持ち上げる。

「ひゃっ」

　驚きに呆ぼう然ぜんとするミカの両りよう脚あしを掲かかげさせたまま、イサールは腰こしを動かしてそれをミカの尻しりに押しつけた。

　熱い。

　普ふ段だんは冷静沈ちん着ちやくな彼に、そんなに滾たぎるような熱い部分があるとは考えてもみなかった。

「挿いれるんだよ」

「挿れ……っ!?」

　ぐいっとそこに尖せん端たんを押しつけられ、ミカの唇から声にならない悲鳴が漏もれた。

　いけない。不用意に大きな声を出したら、ほかの部屋の人を起こしてしまう。

　先ほどの指とは比にならない太さで、切っ先を押し込まれただけでも酷ひどく違い和わ感かんがあった。

　自おのずと呼吸が浅くなり、ミカは腰のあたりで敷しき布ふを摑んで打ち震ふるえるほかない。

「やはり入らないな……」

　呟いたイサールは一度ミカから躰を離はなす。冷静さを取り戻しやめる気になったのかとほっとしたのもつかの間、彼は寝しん台だいの脇わきにまとめてあった自分の荷物を探さぐって小さな容器を取り出す。蓋ふたを開けるとウィアームで使われる軟なん膏こう特有のにおいが、つんと鼻についた。

　無言になったイサールは、ミカの秘ひ蕾らいの周囲と内側に軟膏を塗ぬりつけていく。

　本当にあんなものを挿入するつもりなのだろうか。べとべとしたものを塗りたくられ、ミカは自分の顔から血の気が引いていくのをまざまざと感じた。

「噓うそ……ですよね……そんなの入らない……」

　なおもイサールのそれは隆りゆう々りゆうとした存在感を示し、ミカはその凶きよう悪あくさに怯おびえて身を縮こまらせる。

「入る。おまえは魔ま女じよの子供だからな」

「魔女なんか……じゃッ」

　声が途と切ぎれたのは、イサールがまたしても強ごう引いんにそれを埋うめ込んできたからだ。

　痛い。

　まるで灼しやく熱ねつのように熱いものが、ミカの尻にじわじわと入り込む。

「う、ぐ…うう……」

　声を出してはいけないからと自分の口を両手で押さえながら、ミカは何とか躰の中で生まれる異物感を外に吐はき出そうとした。腸の中で押された空気が、口から出ていこうとしているのかもしれない。

「あ、う、う……ん、んー……」

　涙なみだで視界がぼやける。ミカの両脚を抱かかえ込むイサールがそのままぐいぐいと腰を進めていく。薄れそうな意識の中、尻に何かがぶつかるのがわかった。　>>>♥

　イサールの躰だ。

　そうか、全部……入ったんだ……。

　あんなに凶きよう暴ぼうに見えるものが自分の肉体に納まるなんて、想像もしていなかった。

「動くぞ」

「うご……ひ…ひぅ、ん…ん……！　や、やだ、うごか…な……」

　声が途切れる。

　固くそそり立つもので内ない壁へきを強引に切り開かれるようで、ミカの声は恐きよう怖ふに震えた。

「色気のない声だな」

「だって……、いたい……痛いです……」

　泣きながら訴うつたえたが、イサールは気にも留めなかった。

「自分の痛みくらい癒いやせるのだろう？」

　イサールの顎あごから滴したたった汗が、ミカのシャツにいくつも染しみを作っていく。こんなふうになまなましいイサールの感情と行動を見せつけられるのは初めてで、ミカは何もかも受け止めかねていた。

「でき……う、う…やあ、いたい……いたい、そこ…おっきくて……」

　さながら楔くさびか何かを体内に打ち込まれているような振しん動どうに、ミカは泣きながらイサールに抗あらがおうとする。しかし、騎き士しとして鍛きたえられたイサールとミカでは圧あつ倒とう的な体格と腕わん力りよく差がある。

「……出すぞ」

「え？　な、なに……何を……？」

「おまえを孕はらませるものだ」

　イサールの言葉にミカは凍こおりつく。

　自分たちは兄弟なのに。

　そこで初めてミカは自分が何をされているのかを明確に察し、この行こう為いの意図を理解した。

「怖こわがるな。おまえは男なのだから、孕むものか」

「で、でも……だめ……あ、あっ……あ……あうぅ……」

　押し殺した悲鳴を上げるミカの中で、熱いものが広がっていくのが──わかる。

　ミカから躰からだを離したイサールはミカの性器に手を添そえて扱しごいたが、圧倒的な恐怖を味わってしまったミカのそれはぴくりともしない。

　やがて諦あきらめたイサールは、ミカに「寝ねろ」と寝台を指さす。

「あの……」

　ミカの呼びかけには応こたえず、イサールは布団に潜り込んでミカに背を向けた。

　目に涙を溜ためたミカは首を縦に振ふり、のろのろと立ち上がる。

　痛い。躰が裂さけてしまいそうだ。痛くて、苦しい……。

「…………」

　自分の躰の中から、何かが溢あふれた……。

　慌あわてて床ゆかを見ると、薄うすい月光が照らす中、白い液体と赤いものが混じり合うようにして滴っていた。

　そのまま歩く気力を失ったミカは床にへたりと座り込む。啜すすり泣きかけて、めそめそしているとイサールが起きてしまうと慌てて口を塞ふさぐ。息が苦しくなって咳せき込んでしまったが、イサールは起きなかった。

　大好きな人を傷つけてしまった。だから、こんなふうに惨むごい真似まねをされたのだ。

　それを理解したミカは、声を殺して泣き続ける。

　やがて涙が涸かれて泣くこともできなくなった頃ころ、ミカはどろりとした眠ねむりに落ちていった。







　酷い頭痛だった。

　目を覚ましたイサールは荒あれ果てた部屋の惨さん状じように物もの盗とりでも入ったのかと驚おどろき、それから、自分がミカに理り不ふ尽じんな暴力を働いたことを切れ切れに思い出した。

　夢ではないかと思ったが、躰にこびりついた汚れが昨晩のできごとが現実だと物語る。

　何ということだ……俺はいったい、何と酷いことをしてしまったのか……！

　騎士にあるまじき卑ひ劣れつな行いだった。

　慌てて顧かえりみると、ミカが寝台にいない。はっとしたイサールは、自分の寝台の傍かたわらに膝ひざを突つき、イサールのシャツの裾すそを握にぎり締しめて眠るミカに気づいた。

　胸が衝つかれるような、気がした。

　あんな仕打ちをされたというのに、それでもミカは自分を思いやるのだ。傷ついた心を癒そうとし、寄り添ってくれている。

　こんなにもあたたかく包み込むような真心を、これまでに誰だれかに向けられたことがあっただろうか……。

　眠り続けるミカの膚はだは透すけるように白く、まるで、幼おさな子ごの彫ちよう像ぞうか何かのようだ。

　こんな相手に無体な真似をしたとは、自分で自分が信じられなかった。

　常に冷静であれ、寛かん容ようであれと己おのれを律してきたはずだ。

　なのに、最もそうであるべきときにイサールは怒いかりに負けてしまった。

　今なお無む垢くな感情を向けてくれるミカに、憤ふん怒ぬと蛮ばん行こうを向けてしまったのだ。

　己の未熟さに恥はじ入り、イサールは言葉もなく立ち上がる。

　そして、ミカをそっと抱だき上げた。

「ん……イサール様……？」

　起こさぬようにするのは無理で、ミカが身み動じろぎをしてイサールをぼやけた目で見つめている。そんな彼を寝台に寝かせてやり、イサールはミカの髪かみをそっと撫なでた。

「……食しよく欲よくはあるのか？」

「あまり……」

「水は？」

「平気です。もう少し……寝ていて、いいですか？」

「ああ」

　謝らなくてはいけない。

　もとはといえばミカの母親がイサールから力を奪うばったのが悪いのだが、だからといって、昨日の振る舞まいは非道の一語に尽つきる。弁解の余地はない。

「ミカ……」

　話しかけたときにはミカは既すでに眠りに落ちており、ぴくりとも反応しなかった。

　ずきずきと痛む頭を振り、イサールはよろめきながら歩いていく。二日酔よいになどなったことがなかったので、勝手が摑つかめない。

「起きたのかい」

　宿の主人に声をかけられ、イサールは「昨晩は迷めい惑わくをかけたようだな」と謝罪を示す。

「いえいえ、いいんですよ。誰だって飲んで何か忘れたいときはありますからね」

「……ああ」

　難しい顔をしたイサールに、主人はあたたかな白さ湯ゆを出してくれる。

「すまないな」

「あの、ミカって子。若いのにいい従者じゃないですか」

「そうだな。実際、だいぶ助けられている」

　必要以上に彼を憎にくんだり恨うらんだりしないでいられるのは、ミカの性格のせいだろう。

　彼の穏おだやかでもの怖おじしない健すこやかさが、この憂ゆう鬱うつな旅路を明るいものにしてくれていた。

「信しん頼らいなさっているんですな」

「…………」

「酒は躰に悪くないのかと、昨日は一いつ生しよう懸けん命めい村人に聞いてましたよ。それより慰なぐさめなくていいのかって聞いたら、あの子は慰めはいらないって言ったんですよ」

「慰めはいらない？」

　その言葉の意図が、イサールにはわからなかった。

「旦だん那な様は一人で痛みを癒せる強いお人だから、よけいなことをすればかえって誇ほこりを傷つけるって言っていましたよ」

「…………」

　過ちを犯した罪悪感が、イサールにひしひしとのしかかってくる。

「俺につき合ってくれて疲つかれているようなんだ。何か消化のいいものを作ってくれないか」

「ちょうど野菜のスープを作ったところですよ。よかったら旦那もいかがですか？」

「俺はいらないよ。出発は明日あしたにするから、あの子のぶんだけ頼たのむ」

「かしこまりました」

　主人がスープをあたためているあいだに、イサールは悶もん々もんと考え込んでいた。

　ミカはイサールは一人で立ち直れると信じてくれたのに、彼の信頼を裏切ってしまった。

　これから先、ミカは自分と一いつ緒しよに旅をしたいと思ってくれるだろうか。

　イサールだって己のような狭きよう量りような人間より、ミカに力を委ゆだねて使わせたほうがいいのではないかとすら思えてしまう。

　ドアを開けると、カーテンを引いた薄うす暗ぐらい部屋でミカが眠っている。

　起きるまで待つべきだろうか。

　イサールは窓辺に腰こしを下ろし、眠るミカを見守る。

　ミカはとても綺き麗れいな顔をしている一方、その肉体は驚くほどに華きや奢しやで弱々しい。青年というより、少年というほうが相応ふさわしかった。

　窓まど枠わくに肘ひじを突いたイサールは、ミカとの思い出を手た繰ぐり寄せようとする。だが、不思議と記き憶おくは何も甦よみがえってこない。

　こんなに綺麗で一心に自分を慕したう人物を、どうして忘れられるのだろう。

　そのうえ、ミカは弟なのだ。

　長らく一緒に育っていなかったのだから失念していたけれど、肉親を抱いてしまうなんてどうかしていた。

「……イサール様……？」

　ミカが突然声を出したので、彼から目を離して考えに耽ふけっていたイサールは我に返る。

「起こしてしまったのか？」

「……うん」

　沈ちん黙もく。

「すまなかった」

「え？」

　まだ事態を把は握あくしていない様子のミカに謝るのは卑ひ怯きようかもしれないが、とにかく謝らずにはいられない。

　騎き士しとして、普ふ段だんの自分は正しいと思うことだけをしているつもりだった。それゆえに、こうして謝罪するのは滅めつ多たにない事態だった。

「──すまない。どう詰なじられても、殴なぐられても、当然のことをした。おまえの気が済むようにしろ」

　イサールの真しん摯しな謝罪に、ミカは首を横に振ふる。

「ううん、僕が悪かったんです」

「……ミカ」

「僕はイサール様から、大事なものを奪ってしまった。これで埋うめ合わせができるなんて思っていないけど……でも、少しでも埋められるならそれで十分です」

「──おまえも愚おろかだな」

　イサールは唇くちびるを歪ゆがめた。

「そうでしょうか……すみません」

　責めてくれればよほど楽なのに、そうしてくれないミカの気の利きかなさ。

　そして、あくまでイサールを信じる愚かしさ。

　しかし、それこそがミカの長所なのだと、今は素直にそう信じられた。

「いいんだ。おまえのその愚かさに、俺は救われている。俺の力を奪ったのが……おまえでよかった」

「イサール様、だけど……」

「イサールでいい」

「え？」

「今の俺は騎士ではない。敬語である必要もない。俺はただの平民だ。愚かさも何もかも、おまえと大差ない」

　この程度のことで、謝罪になるとは思っていない。

「俺は……おまえの兄のイサールだ」

　そう思うことで自分を戒いましめ、二度とミカに触ふれないようにしなくてはならない。

　そもそも自分の中に劣れつ情じようがあったことが信じられない。ミカを平然と抱いた自分の邪よこしまな衝しよう動どうが、イサールには何よりも耐たえ難がたかった。
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「これからどうするのですか？」

　遅おそい昼食のあと、食しよく卓たくで地図を広げていたイサールは、ミカの問いに小さく唸うなる。

「まだ決めていない。どちらにしても、出発は明日だ。少し情報を集めておきたいからな」

　それに、できる限りミカの躰からだを休ませてやりたい。

「僕の中にある力……どうやったら取り出せるのでしょうか」

　ミカが首を傾かしげたとき、居酒屋の入り口のドアが開閉される音が聞こえる。新しい客が来たのだろうかと思いつつイサールが食後の茶を飲んでいると、「イサール！」と懐なつかしい声で呼びかけられた。

「ナハラ!?」

　慌てて顧かえりみると、戸口に立っていたのは、間違いなく親友のナハラだった。

　よもやこんなところでナハラに会うとは、思ってもみなかった。

　ナハラは地味な色味のマントを身につけているが、上着とベストはしっかりとした仕立てで旅に向いた服装ではない。馬に乗ってきて疲れているらしく、それが表情に表れていた。

「どうしたんだ、こんなところで」

「つれないな。久しぶりに会う友達にかける言葉じゃないぜ」

「いや、驚おどろいたんだ。会えて嬉うれしいよ」

　イサールは立ち上がり、友人の背中に腕うでを回してその肉厚な躰を叩たたいた。ナハラがイサールを抱だき返し、同じように力強く背中を叩く。

「君も元気そうでよかった。そっちは……ええと、ミカかい？」

「ナハラさん……？」

「お、嬉しいなあ。覚えていてくれたのか」

　ナハラはにっと笑って、イサールの傍かたわらに腰を下ろした。

「ミカの名前、思い出したのか？」

「ああ。鉱物の名前を全部書き出して、それで見つけたんだ。──ご主人、私にも水と食事を頼たのむよ」

「かしこまりました」

　肩かたを竦すくめたナハラは顔を右に曲げ、厨ちゆう房ぼうにいる宿の主人に注文を済ませる。

「どうしてここへ？」

「関所の番人に心付けを渡わたしておいた。イサールが来たら早馬を飛ばせと」

「どうして？」

「子供みたいに質問攻めだな。会いたいからに決まってるだろ」

　ナハラは何の屈くつ託たくもなく、けろりとした顔で告げた。それから、ぽかんとしているイサールを見て申し訳なさそうに声を落とす。

「……実はさ。王が正式にマクラブ家を貴族から平民に格下げしようとしているんだ」

　考えてもみなかったことに、イサールはますます呆ぼう然ぜんとした。

「戦争の準備をしている以上は、七騎士の心を一つにさせたいんだろうな。君がいないことでマクラブ家を不満の捌はけ口にして、騎士の結束を高めようと考えてる」

「俺が帰ったらどうするつもりなんだ？」

「それはそれで、奇き蹟せきが起きたとか何とか言って士気を上げるつもりだろう」

　あまりにも浅せん薄ぱくなやり口だったが、あの国王とゴードならやりかねないだろう。

「ご両親は、君を案じている。都に戻もどったところで、君に幸福はないのではないかと」

「俺の幸福は、王に仕え、一族に貢こう献けんすることにある。そのためにも、力を取り戻さなくてはいけない」

　よりいっそう険しい表情になるイサールを見やり、ナハラは目を伏ふせた。

「そうか……」

「何か問題があるのか？」

「いいや。それよりも、君がミカを連れてきている経緯いきさつを教えてくれないか」

「ああ」

　この博識な友人なら、何か手がかりを与えてくれるかもしれない。

　イサールは頷うなずくと、ミカの力と彼の母親が巫女みこだったことをかいつまんで話した。

「……で、どう思う？」

「じつに興味深い。それなら、イルテバークへ行くのはどうだろう」

「イルテバーク？」

「そうだ。魔ま術じゆつ師しの国だから、魔ま力りよくに関しての研究は群を抜ぬいている。イルテバークの魔術が我が国の巫ふ力りよくに近いと言われていて、それで、魔術師と巫女がお互たがいに交流を持っているくらいだ」

　滔とう々とうと告げるナハラの言葉に、ミカはすっかり聞き入っている。

「詳くわしいな」

「僕たち役人は、交流事業の手配も任されるからね。ともかく、あちらは一番の友好国だから、旅券も通行証も必要ない。君はともかく、ミカは旅券なんてないだろう？」

「そうか……確かにいい案だな」

　イサールは大きく頷いた。

　イルテバークは東の国境でウィアームと接する国で、魔ま法ほうによって治められている。とはいえ、ウィアームと同じエルド神を主神として信しん仰こうしているため、関係は悪くはなかった。

「だが、俺たちは都を通り抜けられない。そうなればイルテバークの国境まで、十日はかかるだろう。俺よりもミカの躰が心配だ」

「僕なら平気です！　丈夫だけが取り柄ですから」

　ミカが胸を張って主張するので、イサールは強くは出られずに黙り込む。

「すまないな。私もイルテバーク以外の手は思いつかない」

「いや、俺もおまえに言われるまでは何も思いつかなかったよ。助かった。どうもありがとう」

　心からの礼を告げると、それを聞いたナハラは照れ臭くさそうに笑った。

「今夜は泊とまっていくから、久しぶりに飲もう」

「……俺はやめておく」

「何だ？　願かけに禁酒でもしているのか？」

「昨日、自棄やけ酒ざけをしてしまって二日酔よいなんだ」

　突とつ然ぜん、ナハラは声を上げて笑った。

「な、何だ？」

「君ほど品行方正な男が、自棄酒をするなんて思わなかった。いいじゃないか、イサール。真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうよりよほどいいぞ」

　朗ほがらかなナハラに、褒ほめられた真似をしたわけではないとイサールは恥はじ入る。しかし、ミカが気にしていない様子でにこにこしているので、イサールは口を挟はさめなかった。







　翌朝。

　都に戻るナハラとは方向が逆になるため、彼とはここでお別れだった。それまでの短いあいだ、好こう奇き心しん旺おう盛せいなナハラはもっぱらミカの村の話を聞きたがった。ミカはナハラに対して心を開いているらしく、問われたことには次々と答えていく。

　その小鳥の囀さえずりのような声が、とても耳に心地ここちよかった。

　二人の会話が一段落し、少し話をしようと誘さそわれて、イサールはナハラと廏うまやに向かう。

「イサール。君、その力を取り戻したら、都に帰るのか？」

「昨日も言ったが、そのつもりだ」

「私は賛成しかねるな。力を得ても戦争の道具になるだけだ」

「どういう意味だ？」

「王はご自身の名めい誉よが欲しいがために、南との戦争を目もく論ろんでいる。だが、それでは国土も人々も疲ひ弊へいする一方だ」

　ナハラの真しん剣けんな顔に見入りかけると、彼は肩を竦めた。

「騎き士しとして生きるのが君の幸せなら、私は止めるのはやめようと思っていた。でも、昨日の君を見て、気持ちが変わったよ」

「俺？」

「ミカと一いつ緒しよで、とても楽しそうだった。君がこんなにくつろいだ顔をするのは、それこそ十年ぶりなんじゃないか？」

「そうかな」

　ナハラの指摘には何とも言えず、イサールは曖あい昧まいに誤ご魔ま化かした。

「そうだよ。何ていうか、君は変わった。すごく生き生きしてる。騎士の重圧から解き放たれた君は、こんな穏おだやかな顔をするんだなって思ったよ」

　答えかねて渋じゆう面めんを作るイサールに目をやり、ナハラはにこりと笑った。

「私は今の君のほうが好きだよ。だから、君が騎士をやめるのには賛成だ」

「…………」

　答えることはできなかった。

　今まで自分は、騎士として王を守ることしか考えていなかった。だから、騎士でない自分の姿は想像もつかない。

「ごめんごめん、私の勝手な言い分だ。とにかく、私は君の幸福を祈いのってる」

「ありがとう、ナハラ。おまえが来てくれてよかった」

「これで君が無事に力を取り戻せればいいんだけど」

　ナハラが少し心配そうな口ぶりで言ったので、イサールは彼の肩を叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。おまえの知ち恵えを信しん頼らいしているからな」

「調子がいいな、君は。イルテバークのみやげ、期待しているよ」

「任せておいてくれ」

　どちらが調子がいいんだと軽口を叩きつつ、イサールはナハラとの別れが近いことを実感してしまう。

　どうしてなのだろう。

　家族や親しい友人との別れは、いつも胸が締しめつけられるように苦しい。今も、ナハラの笑え顔がおを胸に焼きつけておこうとイサールはさりげなく彼を見つめた。







　宿屋の前でミカがぼんやりとイサールたちを待っていると、馬を連れたナハラとイサールがやって来た。ナハラはこれから会合があるので、すぐに都へ戻るのだという。

「気をつけてくださいね、ナハラさん」

「君たちのほうが長い旅路だ。イサールを頼たのむよ」

　ナハラはやけに真剣な顔つきで告げた。

「僕がイサールに迷めい惑わくをかけてしまってるんです」

「腕うでっ節ぷしだったら、私だってイサールの足手まといだよ。そういうことじゃなくて……子供のとき、イサールは君と一緒にいた頃ころが一番楽しそうだった。今回も、短いあいだだが、イサールにもっと息いき抜ぬきをしたり、人生を楽しむってことを教えてやってくれ」

「僕にそんなことができるかわからないけど、イサールとの旅は楽しいです」

　にっこりと笑ったミカがそう答えると、イサールははっとしたような顔になった。

「安心したよ。イルテバークまでは長い道中だが、気をつけてくれ」

　先に旅立ったナハラを見送ってから、イサールは「行けるか？」とミカに尋たずねる。

「一日休みましたから」

「そうか……」

　体調を案じているらしくイサールは心配そうだったが、ミカはこの旅が長引くことがとても嬉うれしかった。イサールと離はなれるのは淋さびしいと思っていたからだ。だから、都に入れなかったときも、少しほっとしていたのは事実だった。

「長旅になる。つらいときは、いつでも言え」

　穏おだやかな調子でイサールに言われ、ミカはしゅんと身を小さくする。

「ごめんなさい」

「悪いのは、俺だ。俺に徳がないせいだよ。おまえこそ、帰りたくはないか？」

「さっきも言いましたけど、僕、今はこうしているのが楽しいです。旅なんて、一生できないと思っていたから」

　言葉とは裏腹にニムとグレアの顔を思い出したせいで、ミカの胸は小さく痛む。

　二人とも、元気にやっているだろうか。

　村を出るときは景色は初秋のものだったが、南方はまだ夏の名残なごりが色いろ濃こく残っている。

　あれから十日も経たっていないのに、村で過ごしていた日々がまるで幻まぼろしのように遠く感じられる。行きすぎる村も町も、気候、食べ物、服装、何もかもが少しずつ違ちがうからだ。

　それに伴ともない、自分は少しずつ変わってしまったのかもしれない。いや、現に変わっているのだ。

　今までミカは、成長しない肉体のように自分の心も変化しないと思っていた。なのに、イサールに触ふれられたことで、己の変化にまざまざと気づいてしまったのだ。

　イサールに嫌きらわれるのが、怖い。

　誰かに嫌われる悲しみを、ミカは初めて知った。それは、イサールに再会しなければ決して生まれなかったはずの感情だった。

　そして、自分もまたイサールをよくない方向に変えてしまったのではないか。

　たとえどんなに冷ややかだったとしても、イサールはミカを傷つけることはしなかった。けれども、あの晩のイサールは違った。

　ミカを嘲あざけり、躊ちゆう躇ちよせずに傷つけた。

　ナハラだって言っていたではないか。

　イサールは変わった、と。

　ミカがイサールに悪い影えい響きようを及およぼしているのだろうか。

　だとしたら、ミカも気をつけなくてはいけない。

　あんなふうに手て酷ひどい暴力を振るうような怒いかりが、イサールの中にあるのだ。ミカが無む邪じや気きにまとわりつけば、彼は己おのれの嫌けん悪お感かんと直面せざるを得なくなるだろう。

　だとしたら、この気持ちを抑おさえて、磨すり減らして、消してしまおう。

　幼い頃から抱いだいてきた、イサールへの気持ちを。

　そうしなくては、イサールが楽に息ができないというのなら、ミカなりに努力すべきだろう。

「ミカ？」

　ぼんやりしているミカに、イサールが不思議そうに声をかける。我に返ったミカを、漆しつ黒こくの目が射るように見つめていた。

「すみません。行きましょうか」

「──ミカ」

　不意に、イサールが声の調子を落とした。

「はい」

「もう一度謝らせてくれ。一昨日おとといの俺はどうかしていた」

「何もありませんでした。仮に何かあったとしても、あのときのあなたは、あなたじゃない。何かに取り憑つかれていたんです」

「違う。俺は殴なぐられても足りないような真似まねをした。もしおまえが騎き士しなら、俺に決けつ闘とうを申し込んでいるだろう。それでなかったことにしてもらうわけにはいかない」

「でも、なかったことにしてもらわないと、僕のほうが居心地が悪いんです。それに、あなたがこの旅に出るきっかけを作ったのは、僕だから」

　イサールの人生を歪ゆがめてしまったのは、ほかでもないミカなのだ。

　栄光に満ちていたはずのイサールの人生を、台無しにしてしまった。

「──これだけは言わせてくれ」

　不意にイサールは声を落とし、真剣な調子で切りだした。

「俺はこの旅を後こう悔かいしていない。むしろ、今は感謝している」

「え？」

「北方への旅など考えたこともなかった。あちらの村々の生活もわかったし、無事に力を取り戻もどして宮きゆう廷ていに戻れば王に新たな政策を提言できるはずだ」

「…………」

「おまえは何も悪いことをしていない。俺たちがこうなったのも、神のさだめなのだろう。だから、おまえは俺に負い目を感じることはないんだ」

　すごい、とミカは素直に思った。

　個人的な理由で旅に出たはずなのに、イサールはそのあいだも己の仕事を怠らなかったのだ。

　騎士として、貴族として、彼は責任を果たそうと常に努力をしている。

　しかも、それは私利私し欲よくのためではない。彼が守るべき王、そして国民のためだ。

　流されるままにここまで来た自分とは、芯しんにある志が違う。

　イサールの強さも、弱さも、見せられるたびに胸が搔かきむしられそうになる。

　この旅が終わったら、イサールと離れてしまうんだ。

　そのとき、自分は耐たえられるのだろうか。

　離れるのがイサールのためだとわかっていても、苦しくてたまらないだろう。

「次に何かあったときは、力を使ってはどうだ。一昨日だって、寝ね込こむくらいなら……王の力を使えばよかったんだ」

「力は自分のためには使えません」

　基本的なことを教えていなかったと、ミカはようやく気づいた。

「これは人のための力。誰かの……あなたの言う王のための力とは、そういう意味なのだと思います」

「自分には効かないのか？」

「はい」

　力は自分の中で循じゆん環かんしない。使えば消しよう耗もうし、失われていく。

　だが、その力の源がどこにあるかを考えれば、循環しないのは当然だ。

　ミカが頷うなずいたのを見て、イサールが口を開いた。

「おまえは偉えらいな」

「え？」

「人を治す力があれば、俺はそれをもっと利用する」

「僕だって利用しています。僕はこの力を、生活のために使っていたんですから」

「そうかもしれないが……」

　イサールの歯切れが悪いので、ミカは悩なやみつつ口を開いた。

「イサールは、力を王のために使うのでしょう？」

「だがそれは結局、俺自身の名めい誉よのためだ。俺は力を自分のためだけに使うだろう」

「では、どうして王様を守るのですか？」

「え」

　イサールは一いつ瞬しゆん、虚きよを衝つかれたような顔になった。

「王は人の上に立つものだ。陛下がおられなければ、この国は混乱してしまう……」

「だったら、それはイサールのためじゃなくて、皆みんなのためです。騎士としての務めを果たしているだけだと思います」

　イサールは何か言いたげな顔になったものの、それきり押し黙だまってしまう。

　本当は、聞きたい。

　この力があればあなたは幸せになれますか？

　もし幸せになれるというのなら、臓ぞう腑ふを裂さいてでも差し出したい。この力を返したい。

　子の義務として、母が犯おかした過あやまちを正すべきなのだろう。けれども母がしたことが間ま違ちがっているとは、ミカにはどうしても思えない。

　この力の性質を考えると、ミカは母の決断が正しかったとさえ考えてしまうのだった。







　イルテバークへの旅の三日目。

　地図や宿屋の情報ではここからしばらくはきつい山やま越ごえになると、イサールは表情を引き締しめる。

　幸いなことにこのあたりは秋の訪おとずれが遅おそく、陽ひの出ている時間はさほど短くはない。

　しかし、気持ちを引き締めなくてはいけないのには変わりがなかった。

　最初は変わった地形を見られてミカはわくわくしていたようだが、次し第だいに似たような光景が続くようになったためすぐに飽あきてしまったらしかった。

　ウィアームの領土は広大で、北部は岩山になっているが、南部はこのような広大な森林を伴う山深い地形である。木々は鬱うつ蒼そうと茂しげり、途と切ぎれることなく続く。

　馬での旅にミカもだいぶ慣れたようではあるが、疲ひ労ろうは溜たまっている様子だ。この峠とうげを越えれば少し大きな宿場があるから、そこで一日休んでもいいかもしれない。

　いくらミカが忘れたことにしてくれたとはいえ、彼に暴行を加えてしまったことで後悔に苛さいなまれていたし、二度と触れるつもりはなかったけれど、かえって少しだけ二人の距きよ離りは縮まったようだ。

　なぜだろう。

　ミカに自分を呼び捨てにするよう言ったせいで、二人のあいだの垣かき根ねが取り払はらわれたのかもしれない。あるいは、無様なところを知られたイサールが、彼に対して気取らなくなったからかもしれなかった。

「少し休もうか」

「まだ、大丈夫です。予定より遅れているんでしょう？」

　確かに、この山中では休めるようなところが見つかるとも思い難い。見通しが悪いところでは、山さん賊ぞくや獣けものが出たときに危ないだろう。

　そのとき、背後からのそのそと人の気配がした。

　馬に乗ったまま振ふり向くと、籠かごを背負った小こ柄がらな老人が歩いてくるところだった。

「すみません」

　イサールが彼に声をかけると、質素な身なりの老人は「何かね」としわがれた声で問う。

「このあたりに休息できるような水場はありませんか」

「小一時間も歩けば、泉がある。この道の右側だ」

　老人はにこりともせずに告げた。

「それは有り難がたい。ありがとう、ご老人」

「いえいえ」

「そこで休きゆう憩けいしよう。頑がん張ばれるか、ミカ」

「はい！」

　イサールの言葉を聞き、ミカはあからさまにほっとした顔になった。やはり、疲れていたのだろう。

　老人は健けん脚きやくなようで、イサールたちを追い越してさっさと山を登り、すぐに姿を消した。

　やがてさらさらと水が流れる音が聞こえてきたので、イサールは「このあたりだな」とミカに声をかけて脇わき道みちに逸それる。

　馬から下りて水音がするほうへ歩いていくと、木々の狭はざ間まから聞こえる音が強くなる。ややあってぱっと視界が開け、言われたとおりに小さな泉が出現した。

「わあ！」

　水遊びをする珍しい色合いの小鳥たちの姿に、ミカが声を上げる。

　途と端たんに小鳥がぱっと飛び立ち、空の彼方かなたへ消えていってしまう。

「あ……」

　残念そうな顔になったミカに「また来るだろう」と気休めの言葉を投げかけてやった。

「……はい！」

　すぐさま表情を明るくし、ミカは馬たちを泉のほとりに引いていく。甘栗と黒疾風が水を飲むのを眺ながめながら、自分もブーツを脱ぬぎ捨て、浅あさ瀬せで足を水に浸ひたした。

「イサールもどうですか？」

「いや、俺はいい」

　イサールはそう言うと、大樹を選んでその陰かげに腰こしを下ろした。日ひ蔭かげになっていたが地面はそれなりに乾かわいており、座ったところで不快感はない。

　ミカは足をゆっくりとばたつかせ、水を跳はね上げて戯たわむれている。

　その飛沫しぶきが弧こを描えがき、まるで宝石のようだ。

　そうしているうちに、気づけばミカが水を跳ね上げる音が、いつの間にか聞こえなくなっている。見ればミカは足を水に浸したまま、下草を褥しとねに横たわっていた。

　綺き麗れいだ。

　まるで絵画のように美しいミカの姿に、イサールは神聖なものを見み出いだした気がした。

　守ってやりたい。

　ミカのこの眠ねむりが、少しでも穏おだやかなものであるように。

　その思いとは裏腹に、ミカを見ていると胃の奥が疼うずきだす。無む性しようにこの少年に触ふれてみたくなるのだ。やわらかな眠りを乱し、戸と惑まどうところを見てみたくなる。

　あの夜、彼がどんな顔で己に抱かれたのかよく覚えていないことが、我ながら憎にくらしい。

　ずきりと胸の奥が痛む。

　──馬ば鹿かげている。

　ミカに対して自分が抱いだく、この矛む盾じゆんする感情はいったい何なのだろう。

　これが兄としての情愛なのか、それとも、ほかのものなのかはわからない。

　けれども、確かに、イサールはミカに対して何らかの特別な感情を抱きつつあるのかもしれない。

　今も、こうして離はなれていなくては彼に触れてしまいそうになるのが、何よりもその証あかしだ。

「…………」

　だめだ。詮せんないことばかり考えてしまっている。

　自分もまた、少し疲れているのかもしれない。

　休んだほうがいいだろうと、イサールも目を閉じたそのとき。

　遠くから人の気配を感じ、はっと目を開けた。俊しゆん敏びんに身を起こしてあたりを見回したものの、人ひと影かげはない。

　だが、誰だれかが近づいてくる気配はしていた。

　しかも、一人や二人ではない。おまけに隠かくしてはいるものの殺気すらかぎ取れた。

　地面に耳をつけたところ、やはり、振しん動どうが伝わってくる。

「ミカ！」

　彼を起こすために名前を呼ぶのと、何かが風を切って飛んでくるのは同時だった。

　矢だ。

　樹木や枝という障害物がある中、かなり正確にイサールを狙ねらってくるあたり、相手は相当の手て練だれだろう。

　敵てき襲しゆう？　いや、故国は今は交戦中ではないのだから、ここで襲おそってくるとしたら山賊か。

　相手の正体が摑つかめぬまま、立ち上がったイサールは自分の剣けんをすらりと抜ぬく。

　ほぼ同時に枝と葉が擦こすれ合い折れる音がして、頭上から塊かたまりが降ってきた。

「!!」

　慌あわてて剣を振り翳かざし、片かた刃ばの剣の背を手で支えることで衝しよう撃げきを堪こらえる。

「く」

「イサール！」

　短く名前を呼ばれてはっと振り返ると、ミカが逞たくましい男に羽は交がい締じめにされている。そのまま男がどこかへ歩きだそうとしたので、イサールは自分の上から攻撃してきた男の脇わき腹ばらに剣を突つき立てた。悲鳴を立てて相手が倒れた隙すきに、泉に飛び込んでミカのもとへ走る。

　今にもミカを連れ去ろうとする男を、背中から容よう赦しやなく斬きりつけた。

「うぐっ……」

「来い！」

　拘こう束そくが緩ゆるみ、ミカがよろめきながらイサールのもとへ駆かけ寄る。それを背中に庇かばいつつ、イサールは賊ぞくを見み据すえた。

　目当てはミカか。この美び貌ぼうなら、男でも売り飛ばせばかなりの金になると踏ふんだのだろう。

　賊は五人。そのうち二人はイサールの剣で負傷している。残り三人を、馬とミカを庇った状態でやり過ごさなくてはいけない。

「やるな、兄ちゃん」

「七騎き士しを舐なめるな！」

　イサールは飛びかかってきた男に剣を突き立てた。

　鮮せん血けつが飛び散り、背後のミカがびくっと身を竦すくませる気配がした。

　あと二人。

「イサール……」

　ミカが心配そうな声を上げたものの、振り返る余裕はない。

「じっとしていろ！」

　何があっても、ミカを守らなくてはいけない。

　ミカは人を癒いやすことしか知らない。誰かを傷つけることができないからこそ身を守れず、兎うさぎのように震ふるえている。

　だからこそ、自分がこの手で守る。

　戦場でもここまで不利な戦いになったことはないが、少なくとも剣で負けるつもりはない。

　おまけに、今の自分には守るべき大切な人がいるのだ。

　一歩も退かぬ気き魄はくを込めてイサールは剣を振るう。

「畜ちく生しよう!!」

　叫び声を上げながら、短たん剣けんを握にぎり締しめて突とつ進しんしてくる男の肩かたを剣先で突く。

　返り血を浴びて視界が赤黒く濁にごった。

　その隙を衝いて、もう一人の剣の鋭するどい切っ先がイサールの腕うでに突き立てられる。

「ぐ……」

　そのまま深々と肉まで切り裂さかれて短く呻うめいたものの、ここで倒たおれるわけにはいかなかった。

　利きき腕でないのが不幸中の幸いだ。

　足あし許もとを狙ってきた男を蹴けり上げ、イサールは血にまみれながらも再び剣を構える。

「くそっ、どうすんだよ、強すぎるぜ」

「仕方ねぇ、退ひくぞ！」

　深手ではないがそれぞれに傷を負わされ、五人の男たちは諦あきらめることにしたらしい。彼らは這ほう這ほうの体ていで帰っていった。

「…………」

　退たい却きやくと見せかけ、再度襲ってくるかもしれない。油断してはならぬとしばらく肩で息をしながら剣を構えていたが、あまりの出血量に立っていられなくなる。目が眩くらんだイサールはその場に膝ひざを突いた。

「イサール！」

　ミカが呼びかける声が耳に届く。

「平気だ……」

　傷はそう深くはなく、単に出血が多すぎるだけだ。そう説明したくとも、声が出ない。

　跪ひざまずくイサールをミカが支えようと手を出したが、もろともに転んでしまう。

「イサール！　イサール！」

　それきり、イサールの意識は遠のいていった。







　思ったよりも出血が酷ひどい。

　イサールの血で両手が汚よごれ、膝枕しているミカの服の腿もものあたりに血液が染しみ込んでいく。

　躊躇ためらっている場合ではない。

　あの力を使うほかなかった。

「イサール……」

　死ぬような怪け我がではないかもしれないが、腱けんなど切っていては厄やつ介かいだ、下手をしたら、二度と剣を握れない躰からだになってしまうかもしれない。

　守ってくれた。

　嫌きらいな相手だというのに、イサールは命を懸かけてミカを救おうとしてくれた。

　だから……。

　イサールの傷に手を置いたミカは何とか心を鎮しずめ、花を思い描く。自分の中にある命の滴したたり、それが雫しずくとなって花弁に落ちる。その儚い露が集まってやがて一条の水となり、イサールの中に流れ込む。

　……好きだ。

　どうしよう、やっぱり好きだ。

　イサールのことを好きでなくなったほうがいいと思ったのに、こんなふうに命がけで守られてしまえば、恋こい心ごころを抑おさえることなんてできそうになかった。

　イサールがいない世界なんて、考えられない。

　そばにいられなくたっていい。

　イサールが幸せでありさえすれば、それでいいから。

　どんなに嫌われてもかまわないから、イサールには幸福でいてほしかった。

「イサール……」

　その名を呟つぶやいたミカは、イサールの上に身を屈かがめる。

　それから、意を決して彼の唇くちびるにそっと自分のものを重ねた。

「ン」

　長いキスのあと、ミカは静かに顔を離はなす。

　自分の目が潤うるんでいることに気づき、あまりの女め々めしさを嘲あざ笑わらってしまう。

　だけど、たった一度でいい。この前の夜とは違う意味の、恋人としての最初で最後のキスが欲しかった。

　こうすれば、きっと自分は長年の片かた恋こいを捨てられる。

　兄と呼びながらも、本当は一度たりともイサールを兄として見たことはなかった。そんな卑怯な自分とも訣けつ別べつできる。

　イサールと一いつ緒しよにいるという自分の幸せを諦あきらめて、ひたすら、イサールの幸福だけを祈いのり続けられるようになるから。







　やわらかな手。

　いつもイサールに優やさしくしてくれた、あの女性の手……。

　母は美しかったが、社交に熱心で子育てはしなかった。だから、同じ敷しき地ちに住んでいながら滅めつ多たに顔を見せないあの女性と言葉を交かわすときは、何だかどきどきしたものだ。

　──不ふ憫びんですね、イサール様は。

　誰だれにともなく、彼女はそう呟いた。

　まるで音楽のようにやわらかな声。

　──とても優しいお方。危険を顧かえりみずにミカを助けてくださった。なのに、この力があなたを不幸にしてしまう……。

　そうだ。

　彼女はそう言ったのだ。

　──ならば、ないほうがいい。ミカならば……私の子供だから耐たえられるもの。

　夢だ。

　これは、夢……。

「！」

　ゆるゆると目を覚ましたイサールは、自分の顔を見下ろすミカと真っ向から見つめ合う羽目になって瞬まばたきをする。気づくとあたりはだいぶ薄暗くなっていた。

「ミカ……」

　躰が少し冷えているのは、時間が経たったせいでやわらかな下草が冷えてきたのだろう。

「イサール！　傷はどうですか？」

「傷……」

　そういえば、さっき刺さされたのだ。

　そのことを思い出して左ひだり腕うでを見たが、服は破れて血で汚れてはいたものの、皮ひ膚ふには傷一つなかった。

「どこにもない……まさか、おまえ」

「すみません。王のための力というのはわかっていましたが……」

　弾はずんだ声を出せたのは一瞬で、見ればミカは真っ青で、彼のほうが具合が悪いようだ。ここまでして自分を治してくれたミカを責めるのは、酷こくというものだ。

「いや、いい。俺が死んでは王のために力を振ふるうことも無理だからな」

「よかった……許してくださってありがとうございます」

　ミカは仄ほのかに笑って、疲つかれたように息を吐はき出した。

「どうした？　疲れたのか」

　その手を差し伸のべると、ミカは素す直なおに寄りかかってきた。

「すこし……」

　眠ねむそうな、気け怠だるい声。

「少し、こうさせてください……」

「……ああ」

　イサールは頷うなずいた。

　先ほど道を尋たずねたあの老人は、おそらく山さん賊ぞくの一味なのだろう。いい獲え物ものがやってきたと目をつけ、イサールを追い抜ぬいて仲間を呼び寄せたに違ちがいない。

　夜になれば、また連中が襲おそってくる危険性はあったが、ここで野宿をするほかない。松明たいまつをつけて動けばいい目印になって山賊を呼び寄せるし、かといって月明かりだけで歩けば道を踏ふみ外す可能性は多分にある。従って、山越えという選択肢はなかった。それでも焚たき火くらいはしないと獣けものが寄ってくると、イサールは周囲の薪たきぎを拾って火を起こした。

　丸めた着き替がえの入った袋ふくろを枕まくらにして眠るミカの細い面おもてには、相変わらず血の気がない。ミカが寒そうに身を震ふるわせたので、彼を起こさぬように慎しん重ちように、イサールは脱ぬいだ自分のマントを掛かけてやった。

　寝ねずの番をしながら時々様子を窺うかがうと、ミカは相変わらず苦しげな表情だ。

「う……」

　時折呻うめきながら何かを探すようにマントからはみ出した指を動かすので、イサールは迷った末に、自分の手を伸ばして彼のそれを握にぎった。

　すると安心したように、ミカの表情がふわりと緩ゆるむ。

　馬ば鹿かなやつだ。

　山賊を撃げき退たいしたあと、イサールの傷を癒いやさずに逃にげ出すことだってできたはずだ。そうすれば、罪人になることに怯おびえずどこかに隠かくれ住めたかもしれない。

　そもそも、ここまで体調が悪くなるくせに、赤の他人である村人やほかの連中を無む償しようで癒していたこと自体が、イサールから見れば正気の沙さ汰たとは思えなかった。

　イサールがミカを救ったのは、彼の力が必要だからだ。決して善意や好意からではない。

　だが、ミカは違う。ミカがイサールや村人を治すことには打算はない。分け隔へだてもない。

　騎き士しは献けん身しんを是ぜとするが、それは王に向けられるべきもの。それを前提に個々が剣けんの技わざやら何やらを競きそい合うため、連帯という概がい念ねんがない。

　そのうえ、戦場では王を守ることが第一なので、仲間の騎士が倒たおれても癒すことは許されないだろう。イサールはその状じよう況きように直面したことはなかったが、そんな事態に陥おちいったらと思うとぞっとする。

　自分に、仲間を見捨てられるだろうか。

　そのように教育はされたが、戦場に立ったときにそこまで非情になる自信がない。

　けれども、ミカならばきっと考えるより先に仲間を助けるべく動くはずだ。

「……お兄ちゃん」

　寝ね言ごとでミカがそう呼ぶのを聞き、イサールは何とも言えぬ感情が込み上げてくるのを感じた。

　そっと髪かみを撫なでてやるだけで、どうしようもなく心が満たされる。

　この感情はいったい何なのだろう？

　突とつ然ぜん、ミカがふっと目を開けたので、イサールは思わず彼から手を離した。

「どうした？」

「お兄ちゃん……」

「ん」

　嬉うれしげなミカの顔を見ているうちに、自おのずと微笑ほほえみが零こぼれる。

「初めて、笑った……」　>>>♥

　ミカの率直な感想に、イサールは自分がいつもどれほど厳しい顔つきでミカに接していたかを思い知った。

「悪かった。もう少し眠りなさい」

　イサールの声を聞いて、微かすかに頷いたミカが再び瞼まぶたを下ろす。

　早く元気になってほしい。

　イサールのほうこそ、彼のこの笑え顔がおをずっと見ていたいのだ。

　胸を満たす、この思い──そうか、この感情が愛いとおしさなのか。

　ミカの優しさが、自分を変えてしまった。

　頑かたくなだった心を、ミカが溶とかしてしまったのだ。

　ミカを自分の都合で振り回しているのはイサールのほうなのに、ミカはどんなときも笑顔を絶やさない。その明るさと健けな気げさでイサールを支えてくれているのだと実感した。

　この旅が終わったとき、ミカを裁きの場に引きずり出すのはやめよう。

　そんなことをしても、誰だれも幸せにはならない。

　ミカに悪意はない。力を盗ぬすんだ自覚もなければ、王のための力を悪用したわけでもない。彼はただ、人々を助けようとしただけだ。王国の民たみを守ることは、王の繁はん栄えいに繫つながる。そう言えば、父も王も納なつ得とくするはずだ。

　それにしても、あそこで宰さい相しようにミカが泥どろ棒ぼうだと言ってしまったのは失敗だった。

　都に戻ってから、上手うまく彼を取りなしたほうがいい。

　彼の髪を撫でているうちに、イサールはミカの髪の生え際ぎわにかなり大きな傷きず痕あとがあるのに気づいた。

　長い前まえ髪がみに隠れているので、まるで気づかなかった。

　古傷だろうが、相当大きくイサールの人差し指の先から付け根くらいまではある。

　消えかかってはいたものの、怪け我がをしたときはさぞや痛かっただろう。

　これほどの怪我をいつ負ったのだろうと、イサールは不思議に思った。




　　　　７




　国境が近づくとそこで暮らす人々は涼すずしげな貫かん頭とう衣いを身につけ、裾すそが邪じや魔まにならないように帯を腰こしに結ゆわえている。この地方では人々は自分の身分を帯の豪ごう奢しやな刺し繡しゆうや装身具で示す。中には衣自体に派手な刺繡や染せん色しよくを施ほどこすものもいたが、それは身分の著いちじるしく高いものたちだろう。

　そうした人々の服装を観察するのも興味深く、イサールの目を楽しませてくれる。

　農道を歩く人々を横目に、イサールはミカに声をかけた。

「もう少しで市場のある町に出る。そこなら宿も見つかるはずだ」

「はい！」

「久しぶりに布ふ団とんで寝られるな。それで、明日の朝にはイルテバークだ」

　イサールがそう言いながら振り向くと、ミカは少し淋さびしそうな笑みを浮うかべた。

「嬉しいです」

「嬉しい？」

「イサールに力を返せるのが」

「ああ」

　そんなことを喜んでいるとは思わなかったが、それでは、このどこか鬱ふさいだような表情はいったいどういうことだろう。

「俺に力を返して都に戻ったあと、おまえは罪人として裁かれるかもしれない。なるべくそういうことはさせないつもりだが……」

「裁かれるのは当然です。罪を犯おかしたままでいいはずがありません」

　何もかも受け容いれ、達観している素そ振ぶりのミカにイサールの胸は疼うずく。

　しみじみと、この少年の心の奥底にあるしなやかさには感服する。

　異形の力を持っていると思われ、迫はく害がいされる可能性とてあったはずだ。それでも、ミカは他者を癒すことをやめなかったのだ。

「難しいことを考えるのは、あとでいい。市場で何か甘いものでも買ってやる」

「いいんですか？」

「それくらいの楽しみはあったほうがいいだろう。都では何も買ってやれなかったからな」

　イルテバークの国境を抜けたとしても、魔ま術じゆつ師したちの住むという峡きよう谷こくまではあと一日はかかる。果たしてそこで望んだ答えを得られるかは謎なぞだったが、行ってみなければわからない。

　旅の終わりが近いのに、なぜかイサールの気分は晴れない。

　山賊に襲われた翌日くらいからずっと、ミカがたびたび憂ゆう鬱うつそうな表情を見せるようになったのも気になっていた。

「……あの」

「何だ？」

「……いえ。夕焼け、綺き麗れいですね」

「そうだな」

　ミカならば、イサールに力を返すことを悔くいたりしないだろう。だが時折もの言いたげな顔になり、今のように何かを言いかけてはやめるという繰くり返しもあり、イサールはさすがに不ふ審しんを覚えていた。

　宿に着いたら、ミカとゆっくり話をしてみようと考えた。ここのところ、イルテバークへ向かう気持ちばかりでかなり先を急いでいたからだ。

　イルテバークへの街かい道どうは交易路として知られ、人通りが多い。隊商を組んだり荷馬車がいたりと、ざわざわとにぎやかだった。そうしているうちに、イサールは昨日同じ宿で過ごした旅人が、次々と引き返してくるのに気づいた。

　いったい何があったのだろうか。

　ややあって人の流れが完全に止まり、道を塞ふさいで渋じゆう滞たいが起きている。

「どうしたんでしょうか？」

「見てきたほうがよさそうだな」

　イサールとミカが馬車の合間を縫ぬって先頭に行くと、町を囲う城壁の門が完全に閉ざされ、通行がいっさいできないようになっていた。

　そこには数人の兵士が立ちはだかり、門の傍かたわらに椅い子すを置いて彼らのまとめ役と思おぼしき人物が腰こしを下ろしている。

　門前に置かれた柵さくには『この先疫えき病びよう発生につき通行を禁ず』と共通語で書かれていた。

「疫病だと……？」

　イサールは眉まゆを顰ひそめ、馬に乗ったまま兵士に近づいていった。

「疫病とはどういうことだ？」

　イサールの堂々とした口ぶりにむっとしたらしく、瘦やせぎすの兵士は居い丈たけ高だかに問い返した。

「灼しやく熱ねつ病を知らんのか」

「それくらいは知っているが、最近は鳴りを潜ひそめていたはずだ」

「残念だが、この村じゃ蔓まん延えんしてやがるんだ。かかったやつは一日熱に浮かされ、子供と老人なら次の日には全身から血を噴ふき出して死んじまう──十人以上死者が出て、毎日発病者が出てる始末だ」

　兵士はこの町の関係者なのか、ひどく悔くやしげに言い捨てる。

　灼熱病というのは、罹り患かん者が燃えるような高熱を出す原因不明の病気だ。治ち療りよう法は不明で、運がよければ自然に治る。一度かかれば二度と発はつ症しようしないといわれるが、致ち死し率が高く人々から恐おそれられている。

「それで、この村を封ふう鎖さしているのですか？」

　ミカが尋たずねると、男は「そうだ」と頷うなずく。

「ここからイルテバークに行きたい。ほかに道はあるか教えてくれないか」

「この村が国境への入り口だ。疫病が終息するまで待て」

「終息って、みんなが治るまでってことですか」

　ミカの問いに、男はわずかに気まずそうな表情になる。

「治ればそれが一番だろうな」

　曖あい昧まいなその言葉に、にわかにミカの表情がかき曇くもった。

　男が何を意図しているのか、そしてミカが何を危き惧ぐしているのか、イサールは悟さとる。

「あの……それなら、僕にやらせてください」

「何を」

「魔ま法ほうが使えます。魔法で怪我や病気を治せます。だから、村に入れていただけませんか」

　あまりにも唐とう突とつなミカの申し出を、男は一いつ笑しように付した。イサールだって、こんなことを言われたら町を通りたいがゆえの方便だと思うだろう。

「騙だますならもっと利口な噓うそをつきな。あんたみたいな子供が魔ま術じゆつ師しに見えるもんか」

「本当です。イサール……ええと……」

　皆まで聞く必要はない。イサールはすぐに頷くと、自分の左手の甲こうをナイフで切った。

　傷口から一瞬にして血が噴き出し、男は「おい」と狼ろう狽ばいする。

「何をしてるんだ！」

　上うわ擦ずった声を上げる兵士たちに、なおも血が流れる左手を見せつける。

「これを治療します」

「なに？」

　浅い傷なので、ミカの治療はすぐに終わった。

「見てください」　>>>♥

　仕上げに手の甲を汚よごしていた血を拭ぬぐうと、そこには傷はまったく残っていない。

「本当だ……これは奇き蹟せきか……!?」

　まるで奇き術じゆつを目にしたという表情で、兵士たちは互たがいに顔を見合わせる。

「怪け我がだけでなく、病気も治せます。信じてください。何もしないでこの町の人たちが死んでしまうなんて、悲しすぎます！」

　ミカが緊きん張ちようを湛たたえた声で言うのを聞いて、兵士たちは何ごとかを話し合っている。しばらく論議が続いた末に、端はしに座っていた男性が「最初の一人を治せなかったら、捕とらえて牢ろうに入れる」と宣言した。







　瀕ひん死しだった最初の一人の熱がみるみる下がったことで、ミカは一気に信頼された。

　治療は翌日の深夜までかかった。

　何度か休きゆう憩けいを入れたものの、一刻を争う病人がいると思うとゆっくり眠ねむるのは無理なのだろう。ミカは軽い食事を摂とっては治療をするの繰り返しで、詰つめかけてくる人々を辛しん抱ぼう強づよく癒いやしていった。

　最後の一人の治療が終わったあと、緊張の糸が切れたミカは崩くずれるように床ゆかに座り込んでしまったので、イサールは彼を抱だき上げて宿舎に宛あてがわれた空き家へ連れていった。

　町長をはじめとした住人たちが礼のためにかわるがわる詰めかけたが、挨あい拶さつは特にしないで済ませてもらった。

　唯一、食事としてミカのためにスープが欲しいと所しよ望もうしたところ、今度は町人がこぞって料理を運んできた。

　しかし、疲ひ労ろう困こん憊ぱいのミカはテーブルに並んだ料理を目にしても、まるで関心がなさそうにぼんやりしている。

　生きているのか、死んでいるのか。

　不安になったイサールは、つい、ミカの肩かたに手をかけた。

「……ミカ」

「あっ」

　まるで夢から覚めたような表情で、ぼうっと椅子に腰こしかけていたミカがイサールを見上げる。

　ミカの顔が人としての生気を取り戻もどすのを目にし、イサールの心はやわらかく震ふるえた。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　せっかくのご馳ち走そうは、もう冷めかけてしまっている。

「あ……食べます」

　ミカは困ったように笑ってから、スープに手をつける。どうやら食しよく欲よくも湧わかないようで、冷めたスープを飲み干すのにもだいぶ時間がかかっていた。

「だいぶ消しよう耗もうしているようだな。早く横になったほうがいい」

「心配かけてごめんなさい。これだけ続けざまに力を使ったの、初めてで……」

　気のせいではなく、口ぶりも鈍にぶい。

「謝るのは俺のほうだろう。おまえは悪くはない」

「え？」

　謝罪を率そつ直ちよくに口にしたイサールに、ミカがさも不思議そうな顔を向ける。

「おまえに無理をさせた。おまえが疫病にやられる可能性もあったのに……」

　たとえイサールが病にかかっても、ミカが治してくれる。だが、ミカを治せるものはいないのだ。

「それは大丈夫です。あの病気は一度かかった人間はならないでしょう。僕、小さい頃ころにかかったことがあるんですよ」

「そうだったのか……」

　イサールはほっとしたものの、ミカの疲ひ労ろうぶりは尋じん常じようなものではない。

「こんなに疲つかれさせるとは思ってもみなかった……おまえ、いったいその力と引き換かえに何を使ってるんだ？」

「引き換えって？」

「人の傷や病気を治すんだ。何の対価もなく治せるとも思えない。俺は魔ま術じゆつや巫ふ術じゆつのことはわからないが、たとえば自然の力を借りるとか……」

「ああ……」

　相あい槌づちを打ったミカは、さも言いづらそうに目を伏ふせた。

「教えてくれ」

「──僕の……命、です」

「命……？」

　どういう意味だろうと、咄とつ嗟さにとらえかねたイサールは眉まゆ根ねを寄せる。

「言葉どおりです。人には寿じゆ命みようというものがあるでしょう」

「つまり……おまえの体力を、傷を治すのに使っているのか？」

「そうです。感覚的なものだけど、僕の中から何かを注いでいる……少しずつ何かが削けずれていくのを感じます。命だと気づいたのは、力を使うようになって、僕の成長が少しずつ止まったところから」

　忘れかけていたミカの外見に対する大きな疑問を思い出し、イサールは自分とさして年ねん齢れいの離はなれていないはずのミカを改めてまじまじと凝ぎよう視しした。

「僕の未来を少しずつ削っているのなら、成長しないのもおかしくないのかなって思ったんです」

　ぞくりとした。

　命を対価にした、力。

　それが七騎士の能力の本質だというのか。

　長ちよう兄けいは戦場で命を落としたが、それが王を助けた結果だとすれば納なつ得とくがいく。敵に背中を見せることのない剛ごう胆たんな兄が、なぜ死んだのかが理解できなかったからだ。

　無自覚のうちに、イサールは唇くちびるを強く嚙かみ締しめる。

　もし自分がこの力を持っていたら、それを振ふるえるだろうか。

　王のため、人のため、自分の命を削れるのか。

「あ、でも、代価にするものは人によって違ちがうのかもしれない。だから、イサールが使うのは別のものかもしれないです」

　取りなすように言われても、ミカが命を削っていたという事実に変わりはないのだ。

「そうだとわかっていたのなら、なぜ、やめなかった？」

「僕はずるいんです」

　ミカは諦あきらめたように、小さく笑った。そんなミカの顔を見るのは初めてだった。

「僕は何も持っていない。なのに、あなたから盗ぬすんだ力のおかげで偉えらそうな顔ができた。みんなに自じ慢まんできるものを持てた。それでやめられるわけがないでしょう？」

「馬ば鹿かだな……」

　イサールは身を屈かがめ、衝しよう動どう的にミカを抱き寄せていた。

「おまえは馬鹿だ」

　本当に自慢したいだけなら、自分が治す人間を選別するだろうし、力を安売りしないはずだ。我が身を削ってまで他人に奉ほう仕しをしようとはしない。

「わかってます。僕は……馬鹿だって……」

「おまえの思っているような意味じゃない。褒ほめてるんだ」

　本当は、褒めたくはない。けれども、ここでミカを詰なじれば彼が今までしてきたことは無になってしまう。

　だからこそ、それが無意味な行為だと決めつけることはできないのだ。

「ここにあと二日、留とどまってもいいですか？」

「二日？」

「ほかの病人が出たら、また元どおりでしょう。だから……」

「……ああ」

　仕方ない話だが、新しい病人が出たときに治しておいたほうが後々の流行を防げるはずだ。

　けれども、もしここで発はつ症しよう者が出れば、ミカはまた命を使う。

　一日か、二日か、それとも一ひと月つきか？　今までもじわじわとミカは自分の命を削ってきた。

　このちっぽけな肉体に、ミカはそれだけの覚かく悟ごを秘ひめて生きてきたのだ。

　やがて眠そうに欠伸あくびをし、ミカは椅い子すに座ったまま船を漕こぎ始める。

　彼を抱き上げたイサールは、自分の中にある迷いを感じていた。

　この力をミカから取り戻せば、今度はイサールが命を失いかねない。

　命を代価に、国王陛下を守る。

　果たしてそんなことが自分にはできるだろうか。それほどの強い信しん頼らいと尊そん崇すうの念を、王に対して抱いだいているのか。

　ぐらついている自分自身に気づき、イサールは己おのれの中に生じた大きな変化を受け止めかねていた。







「へえ、あんたら魔術師に会いに行くのかい」

　イサールとミカを送り出す町の人々は、少しばかり驚おどろいた顔をした。

「ああ、彼らはどうやって暮らしている？　なにがしかの貢みつぎ物でも必要だろうか」

「そんなものはいらないよ。何しろ、魔ま法ほうで何だって作り出せる連中だからねえ」

　全ぜん滅めつの危機を免まぬがれ、人々の顔は一様に明るい。

「そういえば、そうか」

「旅の帰り道に、またこの町に寄ってくれ。歓かん迎げいするよ」

「ありがとう」

　イサールは笑え顔がおで別れを告げると、甘栗の背中を撫なでているミカに視線を向ける。

「どうしたの？」

　本当にこの先に進むべきか、イサールはまだ迷っていた。

「あ……いや……魔術師に会うのは初めてで、少し緊きん張ちようしているんだ。おまえの母はどうだった？」

「母さんは魔ま女じよじゃないですよ」

「すまない、そうだったな。俺はおまえのことも、母親のことも覚えていなかった。ただ、何となく……優やさしい人だった気はしている」

　はっきりとした記き憶おくはなくとも、ミカの優しさを見ていればわかることだった。

　覚えているのは、彼女のあのやわらかな手。

　ほっそりとして優しい手。

　自分の髪かみを撫でて──。

「！」

　そうだ。

　何かを思い出しかけて、イサールは口許に手を当てる。

　あのとき、彼女は何と言っていたのだろう。今となっては、夢の中でイサールを撫でていた女性は、ミカの母親のベルカだという確信はある。あれはおそらく、自分の体験した過去の追想なのだろう。

　けれども、何を言われたのかはどうしても思い出せない。

「行かないんですか？」

「すまない、出よう」

「はい！」

　ベルカは何か恨うらみがあるからといって、イサールの名めい誉よを傷つけるような真似まねをするだろうか。

　……わからない。

　何もわからないまま、こんなところまでとうとう来てしまった。

　次の目的地に辿たどり着けば、イサールの旅は終わりといっても過言ではない。

　旅の終末が近づいているのに、その事実を前にしても喜びは薄うすく、それどころかちくちくと胸に何か小さな棘とげがささるような錯覚に囚とらわれるのだ。

　この旅が終われば、ミカと離れられる。

　自分の心を乱されることもなくなるし、己の醜みにくさに悩なやむ必要もなくなる。

　なのになぜこんなに苦しいのか、わからない。

　これは寂せき寥りよう──淋さびしさというものなのだろうか。

　もしかしたら、自分はミカとの旅が終わるのを惜おしんでいるのかもしれない。

　ミカのような素す直なおで純じゆん朴ぼくな人物は、貴族社会ではまず見かけられない。

　そんな輩やからは生き残れないし、たとえそんな資質があったとしても、周囲がよってたかってそうした伸のびやかさの芽を摘つんでしまうからだ。

　だからこんなに、ミカの一挙一動が自分の心に響ひびくのかもしれなかった。
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　谷に向かう深い森は、ところどころ陽ひの光が落ちている。

　それは旅人を導く一筋の線のようだ。

　不思議なことに、森林は小鳥の囀さえずりすら聞こえない。この先が魔ま術じゆつ師しの暮らす谷だそうだから、その異質な気配を察しているのだろうか。

「なんだかしんとして、少し気味の悪いところですね」

「清らかか、邪じやか……それはわからないな。だが、どこかで聞かれているかもしれないぞ」

「えっ」

　慌あわててミカが口を噤つぐむと、イサールはおかしそうに喉のどを震ふるわせて笑った。

「冗じよう談だんだよ」

　イサールが冗談を言うなんて、初めて聞いた。

　そのことに感動しているうちに、いきなり、視界が開けた。

「わ……！」

　谷というからには密ひそやかな隠かくれ谷のようなものだろうと思っていたが、想像とはまったく違ちがっていた。

　山間の村は、白い氷山のような高い高い崖がけを背景に広がっていた。崖の白さは見るからに神こう々ごうしく、陽ひ射ざしを受けて輝かがやいているかのようだ。

　壮そう麗れいな建物があたりを埋うめ尽つくし、眼下に広がる光景の見事さに、ミカはしばし言葉を失った。

「すごい……」

「驚いたな……これはすごい。都にも引けを取らぬ立派さだ」

　魔法で造り上げたのではないかと思えるような、雄ゆう大だいな光景だった。無論、もしこれが魔法だったとしても、斯かくも壮そう大だいな景色を造り出せるのは素す晴ばらしい腕うでに違いない。

　道なりに坂を下っていくと、次し第だいに近づいてくる建造物の迫はく力りよくに圧あつ倒とうされる。道行く人々の顔立ちはあまりイサールたちと変わらず、二人を目にすると会え釈しやくをしてきた。

　下り坂が終わってしばらく進むと、大きな門と、門番のいる詰つめ所がある。門番はまったく武装をせずに、ほかの人々と同じように質素な貫かん頭とう衣いだ。

「止まれ」

「はい」

　イサールが馬から下りたので、ミカも同様に地面に下り立った。

「名前は？」

「ウィアームの騎き士し、イサール・マクラブと申します。この者は従者のミカです。魔術の助けが必要となり、こちらへやって来ました」

「呪のろいか？」

　睨ねめつける男に対し、イサールははっきりと首を振ふった。

「いえ、違うと思います」

「ふむ……ならば、神しん殿でんのケレイス様を訪ねよ」

「はい」

「では、通れ」

　門番が次の男を相手にしようとしたので、ミカのほうが拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

「……あの」

「何だ？」

「もっと調べないのですか？　僕たちがこの町の人に害をなすかもしれないのに」

「我々は皆みな、魔術師だ。ウィアームの軍が攻せめ入ったとしても、三日三晩は楽に抵てい抗こうできる程度の術者揃ぞろいだ。三日もしのげば、イルテバーク全体から魔術師がやって来る」

「…………」

　真実みのある言葉を聞かされ、ミカは目を見開く。

「ただ、我々は原則として政治と戦争には関かかわらない。誤った選せん択たくをすれば、魔術師は迫はく害がいされかねないからだ」

「わかりました」

　納なつ得とくした様子のミカに、男は「神殿はあの白い建物だ」と一ひと際きわ豪ごう奢しやで巨きよ大だいな白はく亜あの建物を指さした。

「宿も廏うまやもこの中にある。魔術師の谷をたっぷり楽しんでいくとよい」

「ありがとうございます」

　歓かん迎げいというほどではなかったが、拒きよ絶ぜつされているわけではない。

　魔術は皆で高め合って発展させていくものだと聞いたことがある。だから、他者の排はい除じよはそれを妨さまたげる行こう為いとなりうるのだろう。

　いかにも魔術師らしい合理性だと、ミカは感心せざるを得なかった。







　門番の言うとおり、目め抜ぬき通りには何軒けんもの宿屋が並んでいた。どこの宿でも同じだと思ったが、ミカが入り口で大きな犬を飼っている宿を気にしている様子だったので、そこを選んだ。

　すぐに二階の日当たりのいい部屋に案内されたイサールは、真っ先にケレイスに会いに行くことにした。

　焦あせるなど自分らしくはないが、逸はやる心を抑おさえるのは難しい。

「出かけてくる。おまえは休んでいるといい」

「どこへ？」

　寝しん台だいに腰こしを下ろしてぼうっとしていたミカは、イサールの言葉に目を見開いた。

「神殿に行く」

「一人で、ですか？」

「ああ」

　ミカを連れていくか迷ったのだが、彼は途と中ちゆうでかなり無理をして疲つかれているはずだ。力を取り出す儀ぎ式しきなどする場合があるかもしれないし、その前に、少しでも休ませたかった。

「おまえを連れていく必要性があれば、また改めて出直そう。今日は休んでいろ」

「……はい」

「何だ、その顔は」

「せっかく外国に来たのだから、いろいろ見てみたくて……」

　ミカが口くち籠ごもったので、イサールは小さく笑った。

「じゃあ、宿の主人に聞いて町を見て回っていろ。この谷さえ出なければ問題ないだろう」

「はい」

「無理はするんじゃない。小こ遣づかいもいるな」

「あ！　それなら、村の皆みんなにおみやげを買ってもいいですか？」

「ああ。足りなかったら、また明日あした改めて買ってもいい」

　ミカに小遣いを手て渡わたしたイサールは旅のあいだ丁てい寧ねいに持ち歩いた礼服に着き替がえ、徒歩で神殿へ向かった。

　家々は木造が大半だったが、神殿は石でできている。そのうえ、神殿の外がい壁へきを構成する石は巨きよ石せきといって差し支つかえがないほどの大きさだ。

　切り出された石はイサールの両手を広げた幅はばほどあるだろうか。これを運ぶには、魔術がなければどうにもならないだろう。

　神殿に出入りするものは多く、貫頭衣を着た地元の人間や、イサールのように勝手がわからずにまごつく旅人など、ぶつからずに歩くのにも一苦労だ。

　神殿の中は長い廊ろう下かが延び、入り口付近にいた男がイサールに声をかけてきた。

「本日は祈き禱とうですか。それとも面会ですか」

「門前でケレイス様にお目にかかるよう言われました」

「そうでしたか。あなたは運がいい。ケレイス様は月に一、二度しか皆の相談には乗らぬのです」

　聞けば、ケレイスというのは魔術師の中でも身分が高い人物で魔術師をまとめる役割を果たし、神と対話をする神官でもあるという。魔術師の力であまねく人々を幸福にするという理想のもとで、人々から相談を受け付けているのだそうだ。

　ケレイスとの話を待っている人は行列をなし、イサールはその最さい後こう尾びに並ぶ。

「お若い方、あなたは何を相談しにいらしたのですか？」

　すぐ前に立つ中年男性に声をかけられ、イサールは「病気の平へい癒ゆ祈き願がんです」と答えた。

「ほう、それはなかなかの難題ですな」

「なぜです？」

「人にはそれぞれ与あたえられた命があるからですよ」

　そのようなことを話しているうちに、少しずつ列が短くなっていく。やがて前の男の順番になり、今度はすぐにイサールが呼ばれた。

　扉とびらの奥、石でできた椅い子すに腰を下ろした細身の男性は、力強い目でイサールを睥へい睨げいした。

「そなたがイサールか」

　彼がイサールに椅子を勧すすめたので、低い位置にある石造りのそれにイサールは腰を下ろす。

「ウィアームの騎士、イサール・マクラブと申します」

「用件を述べよ」

「はい」

　一礼したイサールは、簡潔に要点をまとめて状じよう況きようを説明した。

　ケレイスが相あい槌づちも打たずに聞いているので寝ねているのではないかと訝いぶかったが、「なるほど」という声が遅おくれて響ひびいた。

「治ち癒ゆの力か……それはまた厄やつ介かいなものを抱かかえ込んだな」

「厄介？」

　ケレイスはイサールの呟つぶやきには答えずに、淡たん々たんと先を続けた。

「その手の力は、種子のかたちをしている」

「種子……」

「そうだ。最初は種だが、人の中で生長して、やがて花開く。能力が開花するというだろう」

「ええ」

　ケレイスは淡々と告げる。

「宿やど主ぬしの命を使い、その花は人の胸の中で咲さく。咲き誇ほこったあとに役目を終え、やがて枯かれていく」

「枯れるとは、力がなくなるということですか？」

「そうだ。使いすぎればその力はなくなる。当然だろう。そのように便利な力が無限に使えれば、死ぬものもいなくなる。それは神の摂せつ理りに反している」

　イサールは目を瞠みはった。

「ともあれ、花が枯れるときは人の肉体も滅ほろびるものだ」

「今、何と？」

「人の命を吸って咲く花だ。宿主の命が尽つきれば、その花も散る。逆もまた然しかり」

　ミカが感じ取っていることが事実だと証明する、衝しよう撃げき的な発言だった。

「では……その種を取り出すにはどうすればいいのです？」

「力がそれだけ強く表れているのならば、最も早はや、宿主との分ぶん離りは難しいだろう。だが、花が枯れる前であれば、強引に移し替かえる手もある」

「できるのですか？」

　そんな危険な力を、ミカに持たせておくわけにはいかない。やはりイサールが取り戻すべきものだ。

「そなたが正統な持ち主であれば、な。七騎き士しの力は血族のもの。種は簡単に宿主を替えるはずだ」

「その方法を教えてください！　どのような魔ま術じゆつを使えばいいのですか!?」

「そなたの手でその盗ぬす人びとを殺せばいいのだ」

　心臓を抉えぐられるような衝撃が、あった。

　何を言っているのだ、この男は。

「殺す……？」

　おかげで自分でも笑ってしまえるほどに、無様でみっともない掠かすれた声が漏もれる。

「ああ。相手を殺し、強く種の帰還を念じるのだ。それだけでいい。そなたが本来の持ち主なら、種は本能に従ってあるべき場所へ戻もどるだろう」

「待ってください！　それ以外に方策はないのですか!?」

　落ち着かなくてはいけないとわかっていても、あり得ない言葉にイサールの声は揺ゆらいだ。

「あるわけがなかろう。能力を継けい承しようするとは、そういうことだ」

「ですが、私がこの手で殺さなくてはいけないのですか……！」

「ほかの誰だれがそなたのために手を汚よごしてくれるというのだ？　どの国においても、殺人は大罪だ」

　この手で、ミカを？

　あり得ない。

　ミカは悪いことなど何もしていないではないか。力を手に入れたのだって、別段、彼が望んだことではないはずだ。

　なのに、どうして命まで奪うばうことができようか。

　人の命を吸って開くその力を手に入れるには、その命を犠ぎ牲せいにしなくてはいけないとは。

　どうあっても納なつ得とくのいかない回答だった。

「それにしても、その移植を行ったものは相当の魔術の心得があるのだろうな。それだけの術……おそらく移植された子の肉体にも相当な負担がかかっているはずだ」

　ケレイスは呟き、そして、再びイサールを正面から見み据すえた。

「しかし、ウィアームの騎士よ」

　黙だまり込むイサールに、ケレイスは静かな声で問うた。

「そなたの力は王のためにあると言ったな」

「は」

　イサールは俯うつむいた。

「一度咲いた花は、たとえ移し替えがうまくいったところでそう長くは保もつまい。それに、花を取り戻したところで、幾いく度どか力を使えばそなたは確実に死ぬ。そうでなくとも、王が瀕ひん死しのとき、その命を使って王をこの世に引き留めるのが七騎士の役割と聞くぞ。それほど強い力を使えば、そなたは間ま違ちがいなく命を落とすだろう」

「…………」

「文字どおり、そなたは王の命。王のために死ぬ覚かく悟ごはあるのか？」

　──ウィアームの王は七つの命を持つ。

　その言葉の意味を、イサールはまざまざと知った。

　七騎士とは、つまり、王の命そのものだったのか……！

　鈍にぶい衝撃がイサールを撃うち抜ぬく。

　たった一つの命さえ守ることが難しい、貧しい村人たち。代々王が長命である種明かしは、彼が七騎士の命を食はんで存ながらえていることにあったのだ。







「イサール！」

　宿屋の犬が鳴く声が聞こえたので窓から身を乗り出すと、声に気づいたイサールはどこかぼんやりとした顔つきでミカに合図を送った。

「どうだった？　何かわかった？」

「いや、何も」

　このようなところで大声でするような会話ではないのかもしれないが、イサールは何やら考えごとをしているようで、心ここにあらずの状態だ。

「散歩をしてくる」

「あ……はい」

　散歩すること自体については特に不思議でもないが、魂たましいの抜けたようなイサールが気になった。

　こんなイサールの姿を見るのは、初めてだった。

　もしかしたら、魔術師の話が意に添そわぬものだったのではないか。

　たとえば、イサールはこの力を絶対に取り戻せないとか。

　にわかにいても立ってもいられなくなったミカは身み仕じ度たくを調ととのえて階段を駆かけ下りたが、外に出てみたところで既すでにイサールの姿はない。

　考えてから、ミカは神しん殿でんへ向かった。

　町の見物は、イサールが出かけているあいだにとっくに済ませてしまった。おみやげも見当をつけて、軽そうなものを見み繕つくろっている。

　町に入るときに一番に目についた白い崖がけは、古来『犠ぎ牲せいの崖がけ』と呼ばれ、祭りのときには犠牲の子羊を落とすのだという。崖には言い伝えがあり、文字どおりの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを魔ま法ほうの力なしで登り切って頂いただきから崖から飛び降りると、その人間の願いは叶かなうのだとか。

　過去、生まれたばかりの弟のために戦争を止めたいと願って飛び降りた子供の逸いつ話わが特に有名で、それを憐あわれんだ王たちが戦を終わらせたと、宿の主人は教えてくれた。

「ケレイス様に目通りはお願いできませんか」

　祈き禱とうの時間は既に終わりに近づいているらしく、神殿の中は人ひと影かげもまばらだった。退たい屈くつそうに欠伸あくびをしている職員と思おぼしき男に頼たのむと、彼は横おう柄へいな態度で首を振ふった。

「本日はもう終わりだ」

「ケレイス様は明日あしたにはおいでになりますか？」

「次は一ひと月つき後だ」

　ケレイス以外の人間に話を聞くこともできるが、魔術は本来我が流りゆうの技術を寄せ集め、体系立てたものだ。一人一人やり方が違ちがう可能性もある。

　それゆえに、ケレイスでなければイサールに何を教えたのかはわからない。

「ほんの少しでいいのです。どうかお目通りをさせていただけませんか？」

「ならん。決まりは決まりだ」

　受け付けの男と押し問答をしているうちに、奥から中年の男が顔を出した。どこかへ出かけるところだったのか、眼光鋭するどい人物はミカを一目見て、「ほう」と唸うなる。

「そなた、ウィアームの騎士と一いつ緒しよに来たものだな？」

「はい！」

　それがイサールのことを指しているのはすぐにわかった。

　廊ろう下かに佇たたずんでいた男が、すうっと音もなく近づいてくる。

「私の名はケレイスだ。ふむ、そなたから花の匂においがする……」

　呟いたケレイスの細く皺しわだらけの指が、ミカの躰からだの中心をとんと突ついた。

　たった一度突かれただけなのに、その振動が骨の奥にまで響ひびくような気がした。

「花……？」

「そなたの中にある種。種は力の源。それを取り除く方法を教えてやったが、そなたは覚悟が決まったのか」

　言われてみれば、ミカはいつも治ち療りようのときは花を思い描えがく。

　それはあながち見当違いではなかったようだ。

「覚悟、とは何のことでしょうか」

「そなたの命と力のもととなる種は、最も早はや一体となっている。盛りの花を移植するには、そなたの命が終わらねばならぬ。そうすれば花は、次の宿主を求める」

「…………」

　やっと、腑ふに落ちた。

　どうしてイサールがあのような表情をしていたのか、ミカにもようやくわかった。

　イサールは力のためにミカを殺すという命題を、受け容いれられなかったのだ。

　当たり前だ。

　冷たい素そ振ぶりを見せても、イサールはいつも優やさしい。

　あのときもそうだった。

　とても小さな頃ころ──別れてしまう直前に、ミカを助けてくれたときも。

　それにミカが他人に力を使う様を苦い顔をして見つめていたものの、結局は止めなかった。止めれば治療できなかった相手が死ぬとわかっていたからだ。同時に、ミカが自分の命を削けずって人を助けることを嫌けん悪おしているようでもあった。

　そんなイサールが、力を取り戻もどすために自分に死ねと言えるだろうか。

　──言えるわけがない。

　ましてや、手にかけるはずもない。そんなことができない人だから、惹ひかれたのだ。

　けれども、それではイサールの願いは叶わない。

　ミカが生きている限り、彼はどうあっても、七騎き士しにはなれないのだ。

「ありがとうございました」

「ああ、待て。そなた……もしや」

　ケレイスが止める声が聞こえたものの、もう用はない。

　ミカは踵きびすを返して神殿を小走りで出た。出てきてからあまりにも失礼だったと気づいたが、飛び出してしまったものは致いたし方がない。

　自分がこの力を返せば、イサールは幸せになれるだろうか。

　……わからない。

　だが、イサールがこの力を使えば彼は早死にしてしまうだろう。かといって、使命感の強いイサールのこと、王に尽つくすことができなければ誇ほこりはずたずたに傷つくに違いない。

　イサールに力を返したい。

　彼のためにできることは、何でもしたい。

　死ぬことで力を返せるのであれば、喜んでそうしよう。

　大好きな人。

　世界で一番、好きな人だから。

　だから、イサールの幸せだけを祈いのりたいのだ。

「……あ」

　──ならば、ミカが自らの手で死ねばいいのだ。

　非力なミカにだってできることが、一つだけあるはずだ。

　けれども、刃は物もので自分の胸を突くのは怖こわくてできないし、毒は飲み込む前に吐はき出してしまいそうな気がする。

　そう考えたミカの目に留まったのは、あの白く光る崖だった。

　あそこから飛び降りるのはどうだろう。

　自分が死ぬのを犠ぎ牲せいなどという言葉で美化するつもりはなかったが、もしこの世界に神様がいるのなら、言い伝えどおりにきっとイサールに力を返してくれるはずだ。

　これまで一度たりとも、ミカは自分の人生で何かを選せん択たくをしてこなかった。それほどの岐き路ろに立たなかったせいもある。

　だからこそ、最後に一つ何かを選ぶのであれば、イサールのためにできることをしたい。

　せめて、この恋れん慕ぼの情に殉じゆんじたい。

　それがミカの人生に与あたえられた唯ゆい一いつの意味だと信じたかった。







　小さな町を一時間ほど歩き回っても、イサールは決心がつかなかった。

　戦場で躊ちゆう躇ちよは命取りとなる。イサールはこれまで瞬しゆん時じに数々の重要な決断をくだし、時に味方を処分するような真似まねもしてのけた。

　なのに、その冷れい酷こくな刃やいばをミカに振るうことはできない。

　……無理だ。

　たとえ王に命じられても、自分はあの美しい少年を血で汚けがせない。

　弟だからではない。

　この旅を続けているあいだに、イサールはミカを愛いとおしいと思うようになっていたのだ。

　力などなくとも、王にはこれまで以上に騎士として忠誠を尽くす。だからミカを助けてほしいと訴うつたえることは可能だ。けれども、現実問題として、あの狭きよう量りような王がそれを許してくれるかは未知数だ。

「ただいま」

「お帰りなさいませ。お連れ様はまだ戻っておられないのですが……」

　出迎えてくれた宿の主人が、申し訳なさそうに告げた。

「ミカが？　また出かけたのか」

「一度戻ってこられたのですが、それからまたお出かけになって……」

　宿の主人に聞いても、一時間ほど前に出ていったきりだという。

　一人で部屋で鬱うつ々うつとしていたくないので、その犠牲の壁とやらを見に行こうと思い立った。

「悪いが水を一いつ杯ぱいくれないか」

「かしこまりました」

　ゴードのあの口ぶり、ナハラの切せつ迫ぱくした様子を見ても、イサールに残された時間はあとわずかだ。

　けれども、人一人の命がかかっているのだ。そう簡単に結論を出せるわけがない。

　腕組みをして考え込むイサールの耳に、突とつ然ぜん、犬の吠ほえる声が聞こえてきた。それから、悲鳴。一人や二人のものではない。

　帳場にいた宿屋の主人が、イサールより先に外へ走りだした。つられてイサールも外に出ると、彼は既すでに道行く人に話を聞いている。

「どうしたんだ？」

「何でも、よそ者が『犠牲の崖がけ』に登っているらしいんだ！」

　若い男がつばを飛ばしそうな勢いで言ってのける。

「よそ者？」

「銀ぎん髪ぱつの子供だよ」

　その言葉に、イサールと宿の主人は顔を見合わせた。

「まったく、無む茶ちやするねえ。あの崖から生きて帰った人間のほうが少ないのに……」

　心配そうな顔で、周囲の店から出てきた男女が口々に話す。

「犠牲の崖とはどこだ!?」

「え？　ああ、あの崖だよ。ほら、ここからでも見える」

　人々の視線を辿たどるまでもなく、すぐにミカは見つかった。

「！」

　崖の中腹に貼はりつく、小さな塊かたまり。

「ミカ……！」

　ミカの華きや奢しやな姿と雄ゆう大だいな崖の対比に、ぞっとして躰からだが竦すくむ。

　あの細い四し肢しのいずこにそんな力があるのか、彼は自分の躰を支えて切り立った絶ぜつ壁ぺきを少しずつ登っているのだ。

　いても立ってもいられなくなり、イサールは崖に向かって走り出した。

　どこからこんなに多くの人たちが出てきたのかと思うほどの人だかりだったが、両手で人ひと込ごみを搔かき分けて接近しようとする。

「ミカ！　ミカ！」

　大声を張り上げてその名を呼ぶと、地面から三分の一ほどのところの窪くぼみに足を掛かけて休んでいたミカが恐る恐る視線を下に向ける。

　イサールの姿を認めた彼は何も言わずに微笑ほほえみ、再び崖を登り始める。

「可哀かわい想そうにねえ……あんな綺き麗れいな子が、いったいどんな願いがあるっていうのかしら……」

　囁ささやき合う人々の声に、胸が抉えぐられるような気分だった。

　いいや、わかる。

　おそらく、どこかでミカはイサールに能力を返す方法を知ってしまったに違ちがいない。

　ミカを殺すことに躊躇ためらうイサールの性格を理解しているからこそ、彼は自らの手で死を選ぼうとしているのだ。

　と、悲鳴が上がった。

　ミカが均きん衡こうを崩くずし、足を滑すべらせたのだ。

　間かん一いつ髪ぱつのところで彼が踏ふみ留とどまったおかげでぱらぱらと小石が落ちてきたが、人々ははらはらとした顔つきでミカを見守っている。

「誰だれか、あれを止められないのか!?　この崖に勝手に登っていいのか？」

「望みを抱いだくものなら、誰もが許される。それが魔ま術じゆつ師しの谷の決まりだ」

「そんな……」

　イサールは両手をぐっと握にぎり締しめる。

「あの子、身軽だからきっと……頂上まで登れちゃうんじゃないかしら」

「本当だわ」

　口々にさざめき合う見物人の言葉に、イサールははっとする。

　ミカが暮らしていたのは、岩山しかないような荒こう涼りようとした北方の土地だ。彼がこうした崖を登るのに長たけていたとしても、何らおかしくはない。

　だとしたら、ミカが登り切ることに賭かけて、彼を頂上で捕つかまえるべきではないのか。

「近道はないのか!?」

　イサールは傍かたわらの見物人に詰つめ寄った。

「近道？」

「そうだ。彼は俺のためにこの崖を登ってる……でも、死なせたくない大切な人なんだ！　崖の上に辿り着いてから飛び降りるつもりなら、そこで話をしたい。教えてもらえないなら、魔術を使って彼を下ろしてくれ！」

　自分でも支し離り滅めつ裂れつなことを言っている自覚は、あった。

　だが、こうしているあいだにもミカは死んでしまうかもしれないのだ。

「それはできぬ」

　重々しい足取りでやって来たのは、神しん殿でんで会ったばかりのケレイスだった。

「ここで犠牲になることが、あの少年の望み。我々は意志を持った人間の行動を、魔ま法ほうで妨さまたげることはできない。それがイルテバークに暮らす魔術師の掟おきてだ」

「そんな……」

　真っ向からケレイスを睨にらんだが、この男がおそらくミカのために魔術を使うことはないだろう。

　それでは、どうあってもミカを助けられないのか。

「脇わき道みちはある。祭りのときは、その準備のために出入りするからな。そこを右手に回れば、松明たいまつを点ともした入り口がある。うまくいけば、あの子よりも早く着くだろう」

　ケレイスが崖の右手を指さしたので、イサールはほっとした。

「ありがとうございます」

　一礼してから再び走りだしたイサールは、教えられたとおりに脇道を駆かけ上がった。

　あの崖の頂上に行くだけあり、想像以上の急坂だった。しかし、この程度で怯ひるんでいてはミカが死んでしまう。

　そんなことは、絶対に、許さない。

　ナハラの言うとおり、ミカに出会って自分は変わった。

　旅に出るまでは騎き士しではない自分の姿など考えたことは一度もなかったのに、いつしか、そういう生き方もあるのではないかと想像するようになった。

　ミカと一いつ緒しよにいるのが、楽しい。

　誰かを愛しいと思う気持ちを初めて知った。

　そんなミカを、自分のために死なせるようなことがあってはならなかった。

　山頂に駆け上がったイサールが石を落とさないように慎しん重ちように縁へりに近づき、そこから下を覗のぞく。

　目の眩くらむような高さに息を吞のんだが、崖を慎重に登ってくるミカの姿が見えた。

　イサールは安あん堵どし、彼を驚おどろかさないようにとひとまずは崖の縁から離はなれる。

　やがて、崖の縁をしっかりと摑む小さな白い手が見えた。ミカが登り切ったのだ。

「ミカ！」

　慌あわてて彼に近寄ると、しゃがみ込んで肩かたで息をしていたミカが目線を上げる。

「イサール……」

「よかった、無事にここまで来て」

　イサールはミカの華奢な躰をぎゅっと抱だき締める。汗あせに濡ぬれたその躰はあたたかく、生者のぬくもりを感じさせた。

「その力は、もう、俺には無用のものだ。だから、死ぬな」

「でも、これだけなんだ……僕にできること……」

　ミカは口くち籠ごもる。

「俺は、おまえが生きていてくれるほうがよほど嬉うれしい」

　死ぬよりも生きていてくれたほうが、どんなに喜ばしいことか。

「僕はこの力をあるべきところに返したい！　好きな人の役に立ちたいんだ」

「だったら、生きて役立て！」

　ミカの顔がくしゃりと歪ゆがみ、その目から大粒の涙なみだが零こぼれ落ちる。

　泣かせたくなかった。

　自分の存在こそが、ミカを苦しめてしまう。このままでは愛いとしい相手を救えないのだ。

　だが、何としてもおまえを救いたい。

　こんなにも美しい涙をもらえた──それで十分だ。

「わかった」

「え？」

「おまえのために祈いのろう、ミカ。おまえの望みは、俺が引き継ついだ」

　イサールはそう言うと、ミカの額に唇くちびるを押しつける。

　触ふれた額は熱く、涙の味がする。あの晩を数に入れなくていいなら、これが最初で最後のキスになるのかとイサールは小さく笑った。

「またどこかで会おう」

　ミカの忌いまわしい力が、消えてなくなればいい。

　それがイサールの唯一の望みだ。

「イサール!?」　>>>♥

　身を翻ひるがえして飛び降りようとしたイサールの意図に気づいたミカが、咄とつ嗟さに腕うでに摑つかまる。

「ッ」

　何てことをするんだ。そう思ったが、ミカはイサールにしがみついてくる。

　だめだ。こんなところで死なせない。

　イサールは慌ててミカを抱き締めたが、体勢が崩れてしまって立て直せない。

　そのまま二人は、流星のように一つの塊かたまりとなって絶壁から落ちていった。







　唐とう突とつに意識を取り戻もどしたミカは、のろのろと躰を起こす。

　あんなところから落ちたはずなのに、怪け我が一つしていないようだった。

　先ほどの状況を思い出して慌てて周囲を見ると、すぐそばにイサールが横たえられていた。

「おい、起きたぞ！　信じられん！」

「あの男が庇ったからか……」

「イサール……」

　人々の驚いたような声が届いたが、ミカは気にせずにイサールの腕に取りすがった。

　イサールはぴくりとも動かない。

「イサール！」

　必死でイサールにしがみつくミカを見て、二人を囲んでいた人々は静まり返る。

「もうだめだ。ほとんど息をしていない。あんたが生きてるほうが奇き蹟せきだよ」

　そのうちの一人が、悲しみを押し隠かくした声で告げた。

　嫌だ。まだ息があるのなら、最後まで足あ搔がいてみせる。

　イサールを取り戻す。

　ミカは唇を固く引き結び、イサールの服を脱ぬがせる。そして、弱々しく脈打つイサールの心臓のあたりに手を置いた。

「何をする気だ？」

「あんたを庇ったんだ。死なせてやれ、もうおしまいだ」

　口々に非難めいたことを言われたが、ミカはそのような声など聞いていなかった。意識の外に彼らの声を遮しや断だんし、必死に手に神経を集中させようとする。

「静かにせよ」

　ことを見守っていたケレイスが野次馬を制し、ミカに顔を向ける。

「もしそう望むのであれば、そなたが助けるがよい。だが、助けたら最後、そなたは死ぬだろう。それでもよいのか？」

「はい」

　覚かく悟ごは決まっている。

「この男はそなたを助けようとしたのに？　せっかくの命、無駄にする気か」

「僕には自分なんかより、イサールのほうが大事なんです」

「──なるほど。ならば、道は開けるかもしれぬな」

　意味深な言葉を告げると、ケレイスはミカの肩に触れる。

「そなたが使うのは、そなたの力ではない。母親のことを思い、その心をこの男に注ぐのだ」

「わかりました」

　祈る。

　ひたすらに、祈る。

　愛する人の命をこの地上に留とどめたい。どうあっても、死なせることなどできない。

　──だから。

　だから、死なないで……。

　やがてミカの掌てのひらからぼうっと蒼あお白じろい光が滲にじみ、二人を取り囲んでいた人々がどよめいた。

　自分なら大丈夫だ。心配しなくていい。だって、死ぬことはちっとも怖こわくないのだ。

　イサールのために死ねるのであれば、それ以上の喜びは存在しないから。

　精いっぱい美しい花を思い描いて彼を取り戻そう。気高く凜りんとした、あの人のような花を。

　大好き。

　ずっと、ずっと好きだった。

　諦あきらめようと思ったのに、諦め切れなくて。

　だから──一緒に旅ができて幸せだった。

　ほんの一時であっても、彼と過ごせたことが。こうして、助けてもらえたことが。

　──イサール……。

　念じ続けるミカの躰が汗ばみ、雫しずくがぽたりと掌に落ちる。

　ややあって、自分の掌の下で、イサールの心臓が力強く脈打つのを認識した。　>>>♥

　よかった……。

　脈動を感じたミカの全身から力が抜ぬけ、ふっと意識が途と切ぎれた。




　　　　９




　波間をたゆたうように、イサールの意識は不定のものだった。

　──可哀かわい想そうに。お優やさしすぎるイサール様。

　──ベルカ……？

　優しいその手が誰だれのものか、イサールはよく知っている。たまに怪我をしたり高熱を出したりしたとき、ベルカが看病してくれたからだ。

　彼女はイサールの母親ではないが、母親以上に優しく常にイサールを思いやってくれた。

　長ちよう兄けいがベルカを煙けむたく思っているのを知っていたものの、イサールはベルカを気に入っている。ミカともども、ずっと一いつ緒しよに暮らしていたかった。

　──その力があれば、あなたはあの無能な王に命を捧ささげなくてはならなくなる。ならばないほうがいい。

　──何…を……言っている……？

　──お恨うらみくださってかまいません、イサール様。ですが、私はあなたに立派な領主になってほしいのです。騎き士しなどにはならず長く生きてほしい。そのためには、目覚めたばかりのこの力は無用のもの。

　──何を……何をするんだ……。

　──力をいただきます。それから、私たちのことも忘れてください。力に目覚めたこと自体忘れてしまったほうが、あなたは幸せになれる……。

「……ベルカ！」

　自分の叫さけび声で目を覚ましたイサールは、差し込んでくる光の眩まぶしさに瞬まばたきをする。

　知らない場所だ。

　見たことのない天てん井じように、寝ね心地ごこちのよい寝しん台だい。清潔な寝具。

「ミカ……？」

　いないのだろうか。そう思って身を起こしたとき、ドアが開いた。

「イサール！」

　ちょうど部屋にやって来たミカが、イサールの姿を目にして喚声を上げる。

「よかった……」

　駆かけ寄ってきた彼は、イサールの寝台の傍かたわらに跪ひざまずく。

「気分はどうですか？　どこかおかしくはない？」

「どこも大だい丈じよう夫ぶだよ。ミカ、おまえは？　おまえも崖がけから落ちたのだろう？」

　そう言いながらミカの頰ほおに触れる。

　これが幽ゆう霊れいだったらどうしようか。そして、もしかしたらここは死後の国かもしれないと思ったからである。

「イサールが助けてくれたから、大丈夫でした」

「俺たちは、どうやって助かったんだ？」

「イサールが庇かばってくれたんです。でも、すごい大おお怪け我がで、全然、目を覚まさなくて……」

　ミカの大きな目に、じわりと涙なみだが滲にじむ。

「ミカ」

　狼ろう狽ばいするイサールは手を伸のばし、指先でミカの涙を拭ぬぐった。

「怖かった……イサールが死んじゃうかと思った……」

「怖かったのはこちらだよ。おまえがあそこから落ちるのではないかと、冷や冷やした」

　そう言いながら躰からだを動かしたが、どこもおかしいところはないようだ。

「無む茶ちやして、ごめんなさい」

「肝きもが冷えた。でも、無事でよかった」

　改めてミカの上体を抱だき寄せてから、イサールは弾はじかれたように彼から身を離はなす。

　このところだいぶミカに対しておおっぴらな感情表現をするようになっていたが、そもそも自分は無体をして彼を傷つけてしまっていたのだ。

　こうして触れる資格などないことを、忘れてはならない。

「俺はどれくらい眠ねむっていたんだ？」

「二日間です」

　そうだったのか、と相あい槌づちを打とうとしてイサールは目を瞠みはった。

「まさかおまえ、力を使ったのか!?」

　答えづらそうに俯うつむく、ミカのその細い肩かたの線。その双そう肩けんにどれほど彼が重いものを担になってきたのか、想像に難かたくない。

「あそこから落ちて、二人とも無傷とは思えない。使ったんだな!?」

「……はい」

　ミカは目を伏ふせたまま、か細い声で答えた。

「ごめんなさい。イサールの力……全部、なくなってしまった……」

「それはいい。でも、どうしておまえは生きている？　まさか幽霊なんてことは……」

　イサールの言葉を聞いて、顔を上げたミカは喜びとも悲しみともつかぬ顔になる。

「花のことは、ケレイス様に伺うかがいました。あくまで推測だけど、母が僕の命を継つぎ足したのではないかっておっしゃってました」

「命を？」

「そうです。ケレイス様と母は知り合いだそうで……僕と母はよく似ているので、すぐにわかったと言われました。母はとても力の強い巫女みこだったそうです。ケレイス様は研究のために何度もウィアームの都に行ったので、そこで母と知り合ったとか」

「…………」

　あまりのことに、イサールは何も言えなかった。

「ケレイス様の話では、母は『力』の扱あつかいに長たけていたそうです。母が急に亡なくなったのは、僕に残りの命をくれたからだろうと。あれは、命を養分にする花だから……」

「──では……おまえは、母親の命を使って人を助けていたのか？」

「はい。二つの相反するものが体内にあったから、力同士が反発して僕は成長が遅おそいのだと言われました」

　そう、だったのか……。

　イサールは言葉もなく頷うなずいた。

「僕の中の花が枯れ、同時に母の命も使い果たした……花がなくなっても僕が生きている理由は、それみたいです」

　最後まで言ってから、ミカは項うな垂だれる。

　沈ちん黙もくのあと、ミカは再び口を開いた。

「どんな罰ばつでも受ける覚かく悟ごはあります。おっしゃってください」

「どういう罪で？」

「あなたの力を盗ぬすみ、なくしてしまった。あなたはもう、七騎士にはなれない……」

　ミカの目から再び涙が溢あふれ出し、それは彼の名前の由来である雲うん母ものように輝かがやいて見えた。

　どんな宝石よりも美しい、真珠の如ごとき涙。

「初めて、自分で決めたんです。今まで僕は、自分の意思で何かを選んだことがなくて……なのに、その決断ですべてを台無しにしてしまった……」

「いいんだよ」

　自分でも驚おどろくほどに穏おだやかな声が出て、そのことにイサールはたじろいだ。

「それでいいんだ、ミカ。力がなくなるのは、俺の望んだことだ」

「でも、僕はあなたからの恩を仇あだで返してしまった。あなたは、二度も命がけで僕を助けてくれたのに……」

「二度？」

　イサールは眉まゆを顰ひそめた。

「どういうことだ？」

「十年前……母さんがあなたの力を盗んだのは……あなたが荷馬車に撥はねられた僕を助けてくれたときに、力を使ったせいです」

　十年前、荷馬車に撥ねられたミカの命を救おうとしたイサールは、無意識のうちに力を発現させたのだという。

　だが、ほとんど死にかけていたミカの命と引き換えに、イサールは体力のほぼすべてを消しよう耗もうせざるを得なかった。

　死の床とこに就ついたイサールを目にし、ベルカは嘆なげき悲しんだという。

「あのとき母さんは初めて、あなたの力が恐おそろしいものだと知った。それで、僕に力を移植することを思いついたんです。マクラブ家の血を引く僕になら、力を移せる。母さんの子供だから少しは巫ふ力りよくがあるかもしれないし、この花の力を持っていても耐たえられるかもしれない。幸い、あなたのご両親は、あなたが倒たおれた理由が力のせいだとは気づかなくて、僕を助けようとして頭を打ったという母の噓うそを信じてたんです」

　そこから先は、イサールも知っている。

「そうか……力を使ったことを俺が覚えていれば、どうしてその力を失ったかを考えてしまう。そのとき、何らかのかたちでおまえを疑うかもしれないと思ったわけか」

「はい」

　イサールがミカから力を取り戻もどせばミカは死ぬし、イサールも遠からず王のために死ぬ。二重の意味での悲劇的な結末を避さけるため、ベルカはイサールの記き憶おくを消したのだ。

　こうしてイサールは力と記憶の双そう方ほうを失い、何も気づかずにこの歳まで生きてきた。

「おまえの母親は、凄すさまじい力を持っていたのだな」

「……はい」

　ミカは申し訳なさそうに目を伏せ、その長い睫まつ毛げを震ふるわせた。

「だが、感謝している」

「え？」

「俺はおまえのほうが遥かに大事だ。あの王を守るために、おまえを殺すなんて御ご免めんだ。そんな不自然な力なら、ないほうがいい。言ったろう、俺はおまえから力がなくなることを望んで飛び降りたんだ」

「…………」

　ぽかんとして薄うすく口を開けたミカは、イサールの変心を理解しかねているようだ。彼は穴が開きそうなくらいに、じっと、イサールを凝ぎよう視ししている。

「つまり、おまえが大切なんだ」

「僕が力を預かっていたから、でしょう？」

「そうじゃない。今のおまえが、おまえこそがかけがえのない存在なんだ」

　もう、これ以上自分を誤ご魔ま化かすことはできない。

　ミカに対して中ちゆう途と半はん端ぱな態度を取れないと開き直り、イサールは力強く言い切った。

「最初は、確かにおまえは俺にとって憎にくむべき盗ぬす人びとだった。絶対に許せないと思っていた。だが、旅をしているうちに俺の考えは変わった。おまえは俺と違ちがう。俺と違って、献けん身しんの本質を知り、実じつ践せんしていた。おまえは俺などよりずっと騎き士しに相応ふさわしい、気高い心を持っている」

　非があるのは、イサールのほうだ。

　その資格もないくせに自分を騎士だと言い切り、傲ごう慢まんそのものだった。

「俺は騎士であろうとすることに必死で、様々なことから目を逸そらしてきた。それに気づいた以上は、元には戻れない。できることなら、別の生き方を探してみたい」

　一つ一つの言葉が、自分の中で重い意味を持って響ひびく。

「もし……もしおまえが俺を許してくれるのなら、そばにいさせてはくれないか」

「僕の、そばに……？」

「そうだ。この旅が終わってからも、おまえと離はなれたくない。どこであろうと、おまえの望むところへ行こう。俺は、おまえと一いつ緒しよにいたいんだ」

　もしそこでミカに好きな人ができて結けつ婚こんしたいというならば、それでもいい。

「どうして？」

「おまえが好きだからだ、ミカ」

「すき……」

　ミカは呆ぼう然ぜんと繰くり返す。

「あなたが、僕を……好き……？」

　信じられないことのように呟つぶやくミカの目に、新しい涙なみだが浮うかぶ。

「すまない、そこまで嫌いやだったのか……」

「そうじゃないんです」

　困ったようにミカは笑い、首を横に振ふって両手で涙を拭った。

「信じられなくて。僕のほうこそ、ずっとあなたが好きだったから。幼おさな馴な染じみに言わせると、初はつ恋こいで……それが叶かなうなんて信じられなかった」

　信じられないのは、そんな告白を聞かされているイサールのほうだった。

「本気、なのか？」

「噓までついて、あなたのそばにいる理由が思い浮かびません」

　顔をくしゃくしゃにさせて笑うミカが、とても可愛かわいくて、愛いとおしくて。

　抱だき締しめようと思ったそのとき、ミカの背後で扉とびらが開いた。

「これはこれはイサール様、お目覚めになったのですね！」

　無粋なときに扉を開けたのは、水差しを持ってきた宿の主人だった。

「世話をかけたな」

「それでは町中に触ふれ回らなくては！　これからお祝いですよ」

「お祝い……？」

　想像を超えた発言に、イサールは眉を顰める。

「ええ。犠ぎ牲せいの崖がけから落ちた人間が生き残るというのは、この谷にとって素す晴ばらしい吉きつ兆ちようなんです。何百年に一度の、神の起こした奇き蹟せきなんですよ！」

　男は頰ほおを紅潮させ、勢い込んで説明をする。

「そうなのか……」

「願いを叶えるために飛び降りる人間はまれにいても、生き残るなんて信じられませんよ。しかも二人も！　ご馳ち走そうをたっぷり用意して、町中の人間がイサール様の目覚めを待っていたんですよ」

　言われてみれば、あの崖から落ちて生き残るほうがどうかしている。とはいえ、まさかそんなことになっているとは、思ってもみなかった。

「着き替がえも用意して、そこに入っています。宴うたげまではしばらく休んでいてくださいよ」

「……ああ」

　何が何やらわからないが、ともあれ、魔ま術じゆつ師しの聖域を荒あらしたわけではないのなら喜ばしい。

　ほっとしたイサールは再び寝しん台だいに潜もぐり込み、もう少し眠ろうと目を閉じた。







　宴の主役であるイサールとミカは、神しん殿でんの前庭にしつらえられたテーブルの一番上座に席を与あたえられた。

　ミカたちの席を見上げるように、無数のテーブルが並び、そこには谷の住人が着席している。それぞれのテーブルには豪ごう華かな料理と花、酒が並び、こんな宴を見るのはミカはもちろん初めてだったし、イサールも圧あつ倒とうされているようだった。

　この谷の長老にあたるケレイスが挨あい拶さつをし、続いてお偉えら方がたが口々に祝福の言葉を述べた。

「……何しろ、三百年ぶりですぞ。しかも、二人も生き残るとは。まさか生きているうちにこのような奇蹟を目にできるとは思わなかった」

　誰だれもがその調子で如何いかに珍めずらしいことなのかを強調するものだから、ミカはすっかり飽あき飽きしてしまっていた。

　おまけに、自分の前にはどっさりとご馳走が並べられているのにまだ手をつけられないのだ。

「さて、長ったらしい話はここまでにして乾杯といこうではないか」

　ケレイスが音頭を取り、各自が酒の入った器うつわを手に取るように告げる。イサールとミカはとっておきのグラスを使うように言われ、なみなみと注がれた赤い葡ぶ萄どう酒で乾杯をした。

　すっかり元気になったイサールは、今こ宵よいも素晴らしい男ぶりだった。

　次々と祝辞を述べにくる人々には若い娘むすめも多く、彼女たちは一様に頰を赤らめ、まるで英えい雄ゆうでも見るような目つきでイサールを見つめるのだ。イサールは彼女たちをあしらうのに慣れているようで、そつなく受け答えをしている。

　豪ごう奢しやな刺し繡しゆうを施ほどこし、膝ひざまである長い衣ころもを身につけたイサールは威い厳げんのある王のようだ。

　これから戴たい冠かんする若き王子と言われても、ミカは疑わないだろう。

　一方、ミカのいでたちはといえば宿の主人が用意してくれた真っ白な絹の衣で、足首までの長さがある一種のローブだ。その上から透すける素材でできたもう一枚の衣を身につけ、それには花か片へんが縫ぬい付けられていた。

　魔ま法ほうで一週間は枯かれないように細工をされたそれは、花はな嫁よめが身につけるものなのだという。

　瘦やせっぽちのミカには男物の立派な衣装はどれも合わないし、かといって女物でもあまりにも派手なものは似合わない。そこで、白が基調で清せい楚そな花嫁衣装が選ばれたのだった。

　そのせいか女性たちはイサールを見てため息をつき、ミカを見てまたため息をつく。きっと、立派なイサールの相棒はどんな人間かを見てみたはいいものの、あまりにもみっともなくて落らく胆たんしているのだろう。

「さあさ、お二人とも。挨拶ばかりしていると朝になってしまう。谷の皆みんなが作った料理、召めし上がってください」

「ああ」

　イサールがミカに「食べよう」と促うながしたので、ミカは目の前の取りやすい位置に盛りつけられていた魚料理に手を伸のばした。大きな魚に衣をつけて揚あげており、外側はぱりっとしているのに内側の身は厚くて嚙かむとふんわりしている。嚙み締めると香こう料りようの匂においが鼻び腔こうを擽くすぐり、とろりとした餡あんをつけると今度は酸さん味みが追加されてさっぱりとする。

「このお魚、美味おいしい！」

「こちらの冬とう瓜がんを煮にたものも旨うまい。食べてみるか？」

「はい！」

　透き通るまで煮た冬瓜と、人にん参じん。人参は花を象かたどって包丁が入れられているようだが、あまりに細かく見事な細工で食べるのが惜おしい。

　箸はしで人参を一ひと切きれつまんだミカが「これも魔法なのかな」と呟くと、「そうではない」と朗々とした声で否定された。

　慌あわててそちらに顔を向けたところ、傍らにはグラスを手にしたケレイスが立っている。

「ケレイス様！」

　腰こしを浮かせかけたミカとイサールを制し、ケレイスはにこやかに笑った。

「よいよい、ゆっくり食べるがいい。特にイサール殿どの、そなたは二日は飲まず食わずだったからな。臓ぞう腑ふが驚おどろかない程度には栄養を取ったほうがいい」

「ありがとうございます」

「確かにこの谷は魔法が発達しているが、それだけに、丹たん念ねんに手で行った作業というものも尊ばれる。その一つが料理なのだ」

　そう言われたミカは、丁てい寧ねいに細工をされた野菜に目を向ける。

「魔法は便利だが、便利なことが大切なのではない。ゆえに、我々は手間のかかる料理で客人をもてなすのだよ」

「そうなんですね……」

「どんな大きな魔法も、愛情を込めた手作業には敵かなわないというわけだ。面おも白しろかろう」

「はい」

　ミカが人ひと懐なつっこく笑うと、ケレイスは眦まなじりを下げた。

「時に、イサール殿にベルカ殿の話はしたのかな？」

「はい、ミカからざっと聞きました」

　ミカの代わりに、イサールが答える。

「お優やさしい人だった……そして、強い巫ふ力りよくを持っていた。それだけに、そなたたちの先行きを案じていたのだろう。ミカ、そなたも巫力を持つようだが、花に食われていた可能性もある。今は、欠片かけら程度しか感じられぬ」

「かまいません」

　イサールと相あい槌づちを打ちつつも、ミカは特にそれが惜しいとは思わなかった。

　一番好きな人を救うことができたのだから、力はもう必要ない。これから先、どんなことが起きても今回以上の恐おそろしいできごとなどあり得ないように思えたからだ。

　こうして傍かたわらにいると、はっきりとわかる。

　イサールが生きていてくれて、よかった。それ以上に尊いことなど、この世にありはしない。

　国が生まれたり滅ほろびたり、そういう営みをイサールは見み据すえて生きている。だが、ミカはもっと小さなことでしか自分の世界を捉とらえられない。

　だけど、それでいい。

　ミカの世界は、この先イサールを中心に回るだろう。

　この胸に宿る、たった一つの愛を中心に生きていくのだ。







　宴は夜通し続くという。

「……すごい騒さわぎだったな」

「ええ」

　すっかりお腹なかがいっぱいになったミカは、何となく自分の腹をさする。

　単にミカとイサールをだしにして騒ぎたいだけではないかと訝いぶかりもしたものの、それでも、自分たちの生せい還かんを祝ってもらえるのはとても嬉うれしい。

「お料理、お魚が美味しかったですね」

「ああ、料理の仕方がいいのだろうな。イルテバークの料理は旨いと聞くが、これほどとは知らなかった」

　神殿の前庭を抜ぬけ出したイサールは、白い花が咲さく木の下で不意に振ふり返り、足を止めて突然、ミカを凝視する。

「ど、どうしたの？」

「こんなに綺き麗れいな子と、俺は旅をしていたんだなと思ったんだ」

　まじまじとミカを見つめていたイサールは、照れ臭くさそうに笑った。

「え……」

　思いがけないことを言われてミカは真っ赤になり、清楚なのに可愛かわいらしい装そう飾しよくがなされたやわらかな服地を引っ張った。

「それはこの衣装のおかげでしょう？」

　それに、久しぶりにお風ふ呂ろにも入って身み綺ぎ麗れいになった。

　ゆっくりと髪かみと躰からだを洗ったせいで、いつもよりも見み栄ばえがよくなっているのだろう。

「その服は、おまえの美しさを引き立てているにすぎない」

「…………」

　そこまで手放しに褒ほめられると、恥はずかしい。

「──さっき言いかけた続きだ」

　不意に、イサールが表情を引き締しめる。

「はい」

「おまえを愛している」

　イサールの台詞せりふに、ミカはますます頰ほおを赤らめた。

　宴えん席せきで口にした薄うすめた葡萄酒のせいで少し酔よっ払ぱらったのかもしれないけれど、それ以上に、頰が熱い。

「先ほど、初めて自分で何かを選んだと、おまえは言ったな」

「はい」

　ミカは真しん剣けんな面おも持もちになり、イサールを見つめる。

「その気持ちに噓うそはないのか」

「ありません。僕は馬ば鹿かだけど、好きでもない人のためには死ねません」

　イサールが、好きだ。彼に焦こがれている。

　憧あこがれや初恋では物足りない。この旅を経て、ミカはもっと強い気持ちでイサールを求めるようになっていた。

「そうか。もしおまえの気持ちも俺と同じなら、一いつ緒しよに暮らさないか」

「都で？」

「いいや。力をなくした俺は、もう、都には戻もどれない。王の騎き士しになる気持ちはないんだ」

　信じられない発言に、ミカは呆然と立ち尽くす。

　心の底から嬉しいけれど、幸せすぎて怖こわいくらいだ。

「両親には申し訳ないが、ナハラの言ったとおりに、力が戻らないならそれでいいと思ってくれるはずだ。手放しで可愛がってくれたわけではないが、曲がったことの嫌きらいなお二人だ。きっとわかってくれる」

「どうやって暮らしますか？」

「ひとまずは用心棒でもするよ。隊商と旅をしてもいい」

「僕は？」

「俺が鍛きたえる。それに、おまえには巫ふ力りよくがあるそうだから、ここで修しゆ行ぎようをすれば、多少は魔力を使えるようになるかもしれない」

　イサールは既すでに、二人でどうやって生きていくかというところまで考えてくれているのだ。

　あり得ないほどに幸せな薔ば薇ら色いろの未来を描えがかれ、ミカはついていけなかった。

　もしかしたら、自分に都合のいい夢を見ているのではないのだろうか。

　もしこれがすべて夢だったら、目が覚めたときに生きていけないだろう。

「夢じゃ、ないですか？」

「夢でも幻まぼろしでもない。俺はおまえのものだ」

　囁ささやいたイサールが、ミカの躰をぐっと抱だき寄せる。

「僕だって、あなたのものです」

　ミカがそう言うと、イサールは「本当か？」と聞く。

「噓は言いません。僕、今までに噓をついたことはないんですよ」

　それを聞いたイサールが小さく笑い、ミカの頰に手を添そえて上を向かせる。

「キスして、いいか？」

「この唇くちびるは、あなたのものなのに……？」

　ミカがくすりと笑うのを聞いて、イサールは唇を綻ほころばせる。彼の無骨な指がミカの頰を撫なで、そして、顎あごを持ち上げる。

　目を閉じる寸前に、彼の唇が自分のそれにうやうやしく触ふれ合わされるのを感じた。　>>>♥







　二人きり宿に戻ると、イサールはミカを寝しん台だいに押し倒たおした。そして、もどかしげな手つきでローブを脱ぬがせてくれる。

「難しいな」

「自分で脱ぎましょうか」

　ミカの提案を聞いて、イサールは断固とした表情で首を横に振った。

「いいや、だめだ。これは俺の役割だ。これが楽しみだったんだ」

「え」

「冗じよう談だんだよ」

　笑いながら言われたせいで、緊きん張ちようしていたミカの躰の強こわ張ばりが解ける。

　じつのところ、あの夜のことを思い出してしまって、少しだけイサールに触れられるのが怖かったのだ。

「怖いか？」

「ううん……」

　イサールは苦労しながら衣服を脱がせてミカを全ぜん裸らにし、自分もまた服を脱ぎ捨てた。

　唇を何度となく塞ふさがれると、息が苦しくなり、だんだん朦もう朧ろうとしてくる。

「ふ……」

　啄ついばむような接せつ吻ぷんを繰くり返したあと、イサールは今度はミカの白い膚はだにくちづけを落としていく。

　自分の膚が殊こと更さらに弱いと思ったことはなかったが、イサールが吸うたびに、花か片へんのような跡あとができていく。まるで、先ほどの白い衣装につけられた花のようだった。

「んっ……」

　躰のあちこちにくちづけられるのは、本来ならくすぐったいだけのはずだ。なのに、イサールの唇が自分の膚を這はい回ると意識するだけで、どこもかしこもうずうずと熱くなっていく。

　全身に汗あせの衣ころもをまとったように、うっすらと皮ひ膚ふが濡ぬれている。

　どうすればこの熱を、なかったことにできるのだろう。

　何ともいえないむずがゆさに困ってしまい、ミカは敷しき布ふを摑つかんで首を振る。

「ミカ？」

「ごめん…なさい……でも、なんだか……変……」

　息を吐はき出しながら身を捩よじっていると、イサールが「変ではない」と穏おだやかな声で教えてくれた。

「そ、うなの…？」

「好きな相手と躰を重ねて、おかしくならないやつはいない」

「イサールも……？」

「当然だ。おまえのことを思って滾たぎっているよ」

　小さく笑ったイサールは、手を伸のばしてミカの乳ち首くびに触れる。

「やっ」

「可愛いな……おまえのここは」

「やぅ、う…ん……変……」

　乳首の芯しんを探すようにぎゅっと押し潰つぶされ、ミカの頭にずきんと痛みのようなものが走った。

　全身が痺しびれる。

　続けざまにイサールの手で乳首をつままれて押されているうちに、それが痛みではないことに少しずつ気づく。

　芯を意識するたびに、胸から生まれた感覚が下腹部まで駆かけ抜けていく。今も、一定の間かん隔かくで刺し激げきされ、その感覚が矢のように中ちゆう枢すうに突つき刺ささった。

「ひん、あっ……あ、そんな……そんな、したら……」

「ん？」

「とれちゃう……」

　ミカの言葉を聞いたイサールは、小さく吹ふき出す。

「取れては困るな。これはおまえの胸にある、可愛かわいらしい飾かざりだ」

「ぅ、う……ふ……」

　汗だくになってイサールを見上げると、彼はミカの額にくちづける。

　そして、今度はいつの間にかぬるぬるになっているミカの性器に触れた。

「ひゃっ！」

　驚おどろきに息を詰つめたものの、彼は決してその手を止めなかった。急所に触れられていることにびっくりして躰からだは竦すくんだままで、ミカの躰からは急速に昂こう奮ふんが搔かき消えていく。

「硬かたくなるな。俺に任せてくれ」

「あ……でも……そこ、すごく、汗……」

「これは汗じゃない。おまえが感じて、蜜みつを零こぼしているんだ。いけないことじゃない」

　そうなのだろうか……。

「そっとするから、怯おびえなくていい」

「はい……ん、……うぅ……んっ……」

　まるで壊こわれものを扱あつかうように、それでいて黒くろ疾風はやてのたてがみを強く撫でるように、イサールの手はミカの性器を擽くすぐる。他人に触れられたことのない部分を撫でられ、擦こすられ、かたちを辿たどられて、そのあたたかな指の動きに馴な染じんで次し第だいに頭がぼうっとしてくる。

　緩かん急きゆうをつけて扱しごかれているうちに、躰の中心にじわりと熱が集まっていく。

「…はあァ……ッ……」

　感かん極きわまったように時折漏もれる自分の声が、びっくりするほどに甘い……。

　こんなふうに自分の声が甘ったるくなると思わず、ミカは狼ろう狽ばいした。

　それに、いくらミカが経験がないからといって、このあとどうなるか自然の摂せつ理りとしてわかっている。

　だめ……イサールにはしたないところを見られてしまう……。

「や、だめ、イサール……ん…あの……だめ、これじゃ……まって……」

　狼狽うろたえながら躰をもぞもぞさせているせいで、敷布が乱れてしまう。

「いいんだ、楽にしていろ」

　低い声に鼓こ膜まくを刺激され、ミカの感覚はこれ以上ないというところまで引き上げられている。

　爆ばく発はつする。

「達いってごらん」

「…は…あ……ああっ…」

　そのまま一気に高められ、いつしかミカはイサールの手に精を放っていた。

　達く、というのか……これを……。

　肩かたで息をしていたミカが落ち着く前に、イサールはミカの躰を裏返してしまう。それから、そっと指先で秘所に触れた。

「…ッ」

　滑すべった指の感覚に、いつかの暴力的な交わりを思い出してミカの躰は竦んだ。

「怖こわいか？」

「ううん……」

　あのときと同じように痛い思いをするのかと思うと、恐おそろしい。でも、精いっぱい優やさしくしようとしてくれているイサールに、そんなことは言えなかった。

　できる限り、我が慢まんしなくてはいけない。

「じゃあ、楽にしていろ」

　突とつ如じよとしてイサールの指が入り込み、躰を探さぐる。

「ひゃっ…」

「ミカ？」

「へいき……や…なんで、これ……」

　このあいだは怖いだけだったのに、どうしてなのだろう。入り込んできた指が内ない壁へきを擦る感覚が、たまらなく心地ここちよく思える。

　尻しりに指を挿いれられて、動かされているだけなのに。

　イサールと一つになる準備なのだと思うと、たまらなく感じた。

「はぁ…あ、あっ……あ……」

　これだけで、すごく……気持ち、いい……。

　彼に求められているのだと思うと、どんどん全身が火ほ照てってきた。

「ん、んっ……ああ……」

「蕩とけてきたな」

「うん……？」

　イサールの前に尻を掲かかげ、枕まくらに顔を埋うずめて甘い声を出すようになったミカから指を引き抜ぬくと、彼がその場に腰こしを下ろした気配がする。

「ミカ」

「なあに…？」

　とろんとしたミカの手に、イサールは自分のそれを触ふれさせる。

「あ……」

　すごく、熱い……。

　きゅんと胸の奥が熱くなった。

　常つね日ひ頃ごろは冷静沈ちん着ちやくで美しい騎き士しのイサールが、こんなにも身を焦こがすようにミカを求めてくれているのだとわかったから。

「自分で挿れてごらん。怖かったら途と中ちゆうでやめられるように」

「……うん……」

　このあいだイサールにされたことを、自分でするのだ。

　躰を起こしたミカは意を決し、後ろ向きでイサールの筋肉のついた腿ももを跨またいだ。

「そうだ。寄りかかってごらん」

「はい……」

「座ってみるんだ。ゆっくり、そうだ…いい子だ」

　ぐぅっと内壁を擦り上げながら、イサールの性器が体内に侵しん入にゆうしてくる。

「はぁ……あ…あん……」

　躰の中に生まれた熱を、もっと吐はき出したい。楽になりたい。繫つながった部分から生まれるこの、得も言われぬ心地よさ。それだけをずっと味わっていたくて。

　ミカは自然と腰を揺ゆすりながら、甘い声を上げる。

「どうなってる？」

「イサールが、お腹なか……はいって……ぼくの…っ…」

「もっと奥へ挿れられるだろう？」

　腹を括くくったミカが腰を落とすと、襞ひだを巻き込むようにして尖せん端たんが勢いよくめり込んでくる。

「あー……ッ」

　痛みとそれと同等の、それでいて未知の感覚に、躰が竦む。

「どうした？　まだ半分も入っていない……できないか？」

「ううん、ん……でも……」

　こんなに苦しいのに半分なんて、信じられない。入り口がぴったりとイサールに吸いついて、もうこれ以上動くのは無理なのではないかと思えた。

「手伝うか？」

「平気……はいる……、う、う、ぅう……うー……ッ……」

　声を震ふるわせながらミカは腰を下ろしていき、へたりとイサールの上に座り込む。それきり動けなくなったミカの腰を支え、イサールがいきなり律動を送り込んだ。

「あうっ」

　躰がびくんと大きく撓しなり、激しく声が震えた。

「痛いか？」

「う、ううん……何で……それ、きもちい……」

　あのときは痛くて苦しいだけだったのに、今は、違ちがう……。

　とても気持ちよくて。

「いいのか？　ここが？」

「ん、うん……そこ、そこ……あ、だめ……そこしちゃ……」

「馬ば鹿かだな。今はおまえが勝手に動いているんだ」

　笑いを含ふくんだ声で言われて初めて、ミカは自分がイサールの上で腰を振ふっていることに気づいた。

　でも、止められない。

「あ、あっ……ああっ……や、うごく……うごいちゃ……」

「気持ちいいんだろう？」

「はぁ……あ、あっあんっ」

　派手な甘い声を上げて達したミカのそこから、白い蜜みつが溢あふれ出す。遅おくれて、イサールが熱いものを躰からだの中に放った。　>>>♥

　ミカが脱だつ力りよくしたので、イサールはここで躰を離はなすのかと思ったが、そうではなかった。

「可愛かわいいな、ミカ」

　うなじにキスを何度もされて、繫がったままのミカはびくびくと震えてしまう。自分の快感がそのままイサールに伝わってしまうのではないか、そう思うと怖い。

「イサール……こわい……」

「俺が獣けだもののようだから、か？」

「そう、じゃ、なくて……あんっ」

　イサールが少し身み動じろぎをするだけで、いやらしいねっとりとした声が溢れてしまう。

　それくらいに、すごく……気持ちよくて。

　ぐちゅぐちゅと躰の中から蜜が溢れてきてしまう。

「僕、へん……さっきから……変、へんだから……」

　気持ちがよすぎて、おかしくなってしまいそう。

　泣きだしたミカの耳みみ許もとで「こちらを向いてごらん」とイサールが耳打ちをする。

　涙なみだにまみれた自分の顔が恥はずかしいと思いつつも従うと、イサールが唇くちびるを重ねてきた。

「変じゃない。すごく可愛いよ」

「あぅう……ン…」

　漏もれ落ちた甘い声を、イサールの舌が刮こそぎとるようにして口こう腔こうを這はい回る。

　さっきのキスと、全然違う……。

　なのに怖くないし、むしろ、もっとしてほしい。

　上も下も、二箇か所しよでイサールと繫がっているのが、とても愛いとおしくて……。

「ミカ……」

　顔を離したイサールがミカをその場に横たえ、横よこ抱だきにして体内を穿うがってくる。

「はぁ……あ、あっ……ああんっ」

　横たわったまま揺さぶられ、躰が楽になったぶんだけほかのすべてが快感を追っているようだ。肉襞を激しく抉えぐられ、ミカはひたすら喘あえぐ。

「好きだ……」

　鼓こ膜まくに届いた言葉も、二人の体温に溶とかされたことも、一生忘れられない夜になりそうだった。







　夢の中、子供時代のイサールはミカを抱だき上げて遊んでいた。

　それを見守るベルカの目は、とても優やさしい。

　ああ、そうか。これが二人の記憶……。

「おにいちゃん」

　縋すがりついてくるミカを抱だき留めて、現実に引き戻されたイサールは小さく笑う。

　これで、弟でも兄でもなくなってしまったな。

　だが、後こう悔かいはない。

　汗あせで湿しめったミカの髪かみをつまんで唇を落としていたイサールは、かつて見たことのある傷きず痕あとに触れる。

「ん……」

　まどろんでいる様子だったミカが、イサールの裸はだかの肩かたに顔を擦すり寄せてきた。

「ミカ、この傷はあのときのものか？」

「はい。……え、思い出したんですか!?」

　がばりと顔を上げ、ミカが自分を凝視する。

「ああ。朧おぼろ気げだが、今、夢に見た。俺の力が弱すぎて、きちんと治せなかったのか……」

　どうせ治すのであれば、この綺き麗れいな躰に傷一つ残らないようにしてやりたかった。

　髪の毛で隠かくれて見えないとはいえ、どこか痛々しい。

「いいんです。これが、僕とイサールの絆きずなだって信じていたから」

　ミカは小さく笑う。

「僕を守ってくれて、すごく嬉うれしかった」

「俺を守ってくれたのは、おまえとおまえの母親だろう？」

　それだけではない。

　家族も、友人も、いつもイサールを守ってくれていた。

　いつか、その友愛に応こたえられる日が来るのか。いや、来ないはずがない。ミカさえそばにいてくれれば、きっと自分にはどんなことでもできるだろう。

　この腕の中に、誰よりも何よりも美しい花を抱いているのだから。







「俺は幸福だな」

　イサールのその言葉にミカは顔を上げ、悪戯いたずらっぽく答える。

「僕だって幸せです」

「張り合う気か？」

　からかうようなイサールの声こわ音ねが、とても甘くて優しい。イサールがこんな声を出せるなんて、ミカは今まで知らなかった。

「あなたが僕を、世界で一番幸せにしてくれてるんです」

「そっくり返すよ」

　ミカは破顔し、傍かたわらで横たわるイサールの手にそっと自分のそれを重ねる。

　こんな日が来るとは、夢にも思わなかった。

　大好きな人と触ふれ合い、そしてその隣となりで眠ねむる。

　その幸せな日が永遠に続くことを祈いのる。

「助けてもらったときから、ずっと……好きだったんです」

「俺もきっと……おまえを好きだから助けたんだ」

　そう言うイサールの言葉を聞いて、嬉しくなったミカは今度は自分から彼にくちづける。

　この唇は、自分だけのもの。

　消しようのない歓かん喜きの念が、ふつふつとこみ上げてきたからだ。

「初めて、おまえから俺にキスしてくれたな」

　キスのあとに、イサールが熱っぽく感想を告げる。

「二回目です」

「え？」

　嬉しげに脂やに下さがっていたイサールが訝しげな顔をするものだから、胸がいっぱいになってしまう。

「最初で最後だって思ったから……あなたが眠っているあいだに、もらってしまったんです」

「最初を覚えてないなんて、不覚だな」

　冗じよう談だんめかした声でイサールが告げる。

「じゃあ、最後のキスを覚えていてください」

「最後なんて、わかるはずがないだろう？　この先俺は、永遠におまえのそばにいるんだ」

　そう、この先も何度だって彼にキスできる。

「僕からの三回目のキス、してもいいですか？」

　感かん極きわまったミカが尋たずねると、イサールは「もちろん」と真ま面じ目めな声で応じ、ミカの銀ぎん髪ぱつを愛いとおしげに撫なでた。
















騎士と無垢な恋人
















　仕事を終えたイサール・マクラブは、町の商店でお勧すすめの葡ぶ萄どう酒を買って帰宅した。

　すべてが終わってから、一年あまり。

　イサールは今、恋こい人びとのミカと二人でイルテバークの魔ま術じゆつ師しの谷で暮らしていた。この谷では魔術の研究が盛んで、イサールは魔術と武力の融ゆう合ごうができないかという研究に力を貸している。もともと治ち癒ゆの能力を持っていただけに、イサールにもいくばくかの魔ま力りよくがあるのではないか──と言われたことが、この研究の出発点だった。

　イサールの仕事が決まるのと前後して、ミカも魔術師として修しゆ行ぎようを始めた。

　成り行きで故郷を遠く離はなれてしまったものの、今のこの生活で満足だ。両親の姿を見られないのが心残りだが、しばらくは難しいだろう。彼らが息災でいてくれるよう、祈いのるほかない。

　イルテバークと母国では魔術の研究において協力関係にあるため、年に一、二度は魔術師が首都に出向く。そのときに、故郷の両親と友人のナハラに宛あてた手紙を持っていってもらったため、お互たがいの消息は摑つかめていた。イサールは行方不明として報告し、弟を跡あと取とりにする手続きを取ったという。一つだけ喜ばしいのは、弟がまだ力に目覚めず、現状の六騎き士しでは戦を起こすのは心もとないと、王が戦争を回避したらしいことだ。ともあれ、領地のことも王のことも、最も早はやイサールの手を離れた。ここで案ずるのも、失礼な話だろう。

　それはいいとして、質素な自宅にはミカの姿がない。入り口の扉とびらを開けてすぐの空間は食堂を兼かねた居間になっているのだが、どこにいったのだろう。

「おい、ミカ」

　もしかしたら、どこかに出かけたのかもしれない。

「いないのか？」

　そう思いつつも念のため屋内に向けて声をかけた瞬しゆん間かん、目の前でぱあっと何かが弾はじける。

「！」

　思わず声を上げて腕うでで自分を庇かばったイサールがついで顔をそちらへ向けると、ひらひらと何かが空から散ってくるところだった。

　紙かみ吹雪ふぶきかと思ったが、違ちがう。

　虹にじ色いろに光るのは、薔ば薇らにも似た肉厚な花弁だった。

「すごいな」

　小さく感かん嘆たんの声を上げたイサールに、寝しん室しつから出てきたミカは得意げに胸を張る。

「どうですか？」

「とても綺き麗れいだ。魔術、使えるようになったんだな」

　掌てのひらで受け止めて検分すると、それはまさに花そのものだ。

「まだまだです。これは紙を花に変えただけ。無から有を作り出すような高等な魔術を使えるようになるのは、僕には遠い先の話です」

　はにかんだように告げるミカに、イサールは「今はそれで十分じゃないか？」と言う。

　虹色に光る花をミカの頭に載のせると、あたかも髪かみ飾かざりのように彼の艶つやめいた銀ぎん髪ぱつを彩いろどった。

「似合ってる」

　ミカの瘦やせぎすだった躰からだには年相応の肉がつき、そのうえ、彼は以前よりも大人びてきている。喜ばしいことに、能力を失ったことで、ミカの肉体は再び成長をし始めているようだった。

「本当ですか？　自分じゃ見えなくて」

「そういう魔ま法ほうも覚えるべきじゃないか？」

「どういう魔法になるのかなあ……」

　イサールの軽口を真しん剣けんに受け取るミカが可愛かわいくて、愛しさがこみ上げてくる。人を傷つけるイサールの剣とは違い、ミカの魔法はとても優しい。

「おまえらしい、可愛い魔法だ」

「どういう意味ですか？」

「誰だれのことも傷つけず、優しい気持ちにさせようとする」

　囁ささやいたイサールはミカの顎あごを持ち上げ、そっとキスをする。これが何度目のくちづけになるのか、イサールにもわからない。

　それほどまでに、二人の生活は甘い。

　こんなふうに日常的に誰かに欲よく情じようをするなど、イサールは考えたこともなかった。

　今も、ミカを欲しいと感じている。

「あっ……」

　背中に回した両りよう腕うでを滑すべらせるようにして腰こしに持っていくと、ミカの声が甘く跳はねる。

「ん？　どうした？」

「べ、つに……」

「感じてしまったのか」

　小さく笑ったイサールは彼の首に唇くちびるを寄せ、その薄うすい耳じ朶だを嚙かむ。途と端たんに「っ」とささやかな声を上げて、ミカが躰をぴくりと震ふるわせた。

「だめ……」

「いつもはだめと言わないくせに？」

「だって……昼間だし……」

「夜にする魔法をかけてくれ」

　イサールがそうねだるのを聞いて、ミカは頰ほおを赤らめて目を伏ふせた。

「そんなすごい魔法、まだ、使えません」

「では、昼間からでも仕方あるまい」

　囁いたイサールがミカの服を引っ張ると、彼は脱ぬがせやすいように渋しぶ々しぶと両手を上げる。そのまま服を脱がせるとミカの仄ほの白じろく輝かがやく膚はだが露あらわになった。

「あ…ッ……ん……」

　鎖さ骨こつに唇を押しつけ、ミカの薄い皮ひ膚ふにくちづけの痕あとを残していく。こうしていると、だんだんその膚に淡あわい模様が残った。

「はあ……あっ」

　立っていられなくなったらしいミカがふらついたので、そのままミカを食しよく卓たくに押し倒たおす。

「う」

　驚おどろいた様子のミカに、「冷たいか？」と聞くと彼は首を横に振ふった。

「……もう、して……？」

　先ほどまで拒こばんでいたミカがねだるとは思わず、イサールはぽかんとした。

「変なこと……言った？」

「いや、嬉うれしいよ」

　上体のみ食卓に横たわるかたちになったせいで、ミカの下か肢しが浮ういてしまう。その脚あしのあいだに躰を滑り込ませたイサールは、彼の両脚を抱かかえるようにして、秘ひめやかな蕾つぼみに切っ先を押し当てる。昨晩も睦むつみ合ったとはいえ、何の準備もしていないままでは挿いれられないだろうとも思ったが、ミカは力を抜ぬいて待っている。

「いいのか？」

「うん……」

　許しを得たイサールは、大だい胆たんに腰を進めた。

「は…アッ……あん……」

　自分を迎むかえ入れるミカの躰のやわらかさと、甘さ。それを存分に味わいつつ、イサールはミカの奥深くを征せい服ふくしていく。

「…ん…ふ……」

「いいか？」

「はい……きもち、いい……」

　どことなく緩んだ口調で言われたイサールは、喩たとえようもない愛いとしさがこみ上げてくるのを感じた。

「すまない。止められそうにない」

「あっ！」

　いきなり激しく動きだしたせいで、今度はミカの声が上うわ擦ずったものの、彼は逆にしっかりとイサールの腰に脚を絡からめてきた。

「く、う……ん、んっ……あ、あっ」

　耳にも心地ここちよい喘あえぎを零こぼしながら高みに上り詰つめていくミカを、このままもっと味わっていたい。抱だき締しめていたい。

　いつまでもずっと、手放したくない。

　そう思いながらも、イサールはミカの内側に熱情を放っていた。

「ミカ……」

　その名前を呼びながら、ミカの銀色の髪かみを指先に搦からめてイサールは愛おしげに彼の頰を撫なでる。

「好きです」

「え」

「好き……」

　どこか夢ゆめ現うつつの調子で紡つむがれたミカの言葉を聞いて、イサールは頰を赤らめた。

「俺もだ」

「……はい」

「愛している、ミカ」

　滅めつ多たに口に出せる言葉ではないが、言わずにはいられなかった。

　ミカの頰がこれ以上ないというほどに赤く染まり、彼は「僕も」と呟つぶやく。

　たまりかねたイサールがその唇を塞ふさぐと、ミカが背中に両腕を回してきた。

　縋すがりつくその手の強さが、たまらなく愛おしい。

　もう離はなれることは、絶対にない。

　添そい遂とげると決めた以上は、二人でともに歩む幸福は永遠に続くのだ。







　あとがき




　このたびは『騎き士しと無む垢くな罪人』をお手にとってくださって、ありがとうございます。

　本作は私にとっては久しぶりのファンタジーで、名前とかは別のルールで決めてますが、主として中世のヨーロッパを念頭に置いて執しつ筆ぴつしました。初めてのレーベルで書かせていただくのに、こんなにマイナーな趣しゆ味みを持ち込んでいいのだろうかと悩なやみましたが、とても楽しく書いてしまいました……。

　健気系の受うけは最近あまり書いていなかったこともありましたが、ミカは真っ直すぐなので比ひ較かく的てき書きやすかったです。対する攻せめのイサールは自分の王道からはかなりはずれていて、根が紳しん士し的な人物なのでかなり苦労しつつ描びよう写しやしました。また、兄弟というのは本来なら禁きん忌きの要素になり得るので、逆にこれくらいの距きよ離り感かんで成長するとどうなるのだろうと、自分なりに考えながら執筆した作品でもあります。それに加えて自分なりの設定を考えたり、用語の選せん択たくに頭を抱かかえたりと執筆中は悩みが尽つきませんでした。諸もろ々もろを全部まとめると大変時間がかかりましたので、こうしてゴールに無事に辿たどり着けて感無量です。

　ちなみに主役の二人以外で書きやすかったキャラはナハラで、最初の頃ころは原げん稿こうに存在もしていなかったのですが、改かい稿こうしているうちにイサールにも友達がいたほうがいい気がして彼を登場させました。

　今回はファンタジーといってもお伽とぎ噺ばなしっぽい可愛かわいらしい内容になるよう心がけたので、そういうところが出てればいいな、と思います。コンパクトにまとめるつもりが書きすぎてしまって一ページあたりの行数を増やしていただいたので、読みにくかったら申し訳ありません。




　最後にお世話になった皆みな様さまに謝辞を。

　本作を素す晴ばらしいイラストで飾かざってくださったｙｏｃｏ様。以前からとても素敵な絵を描かかれる方だと思っていたので、拙せつ著ちよにイラストをつけていただけて大変光栄でした。特に表紙の完成原稿を拝見したときは、本当に感動いたしました。お忙いそがしい中、どうもありがとうございました！

　担当編集の青木様をはじめとした編集部の皆様、校こう閲えつや印刷など多くの関係者の皆様に厚く御おん礼れい申し上げます。

　それから、この本を手にとってくださった読者の皆様に感謝の念を捧ささげます。少しでも楽しんでいただけたようでしたら、それに勝まさる喜びはありません。




　またどこかでお目にかかれますと幸いです。





和泉いずみ　桂かつら
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